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プロローグ



　オレの手の中には今ブラがある。



　清すが々すがしいほどに純白なそれは、たった今洗濯機から出されたばかりであることを主張するように、しっとりと濡ぬれている。

　……まあ落ち着いてくれ。

　違うぞ。

　これは別に、オレがどこぞの民家に侵入して下着ドロを働いてる図じゃない。

　オレの家、仙せん堂どう家の二階ベランダで、洗濯物を干している真っ最中なのだ。

　なぜウチの洗濯物の中に女物の下着があるのかと言えば、今現在、仙堂家にはオレ以外に女の子が三人も住んでいるからで。

　なぜオレがその下着を干してるのかと言えば、その三人が、誰も家事をやってくれないからだ。

　つまりこれは仕事。やらなきゃいけないオレの義務なんだよ。

　ってわけで……合法的にブラ触り放題だぜバンザイ！

「…………」

　とはいえ、そんなにハイテンションな気分ではないんだ、実は。

　考えてもみてほしい。

　いくら同年代の女の子のパンツだブラだと言ったって、毎日毎日洗濯をさせられてみろよ。嬉うれしくもなんともなくなるぞ？

　最初のうちこそ嬉しいやら恥ずかしいやらで、まともに目を向けられないくらいだったけどさ。

　彼女たちと同居して、今日で十日目。

　今のところ毎日、洗濯をしてる。

　そうなると、こんなのはもう、ただの布としか認識できなくなってくる。

　ホントホント。こんなのただの布切れだって。ドキドキもニヤニヤもしないし、ましてや「ちょっとじっくり見てみようかなー」なんて思ったりなんかするはずないって。

　…………ちらっ。

「ねえシツジ、靴下がないんだけど？　明日から学校で使うから……」

「！」

　突然の声に、オレは手に持っていたブラを眼前から離す。

「おおおおお、脅かすなよ姫ひめ乃の!?」

「……？」

　オレの態度に怪け訝げんそうに首をかしげたのは。

　鷹たか宮みや姫乃。

　腰まで届くゆるふわウェーブの金髪に、大きく丸い青色の両目。

　びっくりするくらい小柄で、伸びる腕と脚も信じられないくらいに細い。

　まるで、一流の人形師が魂を込めて作ったドールみたい。

　そんな一般人離れした容姿の彼女は、そのとおり一般人じゃなくお嬢様で。

　事情があって、この仙せん堂どう家に住んでいる。

　ちなみに今彼女が言った「シツジ」ってのはオレの名前。

　仙堂志し津つ二じ。それがオレのフルネームだ。

　……まあ、そうじゃなくても、休日に自宅で執事服を着用しているオレを「執事」と呼んだところで、何も問題はないんだろうけどな。

　執事。

　そう、オレはこの鷹宮姫乃の執事なのである。

　どうしてそんなことになったんだろうね。

　オレにもよく分からない。

　で、オレのご主人様であるところの姫乃は、怪訝な顔を止やめて、オレを見て目を丸くしている。

　っていうか、なんか怒ってる？

「あ、あああああ、あんたっ?!」

「な、なんだよ」

「こここここのエロシツジ！　なに持ってるのよ！」

　叫びながら、姫ひめ乃のはオレの手にあるブラ（姫乃のである）を指さす。

「今さらかよっ。あのな──お前も、朱あか音ね会長もニノも、家事を全然やらないから、オレが全部やってるんだぞ」

「全部……？　じゃあまさか、これまでの洗濯物もあんたが……？」

「……ああ」

「全部……そうやって手に持ってスハスハ匂いを嗅いでたってわけ!?」

「そこまではしねえよ！」

「そこまで……？」

「あ、いや……」

　しまった……。

「……こ、こんなのただの布切れじゃねえか。いい加減慣れたっての」

「布切れから、中身を妄想して興奮できるほどに慣れたっていうの!?」

「違ちげえよ！」

　自分の身体からだを抱いて遠ざかってくんじゃねえよ。

「だいたいだな」

　とオレは、ブラをなるべくさりげない仕草で物干し竿ざおに吊つるしながら言う。

「朱音会長のならともかく、お前のこのペラい布じゃ、中身を想像したところで……」

　あ。

　しまった。

　フォローするつもりで、失敗した。ふたつの意味で。

「あんたは……っ！」

「ま、待て！　違う！　間違い！　リテイクさせて！」

「このセクハラシツジっ!!」

　失敗の一つ目の結果は、すぐに現れた。

　オレを罵る言葉とともに。

　姫乃が突き出した右腕。

　その手のひらから、金色の淡い輝きを伴って。

　風が吹き出した。

「うわあぁ！」

　風はベランダを暴れ回り、物干し竿ざおを崩壊させる。

　ガランガランと派手な音が響き渡り、オレは物干し竿に生き埋めにされた。

　オレがなんとか物干し竿の山から脱出したときには、姫ひめ乃のは消え去っていた。

　怒ってそのまま行ってしまったらしい。

「……はぁ」

　オレは溜ため息いきを吐きつつ、物干し竿を組み立て直す。

　溜息と言いつつ、ちょっと安あん堵どの息も含まれてるんだけどな。

　──彼女が放ったのは魔法だ。

　一緒に日常生活を送っていると、忘れそうになるけど。

　鷹たか宮みや姫乃は魔法使いなのだ。

　彼女の実家──鷹宮家は、超がつく名家として有名だけど、実は代々続く魔法使いの名門という裏の顔を持っている。

　姫乃の両親も、魔法使いだったそうだ。

　だけど……ふたりは五年前に亡くなった。

　魔法使いとしての仕事の最中に。

　それ以来姫乃は、他の家族も、使用人もいない離れに、ひとりきりで暮らしていた。

　それが先月、色々あって、彼女はここに住むことになって。



    

  
    
      



    

  
    
      

　そしてオレはなぜか、その執事バトラーになった。

　まあ、自分からなるって言ったから文句はないんだけどさ。

　まさか魔法攻撃を喰らうのも仕事のうちだとは思わなかったぜ……。

「……ふぅ」

　オレはもう一息吐いてから、洗濯物干しを再開した。

　え？　失敗の二つ目はどうしたって？

　だからさ。

　想像しちゃったんだよ、この白ブラの中身を。

　で、顔が赤くなっちゃったわけ。

　姫ひめ乃のには気付かれなかったみたいだけど。

　まったく一生の不覚だぜ。

　巨乳を愛し、巨乳を求め、巨乳を崇あがめる、巨乳好きのオレが。

　あんなミニマムサイズの、お子様体形なお嬢様のブラの中身を想像して、ドキドキしてしまうなんてさ。



    

  
    
      


１　シツジと寝起きな生徒会長



　ベランダで姫乃の魔法にひどい目に遭わされた翌日。

　朝の六時半。

　今日は五月六日。

　つまり、昨日までゴールデンウィークだったんだが、それよりもだいぶ前からオレたちの学校──市立明あき原はら高校は臨時の休校状態だった。

　ある事件のために、校舎がメチャクチャに破壊し尽くされたからだ。

　その事件がまあ、オレが姫乃の執事になるきっかけでもあったんだけど。

　正直、あのときのことはあんまり思い出したくないな。

　あのとき……姫乃を助け出すために、自分が叫んだ言葉を思い浮かべると、恥ずかしくて死にそうになる。

　ブラをはじめて手に持ったときの恥ずかしさなんか目じゃないぜ！

　あの会話を録音した音源を世間にバラまくぞ、なんて脅されたら、なんでも言うこと聞いちゃうよ。

　だからまあ……そのときのことについて触れるのは勘弁してほしい。

　とにかく色々あって、オレはアイツの執事になったと、そういうわけだ。

　まあ、魔法使いの執事バトラーってのは普通の執事とはちょっと違うんだけど、それは一旦置いとこう。

　とにかくオレは、今日も執事服を来て部屋を出る。

　いや、言いたいことは分かる。

　今日から学校が再開されるんだ。

　だったら生徒であるオレが着るべきは制服ブレザーであって執事服じゃない。

　けど、しょうがないだろ。

　なにしろ、オレのブレザーはいつの間にか処分されていて、代わりにオレのクローゼットには執事服が何着も納入されてたんだから。

　姫ひめ乃のお嬢様曰く、

『あんたは執事なんだから、自覚を失わないよう、常に執事服を着るのよ』

　だそうだ。

　なにその一人コスプレ大会。

　……とにかくオレは、その日最初の執事の仕事をするべく、一階に下りた。



　　　　　●



　まずは姫乃を起こす。

　このお嬢様『目覚まし時計なんて非人道的だ』みたいなことを言って、毎朝オレに起こさせるのだ。

　朝は人に優しく起こしてもらうのが一番だ、とも言ってたけど、そのためにオレが毎朝目覚ましに叩たたき起こされるという事実はスルーらしい。

　まあ、オレはわりと目覚ましでパッと起きられるからいいんだけどさ……。

　なんかこのへん、オレ執事に向いてる感じだよな。べつに嬉うれしくないけどな。

「おーい、姫乃。朝だぞ。今日から学校だ」

「……あふ」

　オレの呼びかけに、寝ぼけた声を返しながら起き上がるお嬢様。

　派手に乱れた金髪の下、眠そうな目をクシクシこする。

「朝飯、すぐできるから。着替えてこいよ」

「……ふぁい」

　この辺のやり取りはもう慣れたもんだ。

　最初こそ、パンツ一枚の姿を目撃してしまうなんてこともあったけど、もうあんなトラブルもない。

「…………」

　……い、いやだなぁ！　そのときの光景を脳裏に思い浮かべたりなんかしてないぜ！

　さあ、朝ごはん作らなきゃ！



　で、キッチンで朝食を作ってると、

「おあよー……」

　眠そうな声とともに、三人の同居人のひとり、ニノがダイニングに現れた。

　鷲わし塚づかニノ。

　彼女は姫ひめ乃のたちの魔法の師匠である。世界でも五本の指に入る能力の持ち主で、賢者ワイズマンと呼ばれるほどの天才だ。

　これで女性なんだから、きっと妖艶な美女だと思うだろ？

　オレも会う前はそう思って期待した。

　けど、その実体は、幼女である。

　確かに魔法に関しては天才で、その実力はオレも何度か目にした。

　口調や考え方も妙に大人びてる。

　ついでに言えば、戸籍上の年齢も二十四歳だ。

　そうじゃなきゃ、うちの高校の養護教諭を務めるなんて無理だろうしな。

　けど、外見年齢は、どう見ても十歳くらい。

　背は姫乃よりもさらに低く、体形もストンとした子供。明るい茶髪をツーサイドアップにまとめ、オーバーオールを着ているのも子供っぽい。

　いつもはその上からサイズの大きすぎる白衣を羽織っているんだけど、今はそれも着ていなかった。

　っていうか、オーバーオールしか着てない。

　いわゆる、裸オーバーオール！

　……って、幼女にそんな恰かつ好こうされても、オレは全然嬉うれしかないけど。

「あーまたお前は、そんな恰好で……」

「いいじゃないか……ワタシはこれから、風呂に入るんだ、から……」

「ここで脱ぐな！　シンクは湯船じゃない！」

　そのオーバーオールすら脱ぎ捨てて、シンクに乗り込もうとした彼女を、オレは慌てて引き止める。

「ジャマするな、少年。ワタシは風呂に入って、実験中に浴びてしまったヤモリの生き血を洗い流したいんだ」

「お前地下で何やってんだ!?」

　なんか顔が汚れてるなと思ったら……うえーっ。

　よく見れば、髪はぼっさぼさだし、目の下にはクマができている。十歳の子供の見た目とあまりに不釣り合いだ。

「いやなに」と、ニノはだいぶマトモになってきた口調で言う。

「新しい魔まじ術ゆつ回かい路ろの仕組みを思いついたのでね。色々と発展できることが分かって、いじっているうちに、三日ほど寝るのを忘れた」

「お前は……」

　オレは呆あきれた声を出す。

　ちなみにニノの部屋は地下にあって、廊下にある扉から行けるようになってる。

　もともとあったわけじゃないぞ。いつの間にか勝手に増設されてたんだ。

　どんな部屋なのか、オレはまだ見ていない。

　怖くて見れない、とも言う。ホムンクルスとかいたらどうしよう……。

「ふむ、目が覚めてきた」

　そう言うニノ。

　確かに、それなりに目がパッチリしてきた。

「シャワーを浴びてくる。そのあと朝食を食べて、睡眠を取るよ」

「おい、学校は。今日から授業始まるんだぞ」

「今日は休む。代理を頼んでおくさ」

　あっさりそう言って、ニノはすたすたと風呂場のほうへ向かっていった。



　　　　　●



　オレの執事としての朝は大体こんな感じだ。

　姫ひめ乃のを起こしたり、寝ぼけたニノの奇行を止めたりしつつ朝食作り。

　できあがるころには、みんなダイニングに集合する。

　──はずなんだけど、今日はひとり足りなかった。

「あれ、朱あか音ねは？」

　制服のブレザーに着替えて部屋から出てきた姫乃が言う。

　シャワーから戻ってきたニノも首をかしげ、

「珍しいな、朱音が寝坊するなんて」

　確かに。

　あの生徒会長様はいつも、朝食までには自分で起きて席に座ってる。

　下手すりゃオレより早く起きて、コーヒーを飲んでたりするくらいだ。

「──昨日も帰ってくるの遅かったしな。ちょっと起こしてくる」

　先に食べててくれ、と言い残してオレは席を立つ。

「ふん、放ほうっておけばいいのに。たまには遅刻すればいいのよ、あの牛女は」

　と、目玉焼きの黄身をつつきながら姫ひめ乃のが毒づく。

　オレは苦笑しつつダイニングを出た。

　姫乃と朱あか音ねは仲が悪いので、今のはデフォルトみたいなもんだ。

　いちいち付き合っていると、話が進まなくなる。

　まあ、仲が悪いといっても、本気で憎み合ってるっていうよりは、喧けん嘩かの多い姉妹って感じだとオレは思ってるんだけどな。

　鷹たか宮みや朱音。

　姫乃のいとこで、明あき原はら高校の名物生徒会長だ。

　絶大な支持を受け、一年生にして生徒会長に就任。教師も一目置くほどの有能ぶりで、二年生になった今年も連続就任しそうな勢いだとか。

　先月入学したばかりのオレは、まだ彼女の有能さを実感してはいないけど、聞こえてくる噂うわさだけでもう凄そう。

　彼女の所属する生徒会は、校舎の改築に伴って発生した雑事の一部を請け負うことになったらしい。

　そんなことを任せる先生たちもすごいが、引き受ける朱音会長はもっとすごい。

　オレならその場で辞任するね。

　そもそも生徒会長になんかなれないだろうけどさ。

　とにかくそんなわけで、彼女は、ゴールデンウィークにもかかわらず、毎日学校へ行って遅くまで働いてたってわけ。

　寝坊したって無理もない。

「おーい、会長？　起きてるか？」

　姫乃の部屋の隣。元は親父おやじの書斎だった部屋のドアをノックして声をかける。

　けど、返事はない。

　オレはゆっくりとドアを開ける。

　さっきの姫乃のときと違い、充分な警戒とともにだ。

　なぜかって？

　いきなり抱きつかれたりするからだよ。

　自意識過剰とか言うな。本当なんだからしょうがない。

　一応弁解しておくと、別に朱音会長がオレにメロメロだとか、そういうことじゃない。

　会長の目当ては、オレが持っている「魔力」なんだ。

　オレは普通の人間に比べて魔力の量がやたらに多いらしい。

　姫乃がオレを執事にしたのも、元はと言えばそれがきっかけだ。

　魔法使いにとっての執事バトラーはただの執事じゃない。

　魔法を使うのに必要な魔力を手に入れるための供給源でもあるのだ。

　そして、姫ひめ乃ののいとこである朱あか音ねも魔法使いなのである。

　あとは分かるだろ？

　朱音会長も、オレを執事にしようとしてるってわけだ。

　魔法使いが人間を執事にするためには、魔法契約テスタメントが必要だ。

　そしてそれには、ふたつの段階がある。

　まず仮契約。

　魔法使いが持っている魔ま法ほう紋もんっていう、まあ魔法陣みたいなものを執事にしたい人間の身体からだのどこかに「転写」する。

　すでにオレの身体には二箇所、これが刻印されている。

　右手のひらには、姫乃がつけた黄色い魔法紋。

　左の二の腕には、朱音の赤い魔法紋。

　どっちも普段は見えないんだけど。

　で、段階のふたつ目が、本契約。

　魔法使いと執事（仮）がお互いの魔法紋を重ねあわせて、契約の言葉を交わす。

　これで、正式に魔法契約が結ばれることになる。

　オレと姫乃は本契約を結んだ。

　朱音とは仮契約までだ。

　で……朱音は本契約を結んでこようと迫ってくる。

　それで抱きついたりしてくるってわけだ。

　色仕掛けってことじゃないぞ──いや、それもあるとは思うけど。

　言っただろ、本契約のときには、お互いの魔法紋を重ね合わせる、って。

　朱音がオレに転写した魔法紋は、オレの二の腕にある。

　そしてそれに対応する魔法紋は、朱音の──胸の谷間にあるのだ。

　だから、つまり朱音は、魔法紋を重ねるために、オレの二の腕をこう、ぎゅむっと、その素晴らしい巨乳で挟み込んでくるってわけ。

　巨乳。

　そう、巨乳だ。

　鷹たか宮みや朱音は、姫乃と同じ血のもとに生まれたとは思えないほど、グラマラスなプロポーションなのだ。

　どのくらいすごいのかと言うと……。

「おい会ちょ──ごくり……」

　こんなふうに、思わず呼びかけの途中で息を呑むくらい。

　朱音会長は、オレを待ちぶせてたりはしなかった。

　朱あか音ねの部屋。

　姫ひめ乃のに比べてオフィスっぽい雰囲気の漂うその部屋の、ベッド。

　そこで、彼女は静かに寝息を立てていた。

　真っ白いシーツの上に広がる、獅し子しのたてがみを思わせる見事なレッドヘア。

　プリっとした唇やスッと通った鼻筋、ツンと伸びるまつげは日本人離れしている。

　まるで海外の女優だ。ハリウッド映画のワンシーンに迷い込んだ気分。

　顔だけじゃないぜ。

　薄いピンクのネグリジェと、黒の下着に包まれた身体からだも素晴らしい。

　どっかの怪盗三世みたいに、パンツまでキャスト・オフして飛び込みたくなるレベル。

　張りのあるおしり。ムチッとしてるのに無駄の感じられない太もも。

　なだらかなお腹なかに、形のいいおへそ。

　そして聳そびえるふたつの巨乳！　巨乳！

　大事なことだから二回言ったんじゃないよ！

　ふたつあるから二回言ったんだよ！

　左右ひとつずつ描写しないと乳ちち神がみ様に失礼でしょう!?

　そう、まさに神様だ。

　思わず床に額ぬかずいて伏し拝みそうになる。

　それほどに見事なおっぱい！　おっぱい！　なのだ。

　で、すでに言ったとおりオレは巨乳が好きだ。大好きだ。

　どんな巨乳が好きか延々語れるほどにな。

　中学のときにやったら男子にすらひかれたからやらないけどな……。

　そんなわけだから、朱音会長の本契約の迫り方は嬉うれしいかぎり──じゃなくて、危険極まりないのだ。

　別にいいじゃん、って思うかもしれない。

　巨乳好きなら、巨乳な生徒会長の執事になっちゃえよ、ってな。

　けど問題は、彼女の父親だ。

　鷹たか宮みや家の当主、鷹宮清せい十じゆう郎ろう。

　彼は、当主の座を手に入れるために、姪めいの姫乃を分家扱いにして離れに追いやったり、娘の朱音に無理やりオレを襲わせるような人物だ。

　朱音は、そんな彼の命令でオレを執事にしようとしてる。

　つまり、彼女と契約するっていうのは、必ずしも、巨乳パラダイスへようこそ！　ってなるわけじゃなくて。

　その、目的のためには手段を選ばないような人物に、魔力の供給源として利用されるってことなんだ。

　警戒するのも当然だろ？

　……まあしかし、今は朱あか音ねに迫られる心配はなさそうだ。

　会長はぐっすりとお眠りになっている。

　そういや朱音会長の寝顔を見るのは初めてかもしれない。

　この前の事件のときのあれは、寝てるっつーか、気絶だったし。

　少なくとも、こんな穏やかな感じじゃなかった。

　穏やかというか、優雅というか。

　まるで女王様の寝姿って感じだ。

　起こすのがもったいない、ずっと眺めていたい……なんて思ってしまう。

「…………」

　いや、呼吸に合わせて上下するお胸様を目で追ったりなんかしてませんよ？

　いつまでもこうしていてはキリがない。

　オレは朱音を起こすべくベッドに歩み寄って声をかける。

「会長、起きないと遅こっくうわぁっ！」

　いきなり足元が滑った。

　どうやら、床まで垂れていた掛け布団を踏んでしまったらしい。

　そしてそのタイミングで、狙ったように朱音が寝返りをうったのだ。

　おかげで布団が持ち上がり、オレの足はバランスを崩した。

　なんか前にもこんなことがあったぞ！

　そしてその結果は前と同じだった。

　オレはベッドのほうに倒れ込み。

　反射的に伸ばした両手が、むにゅりと朱音会長の両胸をつかんでしまう。

　なんでこうなるんでしょう。オレの手と朱音会長の胸は前世の恋人かなんかなの？

　しかも、

「……──あら、シツジくん」

　いつの間にか、パッチリと目を開けてこちらを見ている朱音会長。

「ふふ、もう、朝から大胆なのね」

「う、ち、違っ！　これは事故っ！」

　慌てて手を引きはがすオレ。

　続けて身体からだを起こそうとするが、足元の布団が滑ってうまく起き上がれない。

　さらにバランスを崩して、ベッドの上に跳び乗るような恰かつ好こうになってしまう。

　つまり、朱音に覆おおいかぶさるような恰好に。

「……や、あの、これは、なんというか……ごめんなさい」

「ふふふ、謝らなくていいのに」

　艶然と微笑ほほえむ朱あか音ね。

　腕がオレの首に回される。

　引き寄せられるオレの身体からだ。

　理性が！　オレの理性が消えてしまいそうです！

　が……危ういところでオレの理性はちゃんと仕事をしてくれた。

　おかしい。

　前に、同じようにオレがすっ転んで会長の胸を触ってしまったとき、この人は──意外なことに──恥ずかしげな声を上げて、顔を真っ赤にしてた。

　朱音会長は、自分から迫るときはいくらでもエロティックになるけど、不意打ちだと途端に照れ照れになってしまうのだ。

　そんなギャップがまた、たまらなく魅力的ですよね！

　で、まあとにかく。

　だから、今のこの会長の余裕な態度はおかしいわけで。

「──会長」

「ふふ、なあに？」

「今の……オレをわざと転ばしたな」

「あらあら、バレてしまったわね」

　やっぱりか。

　最近、生徒会の仕事が忙しいのか、あんまり本契約の勧誘をしてこないから、ちょっと油断してた。

　気づけば、朱音会長はさりげなく、オレの二の腕を自分の胸の谷間に導いてる。

　あと少しで、魔ま法ほう紋もんが重なり合いそう。

「──いいじゃない、どっちでも」

「う……」

　潤んだように揺れる瞳が、ふたたびオレの理性を奪いにかかる。

　プチリ、と彼女はブラのフロントホックを外した。

　拘束を解除された二つのお胸様は、たゆん、と音が聞こえそうなほどに大きく揺れた。

　ややややヤバい！　かろうじて引っかかってるブラで、なんとか肝心な部分は隠されてるけど、それだっていつ落ちるか分からない危うい状態だ。

　しかも会長は、ギュッと胸を寄せて、肌色の至宝でオレの腕を挟み込む。

　何この柔らかさ！　溶けてしまいそう！

　確かに朱音の言うとおりだ。

　どっちでもいい。こんな気持ちいいなら、わざとでも、偶然でも……。

「ね……いいでしょう、シツジくん。契約、しましょう？」

　契約……それもいいかもしれない。

　だってこんなに見事な巨乳なんだぜ？

　今がすごい素敵に幸せな気分なんだ。ちょっと危ない人物に利用されるくらい構わないんじゃないか？

　ひょっとしたら、朱あか音ねのお父様、会ってみたら意外と良い人かもしれないじゃん。

「……うん」

　気づけば、オレは思わず首を縦にふっていた。

　後から考えれば、正気を失ってたとしか思えない。

　けど、このときは、もうホント、脳みそが麻ま痺ひしてた。

　それくらい最高なんだよ！　この感触は！

「………………？」

　けど、そんな脳みそハーレムヒート状態は、意外と早く鎮まってしまった。

　朱音がいつまでも行動を起こさないのだ。

　あとちょっと動けば、ピタリとくっつく二人の魔ま法ほう紋もん。

　それを、合わせようとしない。

「会長？」

「…………」



    

  
    
      



    

  
    
      

「契約、するんじゃないのか？」

　思わず自分からそんなことを訊きいてしまう。

　だって、なんかとても不安そうな顔をしてたのだ。

　なんだろう。今さら、オレにこんなにサービスしちゃったことを後悔してんのか？

「え、ええ。そうね……」

　けど、そんな不可解な表情もすぐに消えて。

　朱あか音ねはまた、魅惑的な笑みを浮かべ、

「契約、しましょ──」



「この牛女ぁああ！」



　すごい大声と、ドアの開く派手な音がそれを遮った。

　声の主は、もちろん姫ひめ乃のだ。

　オレがいつまでたっても戻ってこないのを不審に思って見にきたんだろう。

　見れば、ゆるふわウェーブの金髪を猫の毛みたいに逆立てて怒るお嬢様の姿があった。

　オレは慌ててベッドから起き上がる。

　朱音も身を起こしながら、

「ちぇ、ざんねん」

　わざとらしく呟つぶやきながら、ブラのホックを留とめる。オレも残念だ……。

　姫乃は朱音をギンッと睨にらみつけ、

「あんたは朝っぱらから何やってんの？　起きてる間は常に発情してるの？」

「わたしじゃないわ。寝ているわたしの姿を見て、シツジくんが我慢できなくなったの。姫乃と違って寝姿も魅力的なのかしら？」

　げ。オレに矛先が向いたぞ。

　姫乃は、ジトッとオレを睨んでくる。

　オレは左右に激しく首を振る。いや……我慢できなくなったのは間違ってないけど、それはなんか違う！

　姫乃は短く溜ため息いきを吐くと、朱音の方に向き直った。

　なんか「お前はあとでシメてやる」みたいな空気を感じたんだけど、気のせいだよね？

「はんっ。そんな破廉恥な格好してれば、欲情させるのは簡単でしょうね」

「そうねぇ。あなたなら、これを着てもお子様体形を晒さらすことになるだけだろうけど」

「そっ……そんなことないわよ！」

　……始まったぞ、姉妹しまい喧げん嘩かが。

　これはマズい。

　ただの喧けん嘩かなら、べつに構わない。勝手にしてくれって感じだ。

　でもこのふたりの場合は──。

「──そんなに裸が好きなら、そのぺらぺらの布切れも吹き飛ばしてあげる！」と姫ひめ乃の。

「その制服、ずいぶん小さいからオーダーメイドでしょう？　燃やしちゃったら代わりがなくて可哀かわい想そうだけれど──仕方ないわね」と朱あか音ね。

「あーもう！　ふたりともやめろって！」

　オレは慌てて姫乃と朱音の間に割って入る。

　冗談じゃないぞ。

　ふたりとも右手を前に突き出して、魔法を放つ気満々だ。

　姫乃は水と風の魔法。

　朱音は炎の魔法。

　どちらも、攻撃系の魔法を扱うスペシャリスト──退魔師プリーストと呼ばれる魔法使いなのだ。

　そんなふたりにこんなところでバトられてみろ。

　家が崩壊するだけじゃ済まないぞ。

　しかもこのふたり、姉妹喧嘩みたいな言い合いの延長で、わりと簡単に魔法バトルを始めようとするから困る。

　それを未然に防ぐのも、執事であるオレの業務の一つなのだ。

　……執事じゃないよね、どう考えても。

「ほら、落ち着け姫乃。会長も。早く着替えて朝メシ食わないと」

　そうやって、なんとかふたりを宥なだめると、オレはダイニングに戻った。

　ダイニングでは、ニノがテーブルに突っ伏して眠りこけていた。こいつ、現れないと思ったら……。

　仕方がないので、リビングのソファに運んで毛布をかけてやった。

　もうこれ執事じゃなくてお父さんじゃねえの……？



　しかし……。

　姫乃の乱入でウヤムヤになっちゃったけど。

　さっきの朱音の妙な態度はなんだったんだろう？

　ちょっと気になったけど、朝の忙しさに追われて、深く考えたりはしなかった。

　もしこの時もっと気にしてたら、このあと起こった騒ぎの結末は、違ったものになってたかもしれないな。



    

  
    
      


２　シツジと水着な生徒会長



　さっきの騒ぎで一日終わったような気分になるけど、まだ始まってもいないんだよな。

　そんなわけで、オレと姫ひめ乃の、朱あか音ねは学校に向かう。

　相変わらず周りの生徒からの注目が凄すごい。

　べつにオレが執事服を着てるからじゃない。

　もしかしたら、それも多少はあるかもしれないけど。

　でも、それよりも姫乃と朱音だ。

　なにしろ名家中の名家、鷹たか宮みや家のお嬢様である。

　でもって、一方は校内で知らぬ者なしの名物生徒会長。

　しかもどちらも、人目をひくために生まれたってくらいに目立つ容姿だ。

　そんなふたりが一緒に歩いているのだ。注目されないはずがない。

　……うん、やっぱオレの服装なんか関係ないっぽいね。

　しかし、ふたりのお嬢様は平然としている。

　いくら視線を浴びようが、小声でうわさ話をされようが、どこ吹く風って感じで歩いていく。

　注目され慣れてる、っていうか。

　やっぱ凄いな。

　朱音なんて、手で口を隠してあくびなんかしちゃってるし。

　──って、あくび？

「珍しいな、会長。寝不足なのか？」

「ええ。ここのところちょっと忙しくて」

　オレの問いに、朱音はそんなことを言う。

「それってやっぱりあれか。校舎の改築で、色々雑用ができたっていう」

「そう。特に、部室の再配置を任されてしまって……ふぁ」

　と、また小さいあくびをする朱音。そんな仕草もどことなく上品だ。

　部活動の部費獲得と条件の良い部室確保は、よく争いの種になるイメージだ。

　生徒の事情に通じている生徒会がそれをやれば、問題も起こりにくいんだろう。

　まあ、最終的には教師サイドのチェックが必要なんだろうけど、それでも作業を任されるんだからすごい。

　朱音は苦笑する。

「どの部活も、ここぞとばかりに自分たちの待遇を良くしようと必死に主張してくるからけっこう揉もめたわ。昨日ようやく全部の配置が決まったの。今日も、その関係の申請書とか何とか、山ほど事務処理があるのだけど」

「大変なんだな」

　オレは人ごとのように言う。

　実際、オレがどうこうできる問題じゃないだろ。

　オレができることと言えば、そうして疲労した朱あか音ね会長の肩もみくらいじゃないかね。まだ頼まれたことはないけど、いつでも揉もみますぜ。

　……どさくさに紛れて胸を揉もうなんて思ってませんよ！

「そうだっ」

　オレがくだらないことを考えてると、朱音は何やら思いついたらしく声を上げた。

「シツジくん、今日一日でいいから手伝ってくれないかしら、生徒会の仕事」

「へ？」

「難しいことはないわ。書類の仕分けとか、コピーとか。簡単な作業でいいの」

「まあ……そんなことでいいなら、構わないけど」

　とオレは軽く応じるが、

「何言ってるのよ、バカ牛」

　横から姫ひめ乃のが口を挟んでくる。

　ちなみに、やけに小声なのは、周りに聞かれないためだ。

　姫乃は学校では、なんていうか、お淑しとやかなお嬢様を演じているのだ。

　あれはビックリするぜ。人格が入れ替わったのかと思うくらいだ。

「なんでシツジが生徒会の仕事をしなきゃいけないのよ。こいつは私の執事なのよ」

「あら、わたしの執事でもあるのよ」

「あんたの場合は仮でしょうが、仮っ」

　どうでもいいけど、二人して「わたしのしつじ」って連呼しないでほしい。

　オレの名前のほうじゃないって分かってても、ちょっとドキドキしちゃうだろ。

「でもね、姫乃。あなたにとっても悪い話じゃないのよ？」

　と、朱音の思わせぶりな言葉。

「どういう意味よ？」

「シツジくんに手伝ってもらえば、わたしの寝不足は解消されるわ。そうすれば、今朝みたいにわたしが寝坊して、シツジくんがそれを起こしにくることもなくなるというわけ。あなたにはそのほうがいいのではないかしら？」

　……なんだろう、このわざとらしい理屈。

　朱音としては、寝坊してオレが部屋に来たほうが都合がいいんじゃないか？

　さっきみたいに、オレに本契約を結ばせようとしたりできるんだから。

　なんでわざわざその機会をなくそうとするんだ？

　しかし姫ひめ乃のは、

「……そうね。バカ牛が色仕掛けで人の執事をかっさらおうとする機会は、少ないに越したことはないわね」

　そんなことを言って、頷うなずいた。

　おいおい、いくらなんでも簡単に騙だまされすぎじゃないか？

　と思ったけど、オレはあえてツッコもうとはしなかった。

　わざわざ喧けん嘩かの種を自分からまくこともないだろ。

　べ、べつに、朱あか音ね会長の手伝いをしたかったとか、そんなことはないよ？



　　　　　●



　ちなみに、学校にいる間、オレが執事としてやらなきゃいけないことはそんなにない。

　姫乃が同じ一年四組なので、シャーペンの芯がなくなったと言われて売店に走ったりとか、喉が渇いたと言われて自販機に走ったりとか、そんなところだ。おい、これってパシリ……。

　これなら別に執事服なんか着てなくていいんじゃないかと思うんだけど、姫乃曰く、

『執事の自覚を常に持っておくためよ』

　とのこと。

　確かに常に自覚させられますよ。

　いまだに廊下を歩けば二度見されるし、教室じゃ「おいセバスチャン、紅茶入れてくれよ」とか言われるし。お前ら、順応しすぎだろ。工く藤どうと喜き国ぐにとか、最初は他人のふりしてたくせに……。

　ところで朱音会長は、今日は一度も教室に来なかった。

　休校前は、オレの勧誘をしに現れてたんだけど。

　休み時間も、生徒会の仕事が忙しいんだろう。





　ってわけで放課後。

「じゃあ、ちょっと行ってくる」

「ええ。私は先に帰ってるわ」

　オレは姫乃とそんな言葉を交わして別れた。

　……なんか妙にアッサリしてるな。

　いや、べつに寂しいとかじゃなくて。

　姫乃のことだから「色仕掛けで契約させられるんじゃないわよ、このエロシツジ」とか釘くぎを刺してくると思ったんだけど。

　朝もずいぶんアッサリ納得してたし。

　……まあ、喧けん嘩かされるよりはいいか。

　ちょっと気になったけど、オレは生徒会室に向かうことにする。

　改築された校舎はものすごく綺き麗れいになっていた。

　前のは結構ボロかったしなぁ。

　そう考えると、改築することになって、生徒にとっては良かったのかもしれない。

　まあ、お陰で朱あか音ね会長は余計な仕事が増えてしまったわけだけど。

　そういや、ニノはまた新しい保健室に住むんだろうか。……仙せん堂どう家に定住しそうだな。地下の研究室が気に入ったみたいだし。

　……危険な実験で爆発騒ぎとか、起こさなきゃいいけど。

　そんなことを考えつつ生徒会室に到着。

「失礼します」

　ノックしつつ入室する。

　教室の半分くらいの、縦長の部屋。

　ただし、ロッカーや机、それ以外にも色々ものがあって、狭く感じる。

　そしてその一番奥に「生徒会長」のプレートが置かれた机。

　そこに朱音会長がいた。

　ノートパソコンに向かい、何やら打ち込んでいる姿はいつになく真剣な表情だ。

　まるで超優秀なキャリアウーマン、デキる女上司って雰囲気。

「いらっしゃい、シツジくん。待っていたわ」

　入ってきたオレに気づくと、朱音会長は笑みを浮かべて席を立った。

「わざわざありがとう」

「いや……今は、会長ひとりなのか？」

「ええ。みんなそれぞれの仕事で出払っているわ」

「そうか。ホントに忙しいんだな」

「シツジくんとふたりきりになりたくて、仕事を割り振ったのよ」

「……うっ」

　いつの間にかすぐ目の前に立っていた朱音会長が、身体からだをかがめてこちらを覗のぞきこむように見てくる。

　胸元のボタンを開けたブラウスの隙すき間まから肌色の柔らかそうなお肉が！

　オレは慌てて視線を逸そらす。

　いかんいかん、乗せられるな。

「そ、それで？　オレに頼みたい仕事って？」

「ええ。こっちよ」

　と朱あか音ねは何事もなかったかのように、オレを机のひとつに案内する。

　ホントこの人は呼吸をするようにセクシーなポーズを取るから目の保養──じゃない、困る。

　で、オレが座った席には、大量の書類とファイルが積まれていた。

　朱音がその処理を指示してくる。

「まずはこれを日付ごとに分けてほしいの──こっちは必要なものをコピー──これはデータを打ち込んで──」

　色々言われたが、どれも簡単な作業だった。これならオレでもできる。

「──こんなところよ。大丈夫かしら？」

「ああ。分からなくなったら訊きくよ」

　そう言って頷うなずき、オレは作業を始めた。





　で、こうして黙々と作業をしていると、よく分かった。

　密室で二人きりでいても、特にエロイベントとか起こらないじゃないか！

　ギャルゲのあのシーンとかラブコメラノベのあの展開とか、嘘うそばっかりだ！

　あーもうがっかりだわー。

　──それに比べると重要度は落ちるけど、もうひとつ分かったこと。

　生徒会長、鷹たか宮みや朱音。

　彼女がものすごく優秀だってこと。

　密室で二人きりって言ったけど、実はさっきから生徒会役員が何度も出入りしてる。

　色々なことを朱音会長に訊いたり、指示を仰いだりしている。

　会長はそれに、即座に適切な判断を下していくのだ。

　まるで迷うような素振りがない。

　まさに即断即決。「有能な指導者」の見本を見せられている気分だった。

　しかも、朱音以外の役員はみんな三年生──つまり先輩なのだ。

　なのに嫌な顔もしないで朱音の指示に従ってた。

　よっぽど信頼されてるんだろうな。





　そして一時間後。

「はいよ。これで最後」

　とオレは、まとめ終えたファイルを朱音の机に持っていった。

　朱あか音ねはモニタから顔を上げると、うーん、と伸びをしてからそれを受け取る。

「どうもありがとう。とても助かったわ」

「いやいや、これくらいならお安いご用だ」

　オレは誇張でもなくそう言う。

　実際、ちょうどいい仕事量だった。無理して急ぐことも、単調で退屈して集中力が途切れることもなかった。もちろん途中で伸びをしたり、トイレに行ったりはしたけどさ。

　オレって生徒会役員に向いてるんじゃね？

　……っていうことでは多分なくて。

「会長──ひょっとして」

「ん？　なぁに？」

「オレにちょうどいい仕事量を計算して与えてくれた？」

「あらあら、もっと山ほど押し付ければよかったかしら？」

　なんて朱音はおどけるけど、その答えはイエスみたいなもんだ。

　やっぱりか。

　普段の、オレの執事としての仕事ぶりをちゃんと観察してて、オレがどの程度なら無理なく働けるか、考えてくれたのだ。

　そうやって適切に業務を割り振ってくれるなら、他の生徒会役員もさぞ仕事がやりやすいだろう。先輩がみんな彼女の言うことをきくわけだ。

　そして、朱音会長自身も、他のメンバー以上に働いていた。

　だってこの人、この一時間、一度もモニタから目を離さないで、すごい速度でキーボードを叩たたき続けてたんだぜ。処理速度と集中力がすごすぎる。

「……意外だな」

「何がかしら」

　思わず漏らしたつぶやきに、朱音は律儀に訊きいてくる。

　オレは苦笑しつつ、

「いや……てっきり、あんたは他の役員に仕事を押し付けて、自分は楽してるとか思ってた。まさかこんなに真面目に生徒会長やってるなんてな」

「あらあら、失礼ね」

「すまん……」

　いや、オレもね？　初めて朱音会長のことを知ったときは凄すごい人なんだと思ったよ。

　けど、オレや姫ひめ乃のに対する態度を見てると……ねえ。

　なんとなく、色気や口車で周りの人間をこき使ってる女王様みたいなイメージが出来上がってしまってた。

「それでは人はついてきてくれないもの」

　と朱あか音ね会長は言う。

「組織の運営に必要なのは、自分も含めてメンバーの能力を客観的に把握して、誰が何をやるべきか迷いなく判断することよ。そう教えられてきたわ」

　そんなことを、言ってのける。

　すごいな。さすがは名家・鷹たか宮みや家のお嬢様だ。

「高校生とは思えないな」

　オレは感心しつつ、そう口にした。

「……そうね」

　が、それに対する朱音のその答えは。

　どこか困惑したような響きがあって。

「……？」

　オレは朱音の方を見た。

　しかし彼女は、いつもどおりの表情だった。

　……気のせいだったのかな？

「さてと、」

　と彼女が立ち上がったタイミングで。

　ケータイの着信音が響いた。

　オレのとは違う。

　見れば、朱音がスカートのポケットからケータイを取り出していた。

　画面を見てから、彼女が言ってくる。

「ごめんなさい。ちょっと待っていてもらえるかしら」

「あ、ああ……」

　頷うなずくオレの横を通り過ぎて、朱音は小走りに廊下へ出ていった。

　……誰からだったんだろ。

　べつに、プライバシーに干渉するつもりはないんだけど、ちょっと気になった。

　何しろ、今の朱音会長、妙に不安そうな表情だったのだ。

　まるで今朝みたいに。

「…………」

　オレは、ドアのところに行って聞き耳を立てたい衝動にかられる。いや、さすがにそれはやり過ぎだ。いやいや、でも……。

　なんて迷ってると、



『しかし……お父様……っ』



　そんな声が聞こえてきた。

　聞き耳を立てるまでもない、けっこう大きい声だ。

　どうやら、通話の相手は父親──鷹たか宮みや清せい十じゆう郎ろうらしい。

　何か揉もめているんだろうか。そのあとも、あまり朱あか音ねらしくない焦ったような声が聞こえたけど、なんて言ってるのかは分からなかった。

　それにしても……父親からの電話にあんな顔をしなきゃいけないなんて、ちょっと悲しいな。

　いや、オレだって「いやっほう親父おやじから電話だ嬉うれしいなっ！」みたいなテンションにはならないけどさ。正直、面倒くせえ……って思うタイミングのときもあるくらいだ。

　でも、それにしたってなぁ……。

　なんて思ってると、朱音が戻ってきた。

　ドアを開けて生徒会室に入ってきた彼女は、やはりどこか浮かない表情に見えた。

　オレは、朱音の声が聞こえてなかったことをアピールするみたいに、

「……お、おかえり。なんだったんだ？」

「あ──ごめんなさい。待たせてしまったわね。副会長から、ちょっと確認したいことがあったみたいで」

　話しかけられて初めて、オレがここにいたことを思い出したみたいに、朱音は笑みを浮かべた。

　そしてさりげなく、嘘うそだった。

　なんだなんだ？　そんなに深刻な話だったのか。

　けど、今さら「父親からの電話だったんだろう？」なんて訊きけるわけもない。

　あんまり人んちの事情に口を挟むのもアレだし。

　オレは話を切り替えるように、

「──で、なんかさっき言いかけてなかったか？」

「ええ、そうそう。大事なことよ」

　朱音は頷うなずいて、

「最後にもう一つ、やってほしい仕事があるの。ついてきてちょうだい」

　そう言う彼女はもう、いつも通りの、色っぽい生徒会長様だった。
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　で、言われるままに連れてこられたのは、プールである。

　ここは、この間の事件の被害を受けなかったらしく、以前のままみたいだ。

　改築された校舎と比べると、やけに古びて見えてしまうプールサイドに佇たたずんで、オレは朱あか音ね会長が戻ってくるのを待つ。

　彼女は、ここに着くなり「準備をしてくるわ」と言ってどこかへ行ってしまったのだ。

　なんだろう。掃除でもやらされるのかな。

　しかし見たところ、プールは綺き麗れいだ。

　ただ──真っ黒い変なものがふわふわと漂ってるだけ。

　それは、マリモを黒く染めたもの……に見える。

　そんなものが無数に空中を飛んでいるのだ。

　もちろんそれはマリモみたいな可愛かわいいもんじゃない。

　魔物イヴル。

　それはそう呼ばれてる。

　空気中に満ちている魔力。

　それが人の負の意思なんかに反応して淀よどむと魔物になる、のだそうだ。

　普通の人間には見えないんだけど、訓練した魔法使いや、オレみたいに魔力が多いヤツには見える。

　そう、オレには見えてるのだ。

　道端でも、学校でも、このくらいの小さい魔物はいくらでも見かける。

　ただ、生まれてからずっと目にし続けてるから、いちいち気にしたりしないだけ。

「しかし……こりゃ、ちょっと多いよな……？」

　まるで、このプールで魔物を培養してるんじゃないかと疑いたくなるレベル。

　この前の校舎崩壊事件で、学校の魔物は一掃されたんじゃなかったのか？

　と、オレが首をかしげてると、

「おまたせ、シツジくん」

　朱音会長が戻ってきた。

「おう。なあ、会長、この魔物って──」

　ふぉおおおおお！！！！

　顔を上げて、朱音の恰かつ好こうを見た途端、オレの頭から魔物なんて単語は消え去った。

　んなもんどうでもいいわ！

　それより大切なものが世界にはたくさんあるんだよ！

　水着とか！　水着とか！　水着とかな！

　考えてみれば当然だ。

　プールとくれば、水着。

　そんな流れにならないほうがおかしい。

　そう、朱音会長は水着に着替えていた。

　学校指定のものだろう。

　胸のところに「ＡＫＩＨＡＲＡ」ってロゴが入ってる競泳水着だ。

　なんだ競泳か……ってガッカリすることはないぞ！

　それは、朱あか音ね会長に似合い過ぎるほど似合ってた。

　身体からだの凹凸を抑えるためのピッチリとしたデザインが、かえって会長の見事なボディラインを強調しちゃってる。

　細い腰はより細く、突き出た胸は水着でも抑えきれないボリュームだ。

　わがままな暴れん坊おっぱいが押し込まれた水着の胸部は、学校名のアルファベットロゴを大きく歪ゆがめて、今にもはちきれそう。

　たまらない破壊力。

　いやー、すごいわ競泳水着。

「ふふ、どう、似合うかしら？」

「うん、とても、すごく……」

　オレには、バカみたいに頷うなずくことしかできない。

　朱音会長はオレの方に歩み寄ってきながら、胸のあたりを押さえて、

「でも……これ、去年買ったものなのだけれど、ちょっときつくなっているのよね。夏までに、新しいものを買わないと」

　マジで!?　そんなに大きいのに現在進行形で成長中なんですかそれ!?

　会長が押さえるのに合わせて両胸がふにょんって潰れる。

　その様子がまたたまらない！

　……と。

　そこでオレは唐突にピンときた。

「──なあ、会長」

「なぁに？」

「ひょっとして、オレをこうしてプールに連れてくるために、生徒会の仕事を手伝わせたのか？」

「あら……」

　オレの問いに、朱音は意外そうに目を丸くする。

　しかし否定はしてこない。

　どうやら正解だったみたいだ。

　おかしいと思ったよ。わざわざ、姫ひめ乃のにとって利益になる理由までくっつけて、オレに生徒会業務を手伝わせるなんてさ。

　こうしてオレをここに連れてくるって目的があったなら、それも分かる。

「──で、何をするつもりなんだ？」

　オレは警戒しつつ問う。

　まあ、この人には、オレと本契約を結ぶ以外の用なんてないんだろうけど。

　と思ったら、

「魔物イヴル退治よ」

　と、朱あか音ね会長はプールを指さして言った。

　真っ黒いマリモが群がっているプールをだ。

「この間の騒ぎのときに、校舎の魔物は一掃されたのだけど、ここの魔物は残っていたのよ」

「でも、このマリモみたいなヤツは、害ないんだろ？」

「よく見てちょうだい」

「？」

　言われて、オレはプールを見る。

「……！」

　そして今さら気がついた。

　真っ黒いマリモが群がってて見えにくかったけど、プールの底で真っ黒な手が無数に蠢うごめいている。

　これは、マリモよりちょっと成長した魔物だ。

　ここまで来ると、周りの人間の気分を沈み込ませる、なんて被害を及ぼすようになるらしい。場合によっては、物理的に触れてきたりもする。

「──なんでこんなにいるんだ？　何か曰くがあるのか、このプール？」

　溺れ死んだ人の恨みが魔物を生んだとか？

「プールなんて、やり場のない欲望の宝庫でしょう？　中には負の感情が発生するようなものもあるわ」

「な、なるほど……」

　うん、今まさにオレの中で、やり場のない欲望が急成長してるもんね。

　朱音会長がプール際に移動したため、オレは彼女の後ろ姿を見ることになる。

　競泳水着の鋭角なラインで半分だけ隠されたおしりが、たまらなく魅惑的。

　オレの内なる魔物がむくむく大きくなってってるよ！　抑えるのが大変！

　朱音は、そんなオレの密ひそかな闘いなんて知らずに言う。

「ちょっと数が多いから、わたしだけだと不安だったのよ。それでシツジくんの力を借りようと思ったの」

　魔物退治。

　それが、姫ひめ乃のや朱音みたいな退魔師プリーストと呼ばれる魔法使いの役目なのだ。

　彼女たちは、その目的のために特化した攻撃魔法を得意とする。

　ちなみにニノは錬金術師アルケミスト。バトルはほとんどできないそうだ。本人は「研究職」って言ってた。

　で、朱あか音ねは「シツジくんの力を借りる」なんて言ってるが、もちろんオレは退魔師プリーストじゃない。魔法使いですらない。

　オレが貸すのは文字通り「力」──魔力だけだ。



「そんなことだろうと思ったわ」



　と、オレが朱音に連れてこられた理由に納得していると、声がした。

「ホントに油断も隙すきもないわね、牛女！」

　そんな言葉とともに、プールサイドに現れたのは、姫ひめ乃のだった。

　って、なんでここにいるんだ、お前？

　そんな疑問を口にしようとしたオレだが、姫乃の姿を見て固まってしまった。

　彼女も水着だった。

　って言っても、朱音と同じ競泳水着じゃないし、かといって市販のグッドデザインな水着でもない。

　スクール水着だった。

　しかも妙にレトロなデザイン──旧スクってやつだ。

　胸のところにでっかく「鷹たか宮みや」って書かれたゼッケンまでついてる。

　ひょっとして小学生か中学生のときのやつを持ちだしてきたんじゃなかろうか。

　で、それがまた妙に似合ってる。

　いや、セクシーに見えるとかって意味じゃないぞ。

　姫乃の体形に、サイズも雰囲気も、違和感なくはまってるのだ。

　つまり姫乃はそれだけ……ごにょごにょ……。

　……ハッキリとは言わないでおこう。擬音で言うなら「ちょこーん」って感じ。それで伝わるよね？

「ちょっと残念シツジ。なによその残念そうな表情は」

「い、いやっ。なんでもないぜ！」

　危ない危ない。顔に出てたらしい。

　っていうか残念シツジってなんだよ。残念なのはオレじゃなくてお前の体形……また顔に出たら困るから余計なことは考えないでおこう。

　姫乃は「むうぅ……」って感じで、不満ぎみにオレを睨にらんでいたが、やがて朱音に視線を移して、

「見張ってて正解だったわ。夏でもないのに水着なんか着て、露出癖が悪化してるんじゃないの、この赤牛は」

「あら、あなただって着ているじゃない。とっても似合っているわよ、その水着。小学校のときのがまだ着られるなんて羨ましいわ」

「これは中学のよ！　あんたがプールに向かったから、家に戻って取ってきたのよ。シツジを誘惑して本契約テスタメント結ぶ前に間に合って良かったわ」

　なんでわざわざ水着に着替える必要があるんだよ……。

　どうもこのお嬢様は、朱あか音ねと張り合うときは同じ服装をしなきゃいけないって思い込んでるよな。不利になるだけなのに。

　っていうか……。

「見張ってたってどういうことだよ。お前、帰るって言ってただろ」

「ふふん」と姫ひめ乃のは得意げに鼻を鳴らし、

「言ったでしょう。騙しフエイクは魔法使いの戦術の基本よ」

　こいつは……。

　つまりアレか。朱音の口車に乗せられてたのも、さっきオレにうるさいこと言ってこなかったのも、何かあったらこうして出てくるつもりだったからか。

　どんだけ対抗意識燃やしてるんだよ。

　とツッコむ暇もなく、姫乃は朱音に突っかかっていく。

「とにかく！　シツジの主は私なのよ！　魔物イヴル退治なら私がやるわ」

「いえいえ、いいのよ。これは生徒会の業務なのだから」

「ふん、あんたの魂胆は分かってるのよ」

　姫乃はスタスタとプールサイドの縁まで歩いて行く。

　……おい、そんなに端に立つと、プールに落ちるぞ。

「魔物退治をしてる最中にわざとピンチに陥って、シツジを慌てさせて本契約を結ぼうってつもりでしょう？　まったく牛みたいにずる賢いんだから」

　ずる賢い牛ってどんなだよ。

　大体そんな冗談みたいなこと朱音が考えるわけ──

「…………まさか姫乃に見抜かれるなんて」

　──マジかよ！

　オレは朱音を見る。

　あ、なんかホントに悔しそう……。

　考えてみれば、思いつきは冗談みたいでも、演技力さえ伴えば有効な手かもしれない。

　そしてこの人なら、それくらいの演技はやりそうだ。

　案外、本気だったのかも。

　姫乃は「それみろ」と言わんばかりの得意げな表情で、

「あんたの考えそうなことなんてお見通しなのよ──っひゃあ!?」

　最後まで言い切ることなく。

　落ちた。

　足を滑らせて、プールへと。

「姫ひめ乃の！」

　オレは慌てて縁に駆け寄る。

　プールの中は魔物イヴルでいっぱいなのだ。

　お前がピンチに陥ってどうする！

　覗のぞきこむと、姫乃は、溺れた人みたいに腕や脚を振ってもがいてる。

　しかし真っ黒い手みたいな魔物が絡み付いて、うまく身動きが取れないみたいだ。

　……っていうか。

「ひゃっ……この──離れろっ」

　なんか、プールにいる魔物の手つきが、ワサワサというか、モゾモゾというか、どことなくイヤらしい。

　やり場のない欲望が生みだした魔物だけのことはあるな……。

「はにゃ、はなせっ！　くっ……ひゃあぁ!?」

　姫乃は必死な様子で身を捩よじるけど、魔物はどんどん集まってくる。

　しゅるる──って感じで姫乃の手や脚に巻き付くと、動けないように拘束してしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      

　手は頭の上に、脚はおしりや股間を強調するみたいに持ち上げられる。

「ちょ……や、なにこのかっこうっ！　ふざけ、ないでよっ！　ひゃふん?!」

　顔を赤く染めて激怒する姫ひめ乃のだけど、直後、気の抜けた悲鳴みたいな声を上げる。

　魔物イヴルが、姫乃の身体からだ中じゆうをまさぐり始めたのだ。

　品定めするみたいに丁寧に、それでいて執しつ拗ように、黒い手が姫乃の身体を這はい回る。

　そこまでしておきながら、しかしこいつらは、水着を脱がしたり破いたりして、彼女の肌を露出させようとはしない。

　スク水がそんなに大事かお前ら……。

　気持ちは分からなくもない。

　分からなくもないけど、このまま放ほうっておくわけにもいかない。

「姫乃っ」

　オレはプールに飛び込もうとする。

「待って、シツジくん」

　その肩に手を置いて、朱あか音ねが言ってきた。

　振り向けば、彼女は笑みを引っ込め、真剣な表情。

　そして、右手を、姫乃に絡みつく魔物に向けていた。

　彼女の胸元が赤く輝き出す。

　そこにあるのは、炎をかたどったような紋章。

　そう、これこそが、朱音の魔ま法ほう紋もんだ。

　そして同時に、オレの左の二の腕にも同じ紋章が赤く浮かび上がる。

　次の瞬間、二の腕に熱が走り、魔法紋から何かが流れ出て、朱音の魔法紋へと向かっていく。

　魔力だ。

　オレの身体に蓄積された魔力が、魔法紋を通して朱音の身体へと注ぎ込まれていく。

　そして、

「燃えなさい！」

　そんな朱音の一声とともに。

　彼女が差し出した手のひらから、真紅の炎えん弾だんが飛び出した。

　連続して発射された十数個の火の玉は、姫乃に絡みつく魔物たちにぶち当たり、

　まるで、超高温で蒸発させるように、一瞬で消し去った。

「おい、大丈夫か？」

　オレは安あん堵どの息を吐きつつ姫乃に呼びかける。

「え、ええ」

　慌ててプールから飛び出ながら姫乃は言う。

　朱あか音ねはくすくす含み笑いをしつつ、

「わざとピンチに陥ってシツジくんを慌てさせる──だったかしら？　良かったわね。慌ててもらえて」

「ううううるさいわねっ！　今のはちょっと焦っただけよ！　あんなの、なんでもないんだから」

「ふぅーん」

　まるで信用してない口調で言う朱音。

　正直オレもめちゃくちゃ大ピンチに見えたぞ。色んな意味で。

「こ、このっ……いいわ。だったらこいつら、全部私が抹殺してやるわ」

　物騒な単語を口にすると、姫ひめ乃のはさっき朱音がやってたように、右手を前に差し出す。

　すると今度は、彼女の左手のひらに、黄色く輝く魔ま法ほう紋もんが浮かび上がる。

　王冠をイメージさせるデザインのそれは、次の瞬間、オレの右手のひらにも現れる。

　魔法紋から魔法紋へ流れていくオレの魔力。

　感じる熱は、主と執事の繋つながりの証あかしだ。

　そして、

「吹っ飛べえぇ!!」

　姫乃が叫んだ瞬間。

　彼女の手のひらから、風と水が巻き起こった。

　朱音の炎えん弾だんみたいな生易しいものじゃない。

　まるで局所的な台風が発生したみたい。

　暴風雨がプールを包み込んで、荒れ狂う。

「お、おい、姫乃。やり過ぎじゃねえか……？」

　オレは思わずそう声をかける。

　しかし姫乃は、

「大丈夫よ」

　そう言いながら、差し出していた手を引っ込める。

　すると嵐は綺き麗れいサッパリ消え去った。

　あとには、水浸しになったプールが残るばかり。

　あれだけ大量にいた魔物イヴルは、一匹残らずいなくなっていた。

　熱くなっても、魔法の扱いは冷静にできるらしい。

　……だったらなんで、朱音との喧けん嘩かですぐ魔法使おうとするんだよ。

　姫乃は得意げに朱音を見やり、

「どう、牛女？　魔物退治は私とシツジに任せて、あんたは生徒会室で地味な事務作業に専念してればいいのよ」

「ええ、そうみたいね──」

　対して朱あか音ねは余裕の笑みで、

「わざわざ、生徒会の業務をお手伝いしてくれて、ありがとう」

「なっ……そんなつもりじゃないわよっ」

「ご苦労様。お礼に、新しい水着を買ってあげましょうか。トランクス型とか似合うんじゃないかしら」

「それ男用じゃない！」

「だから、似合うんじゃないかしら」

「どういう意味よ！」

　また姉妹しまい喧げん嘩かが始まったぞ……。

　オレは、再び魔法の撃ち合いが始まる前に二人を止めようとして。

「……ん？」

　不意に、気づいた。

　一瞬、視界に入った校舎の上の方。

　屋上に、人が立ってるような気がした。

　今は放課後もだいぶ遅い時間。

　あんなところに生徒がいるのも変な話だ。

　先生か誰かだろうか、と思いながらもう一回目を向けて、

「?!」

　自分の目を疑った。

　メイドさんだ。

　装飾の多い、黒っぽいメイド服を着た女の子が、フェンス越しにこちらを見下ろしていた。

「どうしたの、シツジくん？」

　オレの妙な態度に気づいた朱音が訊きいてくる。

「いや、あそこに……あれ？」

　と、オレは疑問の声を上げる。

　一瞬目を離した隙すきに、屋上の人影は姿を消していた。

　姫ひめ乃のが怪け訝げんそうな声で言ってくる。

「なによ。何もないじゃない」

「おかしいな……なんか、メイド服着た女の子が立ってるように見えたんだけど……」

「幻覚にもその人の品性って現れるものなのね」

　なんかふくれっ面でそう言ってくる姫乃。

　おい、朱音に悪口言われたからって、オレに当たるなよ……。

「いや、ホントにいたんだって」

「ふんっ、このフェチシツジ」

「ひでえ！」

　いや、確かにメイドさんは嫌いじゃないけどさ！



　結局、最後までオレの見たメイドさんは、姫ひめ乃のに幻覚扱いされた。

　でも。

　ネタばらししちゃうと、アレは幻覚でもなんでもない本物のメイドさんだった。

　しかし、このときのオレに予測できるはずなんてなかった。

　彼女が、後日オレたちに襲いかかってくることなんてさ。



    

  
    
      


３　キャッチユー、キャッチミー



　翌日は土曜日で学校は休み。

　なので惰眠を貪っていられる──かというと、そうはいかない。

　執事に休日はないらしい。

　一人で暮らしてたときみたいに、昼過ぎまで寝てるなんてことはできないのだ。

　あ、ちなみにオレの両親はふたりとも、会社の出張でヨーロッパに長期滞在中。

　ときどき電話やメールが来るけど、いつ帰ってくるのかはよく分からない。

　姫乃も朱あか音ねもニノも、ヨーロッパにいる親父おやじに許可をとってここに住んでる。

　だから、オレには彼女らを追い出したりする権利はないわけだ。

　まあ、今のところ、そんな事態は発生してないからいいんだけど……。



　で、今日もオレは、六時半の目覚ましで起床。

　クローゼットから執事服を取り出して着替えると、まずは姫乃を起こしに一階へ──。

「あ、シツジ」

　と、階段の途中で姫乃とバッタリ。

　もう起きたのか。珍しいこともあるもんだな。

　学校がある日でさえ、オレが起こさないと起きないお嬢様だ。

　休みなんて、放ほうっといたら一日中寝てるんじゃないかって感じなのに。

　寝起きはいつもメデューサみたいに乱れてる髪も、すでにキチンとセットされてる。

「どうかしたのか？　珍しいじゃないか、こんな朝早く」

「う、うん──」

　と姫ひめ乃のは戸惑うような素振り。

　なんか、もじもじしながら顔をうつむけて、チラチラとオレの方を見上げつつ、

「あ、あんた……今日、暇ある？」

「暇？　いや……やることがあるっちゃあるけど」

「で、でも、今日じゃなきゃ駄目って用事はないんじゃないの？」

「んー、まあ、そりゃそうだけど。明日でもいいしな……」

　なんだなんだ、この会話の流れ。

　ひょっとしてまさかあり得ないとは思うんだけど……。「デートに行くわよ」とか？

　……いやいやいやいや、ないわー。それはないわー。せいぜい「もっと魔力を効率的に供給できるように特訓するわよ」とか、そんなところだろ。

　なんて思ったんだけど。

　姫乃は、意を決するように頷うなずくと、



「今日は、一緒に出かけるわよ」



　そんなふうに言うのだ。

　…………えええええええ!?

　聞き間違いとかじゃないよな。オレの聴神経、ちゃんと働いてる？

　オレが驚きすぎて返事できないでいると、姫乃は怪け訝げんそうな顔で、

「ちょっとシツジ、聞いてる？」

「お、おまおまお前、そそそそれって……」

「？　なによ」

「それって、まさかデート──」

「はぁっ?!」

　オレがその単語を出した瞬間、姫乃の目がつり上がった。

　獲物を横取りされた鷹みたいな怒りの顔。怖い怖い怖い。

「ばばばばかぁ！　そんなわけないじゃない、この自意識過剰シツジ！　なんで私があんたなんかと、でで、でーとなんかっ……」

　顔を真っ赤にして、そんなふうに怒鳴ってくる。

　おい、そこまでキレなくてもいいじゃないか……。

　これくらいの自意識過剰は男子高校生の平均なんだよ！　……だよね？

　落とし物拾ってもらっただけでその子のことが気になっちゃったりするよね……？

　オレが内心ちょっと凹へこんでるのも知らず、姫ひめ乃のは頬ほおを膨らませつつソッポを向いて、

「──ま、魔物イヴル退治よ」

「へ？」

「駅前に色々お店とかあるでしょ──あそこ、見回ったことないのよ。だから魔物がいるかもしれないの。いたら、退治しなきゃいけないでしょ」

「ふぅん……」

　そういうことか。

　姫乃の意図がなんとなく分かったぞ。

　昨日朱あか音ねが魔物退治にオレを連れて行ったのが気に入らないんだな。

　まあ最終的には、姫乃が倒したわけだけど。

　それも朱音の口車で「姫乃が生徒会を手伝った」みたいな雰囲気にさせられた。

　だから姫乃としては、いちど自分主導で魔物退治をしておきたいっていう……。

「りょーかい。分かったよ」

　オレは頷うなずく。

　魔法使いの執事バトラーなんだ。

　お嬢様の仕事を手伝わないわけにもいかないよな。

　姫乃は、まだちょっと頬を赤くしたまま、

「そ、それじゃ、九時に家の前に集合ね」

　早口でそう言った。
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　そんなわけで、朝食のあと。

　オレは姫乃と一緒に家を出て、明あき原はら駅前のショッピングモールへ向かった。

　ひょっとしたら朱音が何か言ってくるかも、とか思ったんだけど、彼女は今日も生徒会の仕事があるそうで、学校へ行ってた。

　ニノは相変わらず地下室で研究だそうだ。

　ということで、ふたりで駅前に向かう。

　……おい、これやっぱデートなんじゃね？

　というのも、明原駅前のショッピングモールっていうのは、この辺の学生にとってちょうどいいデートスポットなのだ。

　買い物も食事もひと通りできるし、映画館やプールも併設されてる。

　ときどきイベントをやってる広場があるし、ちょっと散策するのに向いてる森林公園も横に広がってる。

　むしろ、この辺で遊ぶならここ以外にないって言ってもいい。

　まあ、女の子と遊んだことなんてオレないけどね！

　デートみたいだって思ってしまう理由はもうひとつあって。

「…………」

「なによ。どうかした？」

「あ、いや、べつに……」

　オレは慌てて視線を前に戻す。

　ヤバい、ずっと姫ひめ乃のの方を見てたことに、自分で気づいてなかったぞ。

　それも仕方ない。

　姫乃の私服姿──それもお出かけ着ってのは初めて見た気がする。

　しかもそれが、とても似合ってる。

　アップにした金髪の上にはキャスケット帽をかぶって。ぴったりしたシャツに、薄手のノースリーブを羽織ってる。ミニのジーンズに、ハイソックス。なんかアミアミしたこのサンダルは、グラディエーターサンダルっていうのかな？



    

  
    
      



    

  
    
      

　とにかく、全体的な印象はボーイッシュ。

　それがすごく新鮮だった。

　普段は、基本お嬢様だからな。

　特に学校じゃ、優雅でお淑しとやか。いっそドレスでも着てそうな雰囲気。

　そっちはそっちで姫ひめ乃のらしいんだけど、今の恰かつ好こうも充分似合っていた。

　っていうか、かえって女の子っぽく見えるくらいだ。

　もう正直に言っちゃおう。

　すごく可愛かわいいです。

　そしてオレも、実は私服なのである。

　朝食のとき姫乃に、

『執事服は止やめてよね。目立って恥ずかしいから』

　と言われたのだ。

　学校でも目立ちまくってるんですけど、それはいいんですかね……？

　まあ、そんなわけで、オレは久しぶりに自分の服を着たわけだ。

　いちおうお出かけ用のつもりで買った、ちょっと高めのパーカーに……ま、オレの服装はどうでもいいか。

　とにかく。

　男子と女子が私服で、休日に待ち合わせして、デートスポットにお出かけ。

　これで、デートだって思わないほうがおかしいよね！

　……でもデートじゃないんだよな。

　まあこんな無乳お嬢様とデートって言われたって、オレはそんな嬉うれしくないけどな！





「まずはここよ」

　ショッピングモールに到着して。

　姫乃が一番最初に向かったのは、服屋さんだった。

　どうでもいいけど、ショッピングモールってなんで服ばっかり売ってるんですかね？

「ファッションに興味のないヤツは去れ！」って言われてるみたいで悲しいよ……。

　オレがそんなことを考えてる間に、姫乃は洋服屋を次々と見て回っていく。

　オレは遅れないようについていくのが大変だ。

　かと思ったら、いきなり動かなくなってふたつの服を見比べ続け、それぞれ試着までして、結局買わないで立ち去る、なんてこともやってる。

　……って、ちょっと待て。

「おい、姫ひめ乃の」

「ん？　どうかした？」

「お前、さっきから服見てるだけじゃないか。魔物イヴルはどうした、魔物は」

「え──あ、あー、それはあれよ。物を売り買いしてる場所って魔物が出やすいのよ」

「……そうなのか？」

「ええ。『新しい服が欲しい！』っていう欲望が負の感情に転化すると、魔力を淀よどませて魔物を発生させる──かもしれない」

「…………」

　だとしたら、今一番積極的に魔物を生み出そうとしてるのはお前なんじゃないか？

　とはさすがに言えない。

　だって、なんだか凄すごく楽しそうというか、夢中なんだもん。

　遊園地に連れてきてもらった子供みたい。

　オレが子供のときでも、ここまでじゃなかった気がするぞ。

　……ん、まあ、いいか。

　こんなにハシャいでる姫乃ってのも、なかなか貴重なショットだ。

　オレはしばらくお嬢様のウィンドウショッピングに付き合うことにした。





　と思ったら、全然ウィンドウショッピングじゃなかった。

　店を巡るうちにオレの手には、姫乃が購入した服の紙袋が後から後から追加された。

　もう持ちきれねえよ！

　まあ、オレも途中、調理器具売り場で見かけた大鍋が魅力的で、思わず買ってしまったんで、文句は言えないんだけど。

「次はここよ」

　そんな感じでやってきたのは、ゲームセンターである。

「ここも出やすいわよ、魔物が」

「はぁ……」

「ゲームに勝ちたい、高得点を取りたい、景品が欲しい……そんな欲望が負の感情に転化して──」

　あーはいはい。

　オレは姫乃の解説（？）を聞き流しながら彼女についていく。

　やたらに明るい店内ＢＧＭに負けず、姫乃も楽しそうだった。

　スキップでも始めるんじゃないかってくらいのテンションで、あっちへこっちへ興味を移す。

　オレは大量の荷物を抱えながらそれについていく。

　んで、太鼓のリズムゲーをやったり、プリクラを撮ったりした。

　最後に、クレーンゲームでゲットさせられた黒猫のぬいぐるみが、オレが抱える荷物のてっぺんに追加された。
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　そんなこんなで。

　午前中いっぱい魔物イヴル探し（？）をしたオレたちは、昼食兼休憩ってことで、マックに入った。

　姫ひめ乃の曰く、

「ファーストフードを食べてみたいっていう欲求が……」

　ってそれはもういいよ！

　もう自分が食べたいって言っちゃってるようなもんだろそれ！

　姫乃は、店員さんが笑顔続けすぎて料金請求したくなるくらい長い時間悩み続けた末、一番オーソドックスなハンバーガー・ポテト・コーラのセットを頼んだ。

　オレは期間限定のてりやきチキンとナゲットとシェイク。

　姫乃はカウンターの後ろの作業を覗のぞきこんだり、商品の載ったトレイを渡されて首を傾かしげたり（たぶん、自分で持ってくって発想がなかったんだろう）と初心者ぶりを発揮していた。

　店内は混んでたので、外の広場にあるテラス席みたいなところに座る。

　席について、食べようとするなり、姫乃が言い出した。

「あら、ナイフとフォークがないわね」

「定番ネタすぎるぞそれ……こうやって食べるんだよ」

　とオレは自分の包み紙を解いて、てりやきチキンにかぶりつく。

「へぇ……」

　姫乃は感心したような声を上げると、同じようにハンバーガーを口にする。

「──！」

　目を丸くして、すぐに二口、三口。

　どうやら気に入ったらしい。

　それはいいんだけど……。

「……おい、姫乃」

「ん？　なに？」

「お前、ケチャップが……」

　口の周りが結構すごいことになってた。

　オレも子供のとき初めてハンバーガー食べたときはそうなった気がするけどさ。

　口を指さして見せると、姫ひめ乃のは慌ててナプキンで拭う。

「と……とれた？」

　顔を真っ赤にして訊きいてくる。

「いや、まだ残ってる。右の頬ほお」

「えっ、ここ？」

「いや、逆逆。お前から見て右」

「どこよ。この辺？」

「違う、もっと下、口の近くだって」

　……なんでそんなに外すんだよ。コントかよ。

　いつまでも取れないでいると、姫乃はしびれを切らした。

「あーもうっ！　あんたが取ってよ！　執事でしょっ」

　プンスカ怒りながら言ってくる。

　おい、マジかよ。執事ってそんなことするのか？

　オレはちょっと躊躇ためらう。周りにはわりと人がいるし、恥ずかしいぞ。

　けど、姫乃は「早くしろ」とばかりに頬を差し出してくるし、このケチャップをそのままにしておくわけにもいかない。

「しょうがねえな……」

　オレは観念して、ナプキンで姫乃の頬を拭ってやる。

　……なんでそんな、頭なでられてる猫みたいな表情するんだ。ちょっと……ドキッとしちゃったじゃねえかよ。

「ほ、ほら、取れたぞ」

　動揺を悟られないようにオレが言うと、姫乃は確かめるように頬に触れて。

　それから、ちょっと照れたような「えへっ」って感じの笑みを浮かべ、

「ありがと、シツジくん」

　からかうような口調でそんなふうに言ってきた。

「う……」

　ぐあ……なんだ、その見たことない種類の笑顔は。

　反則だろ。

　オレは頬が熱くなるのを感じて、慌てて顔を逸そらす。

「──て、ていうか、なんかお前、今日テンション高くないか？」

「え、そう？　いつも通りだと思うけど」

　なんて姫乃は答えるけど、そんなことはないだろ。

　明らかに、普段より楽しそうだ。

　なんでだろ。

　まさか……ひょっとして、ありえないとは思うけど……オレと一緒に出かけたのが嬉うれしいとか、だったりしますかね？

　……だからしょうがないんだって！　男子高校生は自意識過剰なんだって！

　こんなこと、姫ひめ乃のは否定するに決まってるから、訊きいたりはしないけどさ。

　でも、もしそうだとしたら、悪い気はしない。

　執事として、お供のしがいがあるってもんだ。



　　　　　●



　お昼を食べたあと。

　今度は腹ごなしに、ショッピングモールの横に広がってる森林公園の遊歩道を歩くことになった。

　姫乃はもはや魔物退治のマの字も口にしなかったけど、まあ、もういいだろ。

　オレが抱えてた大量の荷物のうち、黒猫のぬいぐるみだけが、いつの間にか姫乃の手に移動してた。

　それはそうと、困ったことがある。

　来ましたお決まりのスーパー沈黙タイム！

　前も何度か、一緒に下校してるときにそんなことがあったけどさ。

　この、特に目的地もなく歩いてるときに発生した沈黙の気まずさはそれの比じゃない。

　しょうがないだろ。

　知り合ってまだ一ヶ月くらいしか経たってないから、共通の話題なんて分からないし。

　オレも別にトークの達人ってわけじゃないんだ。

　しかもなんか、姫乃が不機嫌っぽい。

　ぬいぐるみの首を絞めるみたいに、両手でギュウギュウ抱えて、どことなくうつむきがちに地面を見ながら歩いてる。

　どうしてだ？

　さっきまであんなに上機嫌だったのに？

「──あ」

　と、そんな姫乃が足を止めて空を見上げた。

　どうした？　と問いかけるオレも立ち止まる。

　雨だった。

　さっきまで晴れ渡っていた空がいつの間にかどんよりと灰色に覆おおわれ、パタパタと落ちる雨粒が、木々の葉を打ち始めていた。

「まいったな……とりあえず、あそこに行こうぜ」

　オレは近くにあった屋根付きのベンチを指さす。

　姫ひめ乃のが無言でうなずき、オレたちはそこに避難した。

　並んで座り、空を見上げる。

「たぶん、しばらくしたら止やむだろ。予報じゃ、降らないって話だったし」

「そうね……」

「ま、まあ、止まなくても、駅まで走っていけば、そんなに濡ぬれないだろうしな」

「そうね……」

「…………」

「…………」

　なんでこんな急にテンションダダ下がってるの!?

　座った位置も、なんか微妙に距離が空いてるし、気まずすぎるよっ！

　見れば、顔色まで悪いように見えるけど、雨で暗いせいだろうか。

　オレは決心して訊きいてみる。

「なあ……ひょっとして具合悪かったりするのか？」

「え？　ううん。そんなことないけど」

　無理してる様子もなく、姫乃は言う。

「じゃあどうしたんだ。なんか急に静かになっちゃって」

「うん…………」

　小さく呟つぶやくと、視線を地面に落とす姫乃。

　落ち着かない様子でぬいぐるみの耳を触りながら、

「シツジ……」

　改めて、オレの名前を呼んでくるのだ。

「……なんだよ」

「あんた──朱あか音ねと契約したいの？」

「へっ？」

　唐突すぎる質問に、オレは思わず変な声を上げてしまった。

「なんだよ、いきなり」

「だって……シツジは、あいつといるとき、いつも楽しそうなんだもん。昨日の朝とか、プールの時とか」

「う……」

　それは確かに否定できないな……。

　仕方ないだろ。巨乳好きのオレが、あんなに見事な下着姿やら水着姿やら見せられたらテンションだって上がるって。

　なんて、口に出して言えるわけもない。

　オレが何も言えないでいると、姫ひめ乃のは、

「ねえ」

「うわっ」

　いきなりオレとの距離を詰めてきた。

　近い近い！

　人形みたいに白くて綺き麗れいな顔が間近に迫り、まつげの一本一本まで分かるレベル。

　なんか、ホワっといい匂いまで漂ってきた。

　姫乃は唇を尖とがらせつつ言ってくる。

「今日の、シツジは……そんなふうじゃないじゃない。いつも、朱あか音ねといるときのほうが楽しそう。だから、契約だって、朱音としたほうが良かったとか、思ってるのかなって、そんな気がして……」

「姫乃……」

　そんなこと、気にしてたのか。

　バカだな……なんて言えないよな。

　姫乃の言うことはもっともだ。

　オレは朱音会長の巨乳を見たら喜ぶ。テンションが上がる。

　それが間違ってるとは、巨乳好きとして絶対に認めないけどな。

　でも……そんなオレの様子を見てたら、確かに姫乃は不安になるかもしれない。

　オレがひょっとしたら朱音と契約して、自分から離れてくんじゃないかって。

　ずっと一人きりで暮らしていた姫乃だ。「家族」がいなくなる怖さ、寂しさは誰よりもよく分かってるんだろう。

「お前……ひょっとして、それで今日オレを連れ出したのか？」

「……うっ」

　今度は姫乃が言葉をつまらせる番だった。

　姫乃はふたたびオレから離れて視線を逸そらすと、真っ赤になって、

「そ、そうよっ！　悪い？　魔物退治なんて口実よっ。気づいてなかったでしょうけど」

　……いや、思いっきりバレてたけどな。

　あと、ぬいぐるみの耳そんなに引っ張ってやるなよ。とれちゃうぞ。

　オレは苦笑して、

「あのな──確かにオレは、会長と一緒だとテンション高いよ。けどな。お前といるときだって、その……けっこう楽しいんだぞ」

　うわー、なんでこんな宣言しなくちゃいけないんだ。めちゃくちゃ恥ずかしいぞ。

　もちろんこれは本心だ。

　本心だからこそ、恥ずかしい。

　それでも、こうして頑張って口にしてるのに、姫ひめ乃のは、

「…………うそ」

「うそじゃねえって。服選んでるお前は楽しそうで、見てて面白かったし、ゲーセン行ってもご飯食べてても飽きない。それに……」

「それに？」

　ええい、こうなりゃヤケだ。思ったこと全部言ってやる。

「それに！　その服だって、似合ってて、可愛かわいい、から……それ見れただけでも、一緒に出かけた甲か斐いがあったよっ！」

「！」

　オレがそう言うと、姫乃は顔を俯うつむけて、キャスケット帽で隠してしまった。

　隙すき間まからしか見えないけど、なんか真っ赤になってるっぽい。

「ここここ、このキザシツジ！　何言ってんのよ、もうっ……」

「キザって……」

　お前に言わされたようなもんだからな、これ！

　くそ、こっちまで顔が赤くなってる気がするぞ。

　そうやって、二人して言葉をつまらせてるところへ、

「？」

　オレは違和感を覚えた。

　なんかその場の空気が変わったように感じる。

　真冬に部屋の窓を突然開け放ったみたいな、不自然な寒気が走った。

　見れば、姫乃がキャスケット帽をかぶり直し、顔を上げていた。

　表情は真剣そのもの。まだちょっと頬ほおが赤いけど、目付きはすでに警戒モードだ。

　バキバキッ、と木がへし折れるような音が響いた。

　なんだ？　とそちらを振り返るよりも早く、

「危ない！」

　姫乃に突き飛ばされ、オレたちは二人で遊歩道へ転がり出た。

　次の瞬間。

「なっ……」

　さっきまでオレたちがいた屋根付きベンチが、メキメキと音を立てて崩壊していった。

　置いてあった荷物が、衝撃でこっちまで吹っ飛んできた。

　激しい雨が、一気にオレたちの身体からだを濡らしていく。

　けど、そんなことを気にしてるヒマはなかった。

　林の木やベンチをめちゃくちゃにへし折りながら。



　──化物が姿を現した。



　出来損ないのゴーレムみたいな、グズグズに崩れた形の泥人形。

　頭から腹にかけて巨大な空洞が、獲物を喰らう口みたいにポッカリと開いている。

　そして、色は真っ黒。

　夜の闇よりも暗い色だ。

「姫ひめ乃の……こいつ──」

「ええ──魔物イヴルよ」

　やっぱりか！

　まさかホントに魔物が現れるとは思わなかった。

　姫乃も、完全に想定外って顔をしてる。

「どうしてこんなところに突然……しかもこんなに成長して……っ」

「お、おい。どうする？」

　戸惑いの声を発する姫乃に、オレは問う。

　魔物は木やベンチの破片を踏みにじりながら、オレたちに近づいてくる。

　悪寒がするのは、雨のせいじゃないだろう。

　しかもコイツ、かなりでかいぞ。

　二メートル──いや、三メートルくらいあるかもしれない。

　逃げたほうがいいかも。

　そう思ったけど、姫乃は、

「当然──倒すのよ！」

　即座に判断を下した。

　昨日のプールのときとは緊迫感が違った。

　今、目の前にいる魔物はそれほど強いってことだろう。

　姫乃はオレに、左手を差し出してきた。

　……ま、お嬢様がそう判断したなら、しょうがないな。

　オレは右手でそれを握り締める。

　ふたりの手のひらに描かれた魔ま法ほう紋もん。

　それが温ぬくもりとともに、重なり合う。

　魔法紋は、オレから姫乃へ魔力を送るための「門」だ。

　それは近づけば近づくほど、効率が良くなる。

　つまり、こうしてピッタリとくっつけた状態が、一番スムーズに魔力を供給できるってわけだ。

　そしてその分姫ひめ乃のは、魔法の構成に集中できる。

「行っけえええええ!!」

　叫びのままに。

　差し出された姫乃の右手から、渦巻く風と水の一撃が放たれた。

　光線のように細く絞られたそれは、刺突された槍やりのように魔物イヴルの腹を貫く。

　身を歪ゆがめ、声なき悲鳴を上げる漆黒の存在。

　けれど、次の瞬間には、破裂する風船のように弾はじけ。

　弾けた欠片かけらは、紅茶に溶ける砂糖のように、空気中に消えていった。

　水と風の槍も消え、あとには雨が葉を叩たたく音が残った。

　まるで、何事もなかったかのように。

「──大丈夫か、姫乃？」

　オレは、横で妙に息の荒い姫乃に呼びかける。

「ええ……それより、早く戻りましょう。これじゃ濡ぬれちゃうわ」

　地面に落ちたぬいぐるみを拾いながら、姫乃は言う。

　確かに、雨は止やむどころか、だんだん強くなってきた。

「そうだな──ん？」

「なに？　……どうしたの？」

「いや。悪い、ちょっと待っててくれ」

　そう告げると、オレは姫乃を置いて駆け出した。

　遊歩道から外れて、少し林に分け入った先。

　木の陰に身を隠すようにして、立っている人影があったのだ。

　見間違いかと思ったけど、そうじゃない。

　あれは確かに、

「あのときの……メイドさん？」

　昨日、プールでの魔物退治のあと。

　屋上に立ってこっちを見ていた、黒っぽいメイド服を来た女の子。

　それが、またいたのだ。

「……」

　木の陰を覗のぞきこむ。

　しかし、メイドさんはいなかった。

「……あれ？」

　他の木も探してみる。

　けど、誰も見つけることはできなかった。

　なんだろう、まさか姫ひめ乃のが言ってたとおり、本当に幻覚だったり……？

「──ん？」

　と、諦めて戻ろうとしたところで、木の根元に何か落ちてるのを見つけた。

　写真だ。

　拾って、そこに写っている人物を見てオレは息をのんだ。

「会長……？」

　間違いない。

　今よりちょっと小さいときのものみたいだけど。

　見事なレッドヘアといい、自信に満ちた金色の瞳といい、なによりその見事な両胸をオレが見間違うはずがない。

　それは、鷹たか宮みや朱あか音ねの写真だった。

　洋風のお城みたいな建物を背景に、彼女は笑みを浮かべていた。

「…………」

　謎のメイドさんと、朱音会長の写真。

　わけが分からない。

　家に帰ったら、会長に訊きいてみよう。

　そう思いつつ、オレは写真を持って、姫乃のところへ戻った。





「悪い、遅くなった──！」

　そう言いながら、遊歩道で待つ姫乃のところへ戻ってきて、オレは心臓が止まるかと思った。

　もはや土砂降りになった雨の中。

　姫乃が道の真ん中に倒れ込んでいた。

「姫乃っ!?」

　駆け寄って、呼びかける。

　横たわった姫乃は、顔だけをオレに向けて、ひどく弱々しい表情で呟つぶやいた。

「おかしいの……なんか、すごく、身体からだがダルくて……熱くて……うごけ、ない──こんなの、初めて…………」

　ひどく辛つらそうな声。

　なんでだ？　いつもどおり魔法を使っただけなのに？

　オレはとりあえず彼女を抱えようとして、躊躇ためらう。

　前に、オレが魔力を使われすぎて気絶したとき。

　ニノが姫乃と朱音に、下手に動かしちゃいけないって言ってたらしい。

　魔法関係の身体からだの異変は、専門家じゃないと手に負えない。

「くそっ……」

　オレはもどかしい気持ちでケータイを取り出すと、ニノに電話をかけた。

　繋つながってくれよ……。

　祈るように、なかなか終わらない呼び出し音を聴く。

　雨は降り続けて。

　姫ひめ乃のの身体と、頭から転がり落ちたキャスケット帽と、黒猫のぬいぐるみを。

　ヒタヒタと濡ぬらしていく。



    

  
    
      



    

  
    
      


４　お嬢様の初体験



　ニノとの連絡は無事に取れた。

　彼女はすぐに駆けつけて、姫ひめ乃のを診みてくれた。

　ニノの指示でオレは姫乃を駅前まで運び、そこからタクシーで帰宅した。

　せっかく買った服や、黒猫のぬいぐるみはびしょ濡ぬれになってしまった。

　で、診断の結果、姫乃は──、



「風邪だね」

　仙せん堂どう家の、姫乃の部屋。

　濡れた服をパジャマに着替えさせ診察を終えたニノは、苦笑混じりにそう言った。

「はぁ……っ？」

　オレは思わずそんな声を上げて、ベッドの上の姫乃を見る。

　今はぐっすり眠っている。

　顔が赤くて、息も荒くて苦しそうだ……って確かに、風邪の症状だな、それ。

　じゃあ、さっきニノが飲ませてたのは風邪薬だったのか……。

「ちょっと待て。さっきこいつ、こんなの初めてだとか言ってたぞ？」

　それでオレは、魔法が原因の異常だと思って、あんなに焦ったのだ。

「ふむ……考えてみれば、姫乃が風邪をひいたのは見たことがないな。ひょっとしたら、これが初めてだったのかもしれない」

「マジかよ……」

　そりゃ、生まれて初めて高熱出して、身体からだがダルくなったりしたら、おかしくなったんじゃないかって思うだろうけどさ……。

　今日の姫乃が、妙にテンションが高かった理由。

　ひょっとしてそれって、熱に浮かされたってだけなんじゃ……。

　普通なら、風邪のひきはじめだって気づくだろうけど、姫乃はその経験がないから「今日は妙に気分がいい」くらいに思ってたのかもしれない。

　……アホだ。

　昼食後には、それがちょっと悪化してきてたのかも。

　それで雨宿りしてたときには、テンションが下がってたのか。

　つまり、今日やたらに楽しそうだったのは、オレと一緒に出かけたからってわけじゃなかったんですね……。

　まあ、分かってたけどね。

　ニノが言ってくる。

「にしても、何か風邪をひくようなことをしたのか？」

「……まあ、思い当たるのはひとつしかないな」

　原因は昨日のプールだろう、間違いなく。

　まだ五月だ。

　水に入ったわけじゃないけど、それでもあれだけの時間水着になってたんだ。身体からだが冷えたんだろう。

　その上、今日一日歩きまわり、トドメは雨の中での魔物イヴル退治。

　悪化して当たり前だ。

　なにやってんだか……って言いたいけど、気づかないオレも人のことは言えない。

　姫ひめ乃のの態度を変に感じて、おでこでも触ってりゃ、すぐに分かったはずなんだ。

　ちょっと罪悪感。



　オレとニノは、そっと部屋を出てリビングへ。

　待っていた朱あか音ねに、風邪だったことを伝えると、

「大騒ぎして戻ってくるから、何事かと思っていたら。まったく人騒がせな平原娘ね」

「なんだ。心配してたのか？」

「……そんなわけないでしょう」

　朱音はそう言って、そっぽを向いてしまう。

　……なんか機嫌悪い？　どうかしたんだろうか。

　ニノが、白衣のポケットから大福を取り出して食べ始める。

　この幼女、常にお菓子を食べてる印象だけど、ここ数日は和菓子ブームらしい。

「明日一日寝てれば治るだろう。それよりも気になるのは、その魔物と、メイドだな」

　とニノは大福をもぐもぐしながら……おい、飲み込んでから喋しやべれよ。

　姫乃が倒れる前の状況については、ひと通り話してあった。

　ついでに、そのメイドさんが、昨日学校の屋上にいるのを見かけたことも。

「──なにか関係あると思うか？」

「そうだな……それだけ大きな魔物が、突然一体だけ現れるというのは不自然だ。周りに他の魔物はいなかったのだろう？」

「ああ。あの黒いマリモみたいのは、いつもどおりいたけどさ」

　それだって、普段より数が多い、みたいなことはなかった。

「ふむ……ならやはり、そのメイドが魔物を連れてきて、きみたちを襲わせたと考えるのが自然だろう」

「そんなことができるのか？」

「ああ──魔封壜シールズという、魔力を保存しておくための道具がある。推奨された使い方ではないが、魔物イヴルを封じることも可能だ」

「それじゃあのメイドさんが……」

「少年を狙っているのかもしれないな。魔物に襲わせたのは、主である姫ひめ乃のの戦力を測るためだろう」

「マジかよ……」

　オレは、前にニノが言ってたことを思い出す。

　この前の事件で、オレの存在は魔法使いの間に知れ渡ってしまった。

　大量の魔力を有するオレを執事バトラーにしようとして、世界中の魔法使いが狙ってくるだろう、って。

「すでにいくつかの組織が、少年を確保するために動いているようだぞ。モテる男は辛つらいな？」

「嬉うれしくねぇよ……」

　これ以上ご主人様が増えてたまるかよ。

「それに……あのメイドさんがどっかの組織の魔法使いだっていうなら、朱あか音ねの写真を持ってたのはどういうことなんだよ」

「さて──それは、本人に訊きいてみるのが早いんじゃないか？」

　と、ニノは、ふたつ目の大福を口に放ほうりながら、朱音に目を向ける。

　朱音会長は──しかし、首を横に振り、

「知らないわね。その写真は、鷹たか宮みやの屋敷に置いてあるわたしのアルバムにあったような気もするけれど……そのメイドというのは、憶おぼえがないわ」

　そう言って小さく溜ため息いきを吐く。

　なんだろう。やっぱりどこか不機嫌──というか、調子が悪いのかな？

「……会長も風邪か？」

「え？　いいえ、そんなことはないわよ」

「そうか……？」

　それならいいけど……。

　いつもの朱音なら「元気な証拠に楽しいことしましょうか？」とか言って絡み付いてくる気がする。いや、願望とかじゃないよ、マジでマジで。

　何か心配事でもあるんだろうか？

　気になったけど、あんまりしつこく訊くのもアレだよな。女の子には色々あるしな。

　なんて思ってる間に、ニノが考えを口にする。

「どこかの組織が、少年の周りの魔法使い──姫乃と、朱音と、ワタシの写真を手に入れた、ということはありそうだな。そして、そのメイドが、たまたま朱音の写真だけを落とした」

　確かにそれなら分かる……けど。

「待てよ……ってことは、会長やニノも襲われるかもしれないのか」

「まあ、そうだろうな」

「面倒ね」

　緊張するオレに対して、ニノと朱あか音ねはあまり緊張感のない声で答える。

　なんか「明日やることがひとつ増えちゃった」くらいの口調だ。

　この程度のことは、魔法使いの間じゃ普通だってことなんだろうか。

　オレは改めて、自分が日常とはかけ離れた世界に足を踏み入れたことを実感した。
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　翌日、日曜日。

　姫ひめ乃のの風邪は悪化してしまった。

　熱は上がり、息ははぁはぁと荒くて、寝るのも辛つらそうだ。

　まあ、ただの風邪だし、このままおとなしくしてれば、快方に向かうだろうけど。

　それより、ちょっと困った問題があった。

「なあ、どうしても行かなきゃいけないのか？」

「早いうちに確かめておきたいんだ」

　玄関にて。

　オレの問いに、ニノはあっさりとそんなふうに答える。

　相変わらず、オーバーオールの上にだるだるの白衣を羽織った幼女は、ランドセルを背負って靴を履いていた。

　信じられるか？　これ、オレの学校の養護教諭なんだぜ……。

　で、そのランドセルには、魔法関連の資料がぎっしり詰まっている。

　ニノは、調べておきたいものがあるとかで、鷹たか宮みや家の敷地にある書庫に出かけることになったのだ。

　そこには貴重な魔法書やら研究書やらが山ほどあり、そこでしか見られないものもあるのだとか。

　それはいいんだけど……。

「何も今日じゃなくてもいいだろ」

　実は、朱音会長はすでに、生徒会の仕事で学校に行ってしまった。

　これでニノがいなくなると、家にはオレと、風邪ひきの姫乃しかいないことになる。

　昨日みたいなことがあった直後だ。

　不安にもなるってもんだろ。

　しかしニノは気楽に笑いながら、

「そう不安がるな、少年。この家の周りに防ぼう護ご壁へきを構築しておいた。その中では魔法は使えないし、相当の腕前でなければ、それを破ることもできないだろう」

「いつの間にそんなものを……」

「そんなわけだから、安心したまえ」

「そう言われてもなぁ」

　実際に家の周りにバリケードが張られてるわけでもない。あんまり魔法に馴な染じみがないので、いまいち護まもられてる実感が湧かない。

　ニノは苦笑して、

「心配性だな、きみは。まあ、そのほうがいいんだが……分かった。では、これを渡しておこう」

　白衣のポケットから一枚の紙切れを取り出して、渡してくる。これは……。

「えーと、術式符マークスとか言ったっけ」

　術式符。

　細長い紙に、よく分からない模様がビッシリと書き込まれているそれは、空気中の魔力を利用し、自動で魔法を発動させられる魔ま具ぐだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　ただし、一度使用すると紙がボロボロになるので、使い捨て専用。

　前に、姫ひめ乃のが朱あか音ねと戦うときに使ってた。

　ニノは頷うなずきながら、

「小さな衝撃波を発動させるタイプのものだ。まあ、護身用といったところだね。単純な構造だから、シロウトでも扱える。まあ、今日と言わず、役に立つことはあるかもしれないから、持っておくといい」

「……分かった。サンキュ」

　ニノは、簡単に術式符マークスの使い方を説明してから、出かけていった。

　それでもまだ、不安がないわけじゃなかったけど。

　まあ、天才魔法使い、賢者ワイズマンと呼ばれる鷲わし塚づかニノが大丈夫だと言うんなら大丈夫だと思うしかない。

　オレにできることといえば、執事として、風邪ひきお嬢様の看病をすることくらいだ。



　　　　　●



　──といっても、大したことをしたわけじゃなかった。

　飲み物を持ってきたりとか、氷枕を取り替えたりとか。

　せいぜいそんなところだ。

　その合間に、昨日できなかった家事をやったりして、午前中は過ぎてった。



　で、お昼。

　オレは、ちょっと早めに食事を摂ったあと、おかゆを持って姫乃の部屋へ向かった。

「姫乃、入るぞ」

　ノックをして、ドアを開ける。

　姫乃は横になって布団に入ってたけど、目は覚めてたようだった。

「調子はどうだ？」

「さっきよりはだいぶ……けど、身体からだが熱くて……寝てられない」

「そうか……食欲はあるか？　一応、おかゆ作ったけど」

「ん……食べる」

　そう言うと、姫乃はひどくゆっくりと起き上がった。

　オレはおかゆを机に置くと、慌ててそれを支えてやる。

　だって今にも後ろに倒れていきそうなんだもん。見てられないぜ。

　腕一本動かすのも辛つらそう。

　……しょうがないな。

　オレはイスをベッドの脇に引き寄せると、そこに座った。

　おかゆをスプーンですくって、姫ひめ乃のの口元に持っていく。

「ほら」

「ほらって……あああああんた、なにやってんのよ……」

「いや、だってお前、手動かすのも大変そうじゃねえか」

「そ、それくらい自分でするわよっ……恥ずかしいじゃない、この……シツジ……」

「無理すんな。ツッコミもまともに出来てねえぞ」

　今の、ただ名前呼んだだけじゃねえか。

「…………」

　姫乃は顔を赤くして、ジッとスプーンを睨にらみつける。

　……熱で赤いのか、照れてるのかよく分からないな。

　けど、やがて空腹のほうが勝ったのか、姫乃はゆっくり口を開いた。

「…………」

　小さな口を開いてこちらを見上げる姫乃は、なんかエサをねだる子猫みたいだ。

　う……なんでだろ。なんか、エロいな……。

「──ちょっと、早くちょうだい。あごがダルくなるじゃない」

「お、わ、悪いっ」

　オレは慌ててスプーンを姫乃の口元に持っていく。

　姫乃はそれを口に入れた。

「はむ……」

　もにゅもにゅと咀そ嚼しやくして、飲み込むと、

「……美お味いしい」

「だろ？」

　オレはちょっと得意げに言うけど、内心はホッとしてた。

　姫乃の普段の好みから、ちょっと薄味にしてみたんだけど、正解だったみたいだ。

「ほら、もっと食え」

「うん……」

　コクンと頷うなずくと、姫乃は二口目を食べる。

　あとはもう抵抗はなくなったみたいで、おかゆはどんどん姫乃の口に消えてった。

　オレは、ときどき息を吹きかけて冷ましつつ、スプーンを口元まで運んでやる。

　そんなことをしつつ……オレはなんかドキドキしてきた。

　いや、だって考えてもみてくれ。

　今オレは女の子の部屋にいて、目の前にはパジャマを着た美少女がいるんだぜ？

　オレは確かに巨乳好きだけど、決して胸が小さかったら興奮しないわけじゃない。

　いや、大抵はしないんだけど、姫ひめ乃のはちょっと例外なのだ。

　同居してから色々あったせいで、なんだか妙に意識するようになってしまった。

　可愛かわいいかどうかと訊きかれたら、百人中百人は可愛いと答えるだろう、すごい美少女ではあるのだ、姫乃は。

　そんな彼女が、頬ほおを赤らめて、ちょっと息を荒くしてたら、そりゃドキドキするよね？

　風邪のせいなのは分かってるんだけど。

　それにしても、ボサボサのままの金髪が、気だるげな感じで妙にセクシーだし。

　パジャマのボタンがひとつ開いて、無防備な雰囲気もたまらない。

　なんていうか、一緒に暮らしてるからこそ見られる隙すき、って感じだ。

「…………」

「……どうしたの？　もう終わり……？」

「……っおう、悪い」

　姫乃に言われて、手が止まってたことに気づく。

　あぶねー、また見とれてたらしい。

　姫乃が風邪ひいてなかったら、絶対気づかれてたぞ。

　最近オレはちょっと、姫乃を意識しすぎだと思う。

　たぶん、これまで「貧乳なんて」って思って、ずっと興味の範囲外だったのが、身近に姫乃が現れたせいで、注意を向けるようになったんだ。

　当たり前だけど、胸以外の部分にだって、女性の魅力はたくさんあるんだし。

　……ま、それでもオレの基本理念は変わらないけどね。

　彼女を作るなら巨乳、結婚するなら巨乳。死ぬときは巨乳に抱かれて眠るように窒息死したい。

　それがオレの巨乳道！

　今はちょっと、脇道に逸それちゃってるだけだってば。

　なんて。

　オレがそんなふうにおっぱいに対する決意を新たにしているところに。

「ねえ、シツジ。聞いてる……？」

　おかゆを食べ終えた姫乃が、オレを呼んでた。

　なんか、何度も呼ばれてたっぽい。

　オレは慌てて返事する。

「お、おう、なんだ」

「ん……あのね…………」

　と。

　ずっと呼んでたってのに、オレが反応したとたん姫乃は口ごもる。

　それどころか、何やら視線を下に逸そらし、もぢもぢと落ち着かなそうに手をすりあわせたりしてる。

　なんだなんだ？

　前にもこんなことがあった気がするけど。

　あのときは確か……。

「どうした？　お礼なら別にいいぞ。これくらい、大したことないし」

「や……そうじゃなくて……っ」

　……違ったらしい。

「じゃあどうした？　なんでも遠慮しないで言えよ」

「だから……その……──レ」

「え？」

「だからっ……トイレ！　行きたいのよ！」

　必死って感じで叫ぶと、姫ひめ乃のは真っ赤になってしまった。

「けど……っ！　歩いてくの、辛つらいから……連れてって、ほしいの……もうっ……バカ」

　今にも魔法を放ちそうな剣けん幕まくで言ってくる。

　撃たなかったのは、風邪で体力落ちてるからだろうな。

　まあ、どっちにしろニノの防ぼう護ご壁へきとやらのせいで撃てなかっただろうけど……。

「分かった分かった！　連れてくから、落ち着けっ」

　オレはなんとか姫乃を宥なだめる。

　掛け布団をどけると、姫乃の背中と膝裏に手を差し入れて、

「ちゃんと掴つかまれよ」

「え？　……ひゃっ」

　抱きかかえた。

　うん……予想はしてたけど、こいつ、ビックリするくらい軽いな。

　男子の中じゃ小柄なオレでも、こんなに簡単に持ち上げられるとは。

「ちょ……え、シツジ……え？」

「なんだよ。ちゃんと掴まってろって」

　なぜか困惑した声を上げる姫乃に言って、オレは部屋を出る。

　しかし……。

　重くはないけど、これ、めちゃくちゃ恥ずかしいんですけど！

　なんかすんごい柔らかいし、密着してるせいでやたらにあったかいし、汗の匂いまで嗅ぎとれちゃう。

　っていうか、よく考えたらこれお姫様だっこだろ。

　そのポーズがすでに、照れくさすぎる。

　これは、朱あか音ねとニノがいなくて良かったかも。

　こんな姿、人には見せられないぞ。

「…………」

　姫ひめ乃のも、同じような心境なのか、気まずそうに顔を背けてる。

　っていうか、なんだよ。そんなにオレに抱えられるのがイヤか。

「はいよ。下ろすぞ」

　トイレの前に到着。

　いったん姫乃を下ろして、ドアを開け、あとは肩を支えて便座に座らせてやる。

　……で、えっと。

「……ぬ、脱がせるのも、手伝ったほうがいいのか？」

「そっ、それくらいは自分でできるからっ」

「わ、分かった！　終わったら呼んでくれ！」

　真っ赤な顔で叫ばれて、オレはトイレを飛び出す。

　…………ふぅ。

　オレは息をはいて、姫乃の部屋へ。

　今のうちにおかゆの食器をキッチンに下げておく。

　ついでに、雨で濡ぬれてしまった黒猫のぬいぐるみを洗濯機に入れて、スイッチを押す。

　縮む素材じゃないようだし、乾かせば元通りになるだろ。



　で、戻ると、トイレの前で姫乃が座って待ってた。

「お、悪い、待たせた」

　オレは再び姫乃を抱えるべく手を伸ばした。

　すると、姫乃が言ってくる。

「や……あの、シツジ……」

「ん？　どうした？」

「その……本当は、そこまでしてもらうつもりじゃなくて……」

「？」

「だからっ……べつに歩けないわけじゃないんだから……肩貸してくれるくらいでよかったのよっ……！」

「…………」

　……つまり、なに？

　さっきオレ、自主的に姫乃をお姫様だっこしたみたいになってたの？

　……うわっ、恥ずかしい！

「や……ごめっ……べつにその、わざとじゃなくてだな……」

「……べつに、イヤだったわけじゃないから……謝らなくてもいいけど……」

　え？　それって……？

「い、いいから、肩貸してよ。そろそろ、戻りたい」

「あ、ああ」

　オレは恥ずかしさと気まずさで混乱したまま、姫ひめ乃のを部屋へ連れていった。



　姫乃を布団に寝かせて、食後の薬を飲ませ、オレは部屋を出た。

　で、また家事に戻ったわけだけど。

　なんでだろうね。

　ずっと、心臓がドキドキしっぱなしだった。
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　夕食の後。

　またおかゆを持っていったけど、姫乃は今度はぐっすり眠っていたので、オレは起こさずに部屋を出た。

　ドライヤーで乾かして無事修復された黒猫のぬいぐるみを、机の上に置いてきた。

　土日のうちにやる予定だった家事はひととおり終わったので、自室に戻る。

　朱あか音ねもニノも、まだ帰ってこない。

　ふたりともそれぞれ、作業が長引いてるんだろうか。

「……ああ、そうだ」

　オレは英語の教科書とノートを引っ張り出す。

　宿題が出てるのを忘れてた。

　寝る前に思い出して助かったぜ。

　オレは辞書を調べつつ英文を翻訳してく。

　で、半分くらいまで進めたところで、

「……シツジ？」

　扉の外から姫乃の声がした。

　オレは慌てて駆け寄り、扉を開ける。

　ちょっとふらついた足取りで、姫乃が部屋に入ってきた。

「ど、どうした？」

「……その」

　と、姫乃は言いづらそうに口ごもる。

　なんだろう、またトイレだろうか。

　けど、そういうときはケータイを鳴らしてくれって言っといたし。

　大体ここは二階だ。ここまで来れるなら、トイレにだってもうひとりで行けるだろう。

　オレが首を傾かしげてると、姫ひめ乃のはますます言いづらそうに、

「えっと……ここ……で、寝て……いい？」

「へ？」

「だから……寝てると……魔物イヴルに襲われたり、とか」

「魔物に!?」

「いや、だから……そういう夢、見ちゃったり…………」

「ああ……」

　ビックリした。

　また例のメイドさんが現れて、魔物をけしかけてきたのかと思った。

　でも、そうだよな。

　風邪ひいてるときって、妙に心細くて、変な夢見たりするよな。

「分かった。いいぜ」

「…………ありがと」

　ポツリ、とそう言うと、姫乃はもそもそとベッドに潜り込んだ。

　と思ったら、

「それで……あの、さ……」

「ん？　枕合わないとか？　持ってくるか？」

「や……違うの……その……」

「？」

　今度はなんだ。

　なんだか、今日見た中で一番恥ずかしそうというか、照れくさそうな顔をしてる。

　トイレより、部屋で寝るのよりも、言いづらいことなのか？

　と、そこでオレは気づいた。

　掛け布団からピョコンと飛び出した姫乃の右手。

　それを彼女は、もどかしそうに閉じたり開いたりしてる。

　…………マジか。

　それはちょっとハードルが高いぜ、お嬢様。

　ここで、気づかないフリをするって選択肢もオレにはあった。

　けど……。

「…………」

　オレはイスを持ってきて、姫乃の横に座ると。

　空を握る寂しげな手に、自分の左手を重ねてみた。

「っ！　シツジ……」

「このほうが落ちついて寝れるかと思って。イヤなら止やめるけど」

「……」

　フルフルと、緩く首を振ると、姫ひめ乃のは小さく「おやすみ」とつぶやいて目を閉じた。

　わりとすぐに寝息を立て始める。

　呼吸は、随分楽そうになった。だいぶ回復してるみたいだな。

　握った手も、まだちょっと熱いけど、それほどじゃない。

　オレはそっと安あん堵どの息を漏らした。

　……それにしても。

　今日は姫乃の意外な面を見まくった気分だ。

　ちょこちょこ強がろうとするところは、前と変わってないけど。

　でも、オレに頼ろうとしてくれる。

　弱さを、隠さないでくれる。

　それはありがたい。

　オレも、魔物イヴルの群れに飛び込んで、こいつを助けた甲か斐いがあったってもんだ。

「…………」

　そういえば──。

　オレは、すっかり眠り込んでいる姫乃の顔を見る。

　このお嬢様は、あのときのことをどう思ってるんだろ？

　改めて訊きいたことはなかったので、ちょっと気になる。

　っていうか訊けるわけないよね。

『オレが執事になってやるって言ったら、キミ大泣きして抱きついてきたわけだけど、そのことについてどう思ってる？』

　とか、むりむりむり！

　間違いなくそれ、記憶消すために殴られるパターンだよ。消火器とかで。

　うん……あまり、ほじくり返したりしないほうが良さそうだ。

　少なくとも、今は、それなりになんとかやってるわけだし。

　別にそんな現状に不満があるわけじゃない。

　昨日みたいに一緒に出かけたり、風邪をひいたときにこうやって、魔法契約テスタメントと関係ないほうの手を握ることくらいはできる。

　悪くない関係だと思うぜ。

　執事とご主人様にしちゃ、ちょっと変な感じだけどな。
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「…………」

　……どうやら寝てしまってたらしい。

　時計を見れば、もう十時を回ってる。

　イスに座ったまま寝ちゃうなんて、なんだかんだで疲れてたんだろうか。

　握ってた手はいつの間にか離れ、姫ひめ乃のはいつもみたいに子猫ばりの丸まりポーズで熟睡してた。

　オレも寝ようかな……。

　毛布とか持ってきて床で寝ればいいだろうか。

　姫乃が起きたときにいなかったら、文句言われそうだしな。

　早くそのぐらいの元気を見せてほしくもあるけど。

　そんなことを考えて苦笑しながら、オレは部屋を出た。

　家はしんとしてて、電気もついてない。

　どうやら、朱あか音ねとニノはまだ帰ってきてないらしい。

　ずいぶん遅いな……。

　夕飯いらないって言ってたし、あのふたりのことだから、心配ないとは思うけど。

　オレは、一応「先に寝てる」とふたりにメールしといてから、布団を取りに行く。

　が、考えてみれば、我が家の布団って、予備も含めて全部使用中なんだよな……。

　当然、朱音とニノは、帰ってきたら使うだろうし。

　となると、使えるのは姫乃のものしかない。

「……ま、怒りはしないだろ」

　自分だって人のベッドで寝てるんだし。

　というわけで、オレは、布団を手に入れるため姫乃の部屋へ。

　……改めて意識すると、なんか緊張するな。

　部屋の主がいないのに入るってのがよけいに。

　暗いので壁のスイッチで電気をつける。

　その瞬間だ。

「っ!?」

　オレの視界に、ありえないものが飛び込んできた。



　植物の蔓つるが部屋中に張り巡らされていた。



　細くて緑色で、ところどころに葉っぱをつけている。ブドウの蔓みたいに見える。

　それが、姫乃の部屋のそこらじゅうで育っていた。

　まるで遠未来を舞台にしたＳＦ映画みたいな光景だ。

　人類が滅びて何千年後、都市は森に飲み込まれ……ってやつ。

「な──あ？」

　いくらなんでも意味不明すぎる。

　オレはどう反応すればいいのかまるで分からなかった。

　そして、反応するような隙すきも、与えられなかった。

　蔓つるが何本か、すごい勢いでオレに襲いかかってきたのだ。

「あぐっ……！」

　そしてあっという間に、身体からだ中じゆうをぐるぐる巻きにされてしまった。

　くっ……なんだってんだ一体！

　見れば、蔓の群れは、細く開いた窓から部屋の中に侵入してきていた。

　そしてその窓が、ガラリと開けられ、

　一人の人間が部屋へと入り込んできた。

「──お前っ！」

　オレは叫び声を上げる。

　その人物が誰だったのか。

　言うまでもないかもしれない。

　おととい、プールでの魔物イヴル退治のとき、屋上に姿を見せ、

　昨日、森林公園でオレと姫ひめ乃のを木陰から覗のぞき込んでいた、

　あの、メイドさんだった。



「……こっちが捕まりましたか」

　そんなことをつぶやきながら、メイドさんは部屋に入ってきた。

　おい、土足のまま上がりこむなよ。

　……なんて言ってる場合じゃない。何者なんだ、こいつは。

　オレは、突然の侵入者を見る。

　メイドさん、とずっと言ってたけど、彼女が着てるのは純粋なメイド服じゃなかった。

　なんというか、メイド服とゴスロリドレスの中間みたいな、やけにダークな雰囲気のメイド装束である。ブラックメイドって感じ。

　彼女自身も、そんな雰囲気だ。

　年齢はオレとそう変わらないだろうに、まるで数百年前からメイドを続けてますって感じの無表情。

　主の命令には絶対服従。他の人間の言葉は聞く耳持ちません、って雰囲気。

　緑色のパッツン前髪の下で、オレを見据えてくる目は、黒インクを流し込んだみたいに重く沈殿している。

「……なんですか。こちらを見ないでいただけますか。穢けがらわしい」

「…………」

　……あれー、おかしいな。

　何もしてないはずなのに、なんで初対面で印象がマイナスなの？

「まったく、そもそもなぜゴミ虫が鷹たか宮みや姫ひめ乃のの居室に入ってくるのです。お陰で計画が狂ってしまいました。まあどうせ下半身でしか思考できない憐あわれなクソ虫のことです、鷹宮姫乃が弱っている間に、彼女の私物を舐なめたり、匂いをかいだりするつもりだったのでしょう。なんて浅ましい」

　あの、さっきから彼女の独り言に登場してるゴミ虫とかクソ虫って、ひょっとしてオレのことでしょうかね……？

　なんでオレ、そんなに嫌われてるの？

　……いや、それより。

「おい、どういうことだ。お前、もしかして姫乃を襲うつもり──」

「話しかけないでください、ゴミ虫。妊娠してしまうではないですか」

「なんでだよっ」

　オレ、そんな空気感染みたいなことできないからね!?



    

  
    
      



    

  
    
      

　ヤバい。ひょっとしてこの人、会話が成立しないタイプなのかも……。

　と思っていると、

「まあ、手間が省けたので良しとしましょう」と彼女は無表情のまま、

「仙せん堂どうクズ。一緒に来てもらいます」

「名前みたいに言うなよ！」

　ええい、オレに対する暴言はとりあえずどうでもいい。

　それより──こいつの標的はオレなのか。

　やっぱり、オレの魔力を狙う、どこかの魔法使い組織の人間ってわけか。

　ってことは、この植物の蔓つるも魔法だな。

　くそっ、ニノの言ってた防ぼう護ご壁へきとかいうの、全然役に立ってねえじゃねえか！

「この……放せよっ！」

　オレはもがくけど、蔓はきつくしまっていて解けそうにない。

「動かないで下さい。気色悪いです」

「だったら解け！」

「いいですよ──目的の場所に着きましたらね」



「いいえ。ここで解いてもらうわ、いおり」



　聞き覚えのあるその声も、窓の外から聞こえた。

　そのとたん、メイドさんの表情が急変した。

　邪魔が入ったと顰しかめ面に──なると思うだろ？　オレも思った。

　けど違った。

　メイドさんはものすごく嬉うれしそうな、なんていうか「でれっ」とした顔で、

「──朱あか音ねお嬢様っ！」

　喜びに満ち溢れた声を上げた。

　が、それも一瞬。

　窓の外から炎の弾がいくつも飛び込んできて、正確に植物の蔓だけを焼いていく。

「くっ……」

　突然の攻撃に、メイドさん──いおりって呼ばれてたな──は表情を引き締めた。

　左手を差し出し、まるでオーケストラ指揮者のように腕を振る。

　その動きに合わせて、残っていた蔓が窓の方へ向かって伸びる……けど。

　すでに形勢は逆転していた。

「そこまでだよ、桜さくらいおり」

　いつの間にか室内に侵入していたニノが、いおりの背後に立っていた。

　と言っても、普通ならなんの牽けん制せいにもならないだろう。

　いくら天才でも、二十四歳でも、体格は子供なのだ。

　決定打になったのは。

　彼女の、白衣で隠れた手に持たれた、一枚の紙。

「……術式符マークス──衝撃波を発動させるタイプですね」

　いおりは悔しそうに言う。

　今朝、オレが渡されたのと同じ物のようだった。

　ニノはニヤリと笑みを浮かべて、

「そうだよ。この距離で使えば、確実に気を失うだろうね。作るのに結構時間がかかるから、できれば使わせないでほしいな。お前だって、気絶して、少年に身体検査をされたくはないだろう？」

「オレはそんなことしねえよ！」

「くく、冗談だ」

　そう言ったニノに対して、

「…………」

　メイドさんはジッとこっちを睨にらみつけたあと、観念したように、上げていた腕を下ろした。

　ちょっと待て。今、本当にオレに身体検査されるのを恐れて降参しなかった？

　なんでこのメイドさんの中で、オレはそんなに悪印象なんだよ……。

　なんて思ってる間に、部屋に張り巡らされた蔓つるが、まるで霧みたいに消えていった。

　オレの拘束もようやく解けた。ふぅ……良かった。このまま簀す巻まき状態で東京湾行きかと思ったぜ。このメイドさんならやりかねない。

　決着がついたと判断したのか、朱あか音ねも窓から部屋に入ってきた。

　今朝、学校へ向かったときと同じ制服姿だ。

　朱音の姿を見たいおりが、また一瞬「でれっ」となって、またすぐ無表情に戻ったように思ったんだけど、気のせいかな……？

「──なんですかウジ虫。わたくし、ウジ虫に身体検査をされるくらいなら、舌を噛かんで死にますから」

「…………」

　ちょっと視線を向けただけでこの言われよう。

　オレはちょっと落ち込みつつ視線を逸そらす。

　いいよ……今はそれより、気になることがいっぱいあるんだし……。

　気になるっていうか、もう何がなんだかわけが分からないよ！



　　　　　●



「じゃあこの人、朱あか音ね会長のメイドなのか」

「ええ。桜さくらいおり。正確には、元メイド、なのだけれど」

　引き続き、オレがメイドさんに襲撃を受けた姫ひめ乃のの部屋。

　オレが確認するように言うと、朱音はそう訂正した。

　オレが床に座り、朱音は机に寄りかかっている。下アングルから見る巨乳もたまらないぜ！

　……なんてことを想像しただけで、部屋の隅にいるメイドさんにすごい目で睨にらまれるんだけど、どういうことなの……？

　ちなみにニノはそのメイドさん──桜いおりの横に立ち、相変わらず術式符マークスを突きつけている。

「元、っていうと？」

　オレが問いかけると、朱音は頷うなずき、

「わたしが小さいときから、彼女にはメイドをしてもらっていたわ。お世話係と言うよりは、ボディガードとしての面のほうが大きかったけれどね」

「あの魔法か」

「ええ。土系統の変異種。魔力を植物みたいな形で具現化する能力よ。分類上は退魔師プリーストだけれど、銃弾を防いだり、襲撃者を捕縛したり、まさにボディガード向きの魔法ね」

　確かに、あの拘束はまったく解けなかった。まさに手も足も出ない状態だ。

「ずいぶんと助けられたわ。彼女のお陰で命拾いしたことも、少なくはない。けど……」

「けど？」

「わたしが中学を卒業すると同時に、お父様は彼女の任を解いてしまった。確かに、わたしはすでにボディガードが必要ないくらい魔法が上達していたから」

　そうか。

　朱音のボディガードと言っても、雇い主はその父親なんだな。

　朱音の父──鷹たか宮みや清せい十じゆう郎ろう。現鷹宮家当主だ。

「じゃあこの人は、今は鷹宮家のメイドさんってことか……ん？　でも、なんで鷹宮の人間がオレをさらおうとするんだ？」

　鷹宮家がオレを狙っている、というのは分かる。

　けど、そのために清十郎は、朱音にオレの勧誘をさせてるんじゃなかったっけ？

　なのになんで、またわざわざいおりにまでオレを襲わせたんだ。

　そんなオレの疑問に朱音は、

「彼女は今、正確には鷹宮家の所属ではないのよ」

「え？」

「貸し出しというか、出向、派遣……って言えばいいかしらね。とにかく、鷹たか宮みや家とつながりのある別の魔法使い組織に出張中、なのよ」

　イメージがつかみにくいけど……。

　オレの頭に浮かんだのは、部活の大会のときだけ参加する助すけっ人とだった。

　いおりの隣のニノが言う。

「ま、よくあることだよ。現代の魔法使いは、何らかの主義主張があって組織に所属してるヤツは少ないからね。利害関係や雇い主の意向で、ポジションを変えることは珍しくない。で──」

　とニノは傍らのメイドさんを見る。

「桜さくらいおり。お前が今所属しているのは──聖骸教団ホーリイ・コープス。その日本支部だね」

「……っ」

　いおりの表情が、ほんのちょっとだけ揺れる。

「聖骸教団？」

「ヨーロッパの魔法使い組織だよ、少年。現存する世界最古の魔法使い組織であり、世界最大の退魔師プリースト集団さ。また、凄すごいところに目をつけられたもんだよ、きみは」

「…………」

　オレは背筋が寒くなる。

　世界中の魔法使いに狙われることになる、とは聞いてたけど、こうして実際に襲われたとなると、シリアス度が違う。

「……なぜ分かったのです」

　そういおりが問う。

　確かに、それだけすごい組織なら、セキュリティもさぞ万全なんだろう。簡単に情報を得られるとは思えない。

　が、ニノは、

「なぜって──聖骸教団日本支部のサイトに『新人入団！　ゴスロリメイドきたー！』って記事が載ってたぞ」

「…………」

「…………」

　オレといおりは一様に沈黙した。

　ノリが軽過ぎないか、世界最古の魔法使い組織……。

　ニノは苦笑しつつ、

「まあ、あのサイト、一般人は閲覧できないからな。魔法使いに対しては隠すほどじゃないってことだろう。というより、そうやって情報を公開するってことは、そこに意図がちゃんとあるんだよ。そうして、人員を揃そろえていることを喧けん伝でんして、日本での活動を本格化することを予告している、とかな」

　なるほど……。

　とはいえ、そんな魔法使いの組織の動きなんかは、オレにとってはあまり興味はない。

　それより気になるのは……。

「なあニノ」

「なんだい、少年？」

「いお──この人が聖骸教団ホーリイ・コープスにいることを、ついさっき知ったのか？　それで会長とふたりで慌てて家に戻ってきたとか？」

　そうしたらタイミングよくオレが襲われていた……なんて筋書きを想像する。

　ちなみにさっきからオレがこのメイドさんを名前で呼べないのは、いの字を口にしただけですごい目で睨にらまれるからです。なんなんだよ、もう……。

　で、ニノはオレの問いに首を振った。

「いやいや、昨日──姫ひめ乃のの診察を終えて、キミから話を聞いたあと、すぐに調べて分かったことだ。朱あか音ねに心当たりがあったからね、すぐに判明したよ。キミと姫乃を襲っているのがこの桜さくらいおりで、彼女が今聖骸教団に所属している、ということはね」

「へ？　でも会長、昨日は知らないって──」

「ふふ。ごめんなさい。あれは嘘うそよ」

　ええー……？　どういうことなの？

「昨日の時点では、まだシツジくんには知らせないほうがいいと思ったの。いおりの意図が分からなかったから。だからこうして網をはって、いおりがまた現れるのを待っていたのよ」

「網をはって……待ってた？」

　ちょっと待て。それってつまり……。

「会長も、ニノも……どっか行ってたんじゃないのか？」

「くく……そうだよ、少年。ワタシも朱音も、今日は一日、ずっとあそこに潜んでいた」

　とニノは窓の外を指さす。

　そこは庭で、その傍らには物置がある。

　……マジかよ。

「じゃあ防ぼう護ご壁へきとか言ってたのも……？」

「ああ。実際に張っていたのは、域内での魔力の使用を感知するための術式だ。おかげでこうして、キミが連れ去られる前に助け出すことができただろう？」

「それはありがたいけど……」

　ってことはなにか。

　朱あか音ねとニノはふたりして、いおりを捕獲するために、オレと姫ひめ乃のまで騙だましてたってわけか……。

「そう怒るなよ、少年。教えれば、きみは警戒してしまっただろう？　そうすれば、いおりはもっと搦からめ手で攻めてきたかもしれない。そうなると、対処が厄介になるからね」

「いや、怒っちゃいないけど……」

　ニノの言うとおりだ。

　いおりを誘おびき出す作戦だと知っていたら、自然に振る舞えた自信はない。

「じゃあ結局、」とオレは自分なりに話をまとめてみる。

「ニノの予想が当たってたってわけか。魔法使い組織の人間がオレを狙ってるっていう」

　プールでの魔物退治の際に屋上にいたのは、監視中だったんだろう。

　昨日の、魔物による襲撃は、オレの主である姫乃の戦力を測るためで。

　その姫乃が風邪で寝込んだので、チャンスと考えて、オレをさらう目的を実行しようとした……。

「そういうことだろうね」とニノ。

「けど、今回はこちらのほうが一枚上うわ手てだったってわけだ。残念だったね」

「…………いえ」

　と。

　メイドさんは、ニノの言葉を否定した。

　無表情のまま。

　朱音に視線を向け、

「──お嬢様」

「なにかしら、いおり。元主のよしみでお仕置きはしないであげるけど、聖骸教団ホーリイ・コープスには正式に抗議させてもらうわ。これは違法行為で、れっきとした協定違反に当たるもの」

「いえ──お仕置きはむしろされたいのですが──それはともかく、」

　……なんかこの人、変なこと口走ったぞ。

　と、オレがツッコミする間もなく、いおりは言葉を続ける。

「今回のわたくしの行動──このゴミ虫を捕獲するという行動は、聖骸教団の意思ではありますが、それだけではないのです」

　ん？　どういうことだ？

　オレはこの毒舌メイドさんの言ってる意味が分からない。

　が、朱音とニノは何かを察したらしい。表情を変えた。「まさか」と朱音が呟つぶやく。

「はい」とメイドさんは頷うなずき、

「清せい十じゆう郎ろう様からも、同じ命令を受けました」

　清十郎──朱音の父親。鷹たか宮みや家当主……。

「そして清せい十じゆう郎ろう様から、朱あか音ねお嬢様への言こと伝づても、同時に承っております」

「…………」

　沈黙する朱音に、いおりはそのメッセージを伝えた。



「『いおりに協力し、仙せん堂どう志し津つ二じを捕らえよ。そしていおりとともに、新たな命あるまで聖骸教団ホーリイ・コープスに身を置くように』」



　おそらく一字一句違たがわずだろう。

　手紙を読み上げるかのような、いおりのその言葉に。

「…………っ」

　朱音の態度が一変した。

「ふふ……そう。なるほどね」

　言いながら、寄りかかっていた机から身を離す彼女は、辛つらそうな、あるいは苦しそうな表情を浮かべていて。

「……やっぱり、わたしだけでは信用できないのね、あの人は。実の娘でさえ……仕方ないか。そんなこと、昔から知っていたこと──」

　そう独り言を口にする彼女の顔に、オレは見覚えがあった。

　この前、なかなか起きてこない朱音を起こしに行ったとき、姫ひめ乃のが乱入してくる直前に浮かべていた、あの表情。

　それに、生徒会の仕事を手伝っていたとき、父親との電話を終えて戻ってきた会長も、こんな顔をしてなかったか？

　そうか──。

　ひょっとして、朱音はずっと、悩んでたのか？

　父親の命令通り、オレと本契約を結んでいいのかどうかってことを？

「逃げろ、少年！」

「──っ！」

　オレの思考を遮るように、ニノの一喝。

　同時に彼女は、手に持っていた術式符マークスを朱音に向かって投げ放つ。

　が、それが魔法を発動するより早く。

　いおりが左手から具現化した蔓つるが伸びて、それを真っ二つに破り裂いた。

　うわ、何いまの!?

　空中の、何もないところからいきなり手品みたいに蔓が現れたぞ。

　火やら水やら風やらはまだ違和感なかったけど、植物ってのはちょっと妙な感じだ。

　なんて思ってる間に、蔓はどんどん増殖していった。

　ニノと、少し離れたところにいたオレまでも、あっという間に拘束してしまう。

　……くそ、また簀す巻まき状態かよ！

「くっ……」

　ニノはもがいて何かしようとしている。

　もしかして拘束を解く策があるのかもしれない。

　しかし、朱音会長が放った炎弾がそれを牽けん制せいする。

「動かないで、先生。わたしはあなたに怪け我がをさせたくないわ」

「くく──奇遇だね。ワタシもお前に怪我をさせたくないよ」

「…………」

　その皮肉めいた口調に、朱あか音ね会長は辛つらそうに唇を噛かむ。

　が、それも一瞬。

　すぐに彼女は身を翻し、窓の方へ移動する。

「行きましょう、いおり」

「はい──お嬢様」

　何やら複雑な感情を滲にじませながら、その呼び名を口にして。

　いおりも会長に続く。

　オレも、蔓つるに軽々と抱えられてそのあとに続く。

　ニノは置いていくらしい。

　と、そこへ。



「ちょっとバカシツジ……あんた人の部屋で何騒いでるのよ……」



　ドアを開けて、姫ひめ乃のが顔を出した。

　目が覚めて、オレがいないことに気づいて下りてきたんだろう。

　だいぶ調子は良くなったみたいだけど、まだちょっと熱っぽい顔をしてる。

　その表情が、困惑に染まった。

「え……なに、これ……？」

「姫乃っ！　逃げ──むぐぐぅ……」

　叫ぼうとしたオレの口を、蔓が猿ぐつわみたいに塞ぐ。

「シツジっ！　朱音……あんた、どういうつもり……！」

　状況が見えてきたらしい。

　姫乃は窓から外に出ようとしていた会長に向かって叫び声を上げる。

　が、その勢いは続かない。すぐに息が荒くなって、苦しそうに咳せきこんだ。

　そんな姫乃から、朱音は視線を逸そらし、窓枠に手をかける。

「……ごめんなさい」

　そして、小さい声でそう言って、外へ飛び出した。

　その声には、もう迷っているような響きは感じられない。

　この短時間で、自分の態度を決めてしまった──そう感じられる、すごく落ち着いた、でもすごく冷え切った、決別の言葉だった。

　いおりと、蔓つるに拘束され抱えられたオレがそれに続く。

「──この……待ちなさい、朱あか音ねっ……シツジ────!!」

　窓に駆け寄って声を上げる姫ひめ乃のと。

　その足下、先ほどの戦闘に巻き込まれてしまったんだろう、腕と脚が一本ずつ取れてしまった黒猫のぬいぐるみが視界に飛び込んで。

　直後、蔓に目を覆おおわれて、オレは何も見えなくなってしまった。



    

  
    
      


５　裏切りのあとに



「──っはぁ！」

　やっと拘束が解かれた。

　鼻で呼吸ができるとはいえ、目も耳も口も、それに全身覆われてるってのは、息苦しいもんだぜ。

　感覚を遮断されてたもんだから、どれくらい時間が経たったかも、どれだけ移動したかもよく分からなかった。

　でも、長くても一時間ってところだろう。

　周りを見回してみる。

　ソファがあって、机があって、暖炉があって……やたらに豪華な応接室って感じだ。

　ただ、姫乃のいた鷹たか宮みや家の離れと違っているのは、その暖炉の上に十字架がかかっているってことだ。

　……ニノが言ってた、聖骸教団ホーリイ・コープスの日本支部ってところか。

　それはいいんだけど、こんな立派な応接室で、なんでオレは床に正座させられているんでしょう？

　いや、勝手にソファにでも座ればいいじゃんって思うかもしれないけど、それができないのだ。

　なにしろ、解放されたとたん別の蔓つるが巻き付いて、オレの脚をこの体勢に縛り上げてしまったんだから。

　ついでに腕も後ろ手に縛られているので動けない。

　下がふかふかの絨じゆう毯たんなのがせめてもの救いか……。

　くっそ！　なんで男なんか縛ってんだよ！　縛るなら朱あか音ね会長だろ!?　で、胸を、こうキュッとやったりとか……もっと色々あるんじゃないのかっ!?

　──で。

「あのー……」

　オレは、目の前に立っている人物に声をかける。

　無言、無表情でオレを見下ろすメイドさん──桜さくらいおりに、である。

「…………」

「これ、解いてくれない？」

「口を開かないで下さい、ゴミ虫。耳が腐ったらどうしてくれるのですか」

「…………」

　取り付く島もない、ってこのことだな。

　そもそも、無表情というには彼女の視線は冷たすぎる。

　オレを凍死させるつもりなんじゃないだろうか。

　……そういや、朱音の姿がないな。

　別の部屋にいるのだろうか。

「…………」

　オレは、さっきの朱音の態度の急変を思い出す。

　清せい十じゆう郎ろうの伝言を聞いたとたん、いおりの側についた……あれはどういうわけだろう。

　姫ひめ乃のが前に言ってたな。

　朱音は、父親の言うことに逆らえないんだって。

　あれも、そういうことなんだろうか。

「なあ──」

「あなたはしばらくこの聖骸教団ホーリイ・コープス日本支部に拘束されます」

　オレが朱音のことを訊きこうとしたのを遮って、いおりは言ってきた。

　オレと会話してるとはとても思えない、事務的な口調だ。

　まるで、録音された音声を聞かされてる気分。

「いずれわたくしと朱音お嬢様と一緒に、鷹たか宮みや家へ移動することになります。それまで、おとなしくしているよう忠告します。もし余計な行動をとってお嬢様に迷惑がかかるようなことがあれば、わたくしはあなたを殺します」

「…………」

「比喩ではありませんよ」

　言われなくても分かるぜ……。

　だってこのメイドさん、目がマジだもん。

　オレのせいで朱あか音ねに危害が加わるようなら、ホントに何の躊ちゆう躇ちよもなく、オレをあの世に送るだろう。

　怖すぎる……。

　けど、お陰でひとつ分かったことがある。

　……ちょっと試してみるかな。

「あのさ……」

「あらかじめ言っておきますが、あなたのような毒虫の頼みを聞く気など初めからありませんので、説得などは諦めて下さい。わたくしを不快にするだけですから」

「いや、そうじゃなくて。あんた、朱音会長の写真、落としてたよね。森林公園で──」

　瞬間。

　いおりの表情が変わった。

　いや、無表情なのは同じなんだけど。

　無表情のまま、目が「カッ」って感じに見開かれた。

　怖い怖い怖い！

「あなたが、盗とったのですか」

「ちちち違うよ！　落ちてたのを拾ったんだよ！　偶然！　たまたまだって──」

　慌てて説明するオレの言葉を、聞いてるのかどうなのか。

　いおりはオレに掴つかみかかってきた。

「おかしいと思ったのです……なくしたことに気づいて、すぐに戻ったのになくなっていて……あの日は風がなかったのに、どうしてかと思えば……っ！」

「あの、ちょっと……」

　ヤバいよこの人。オレを睨にらむ目が殺人鬼みたいに狂気的だよ！

「返しなさい今すぐ返しなさい返さないと殺しますよ脅しではありませんよどこですかどこにあるんですかさっさと出して下さいさぁさぁさぁ！」

「うぐっ……くるしっ」

　オレは正座の姿勢のままひっくり返され、背中を絨じゆう毯たんに押し付けられた。

　そしてその上にいおりが馬乗りになり、襟首をグイグイと締めあげてくる。

「どこにあるのですか！　写真！　朱音お嬢様の写真！」

「……うぅ……ポケット……」

　なんとかそれだけ答えると、いおりは馬乗りになったまま、そこから写真を取り出す。

　写真を見たとたん、いおりの表情が一瞬「でれっ」としたものに変わった。

　今にもよだれを垂らしそう。

　写真にキスとかしかねない勢いだ。

　馬乗りになった状態でそういう表情をされると、いろいろ想像してしまうので困る。

　しかも、この距離で見るとよく分かるけど、このメイドさん、巨乳だぞ！

「…………」

　と。

　ようやく正気に戻ったらしい。

　元の無表情に戻ったいおりは、写真をメイド服のポケットにしまいながら、オレの上から下りた。

　オレを元の体勢に戻すと、ふたたびその正面に立つ。

　……振り出しに戻った。

　けど、思ったとおりだった。

　このメイドさん、朱あか音ねのこと大好きだろ！

　それもちょっと──いやかなり、危ないレベルで。

　……ってことは。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ねえ、いおりさん──」

「……」

　物理的に刺さりそうな視線で睨にらまれたけど、ここで挫くじけるわけにはいかない。

　オレとこの人の間には、たぶん、すごい誤解がある。

「えっとさ、ひょっとして、オレが朱あか音ね会長にいやらしいことしてるとか思ってない？」

　それで初対面から、オレへの好感度がマイナスだったんじゃないだろうか？

　確かに、朱音会長は巨乳だ。

　そしてオレは巨乳好きで、朱音会長のお胸様は神の領域だと思っている。

　あの感触を思う存分堪能したいって気持ちはいつだってある。

　でもオレだって、やって良いことと悪いことの区別はつくんだぜ。

　どんなに触りたくても揉もみたくても、人の胸に勝手にいやらしいことをするのはよろしくない。

「そもそもあの家には、朱音会長が自分で転がり込んできたんだし、契約しろって言いながら迫ってくるのも、会長のほうからだぜ」

　オレはそう、頑張って説得するんだけど、

「そんなことは知っています」

　いおりはバッサリと、そう言うのだ。

「……へ？」

「朱音お嬢様があなたと魔法契約テスタメントを交わし、執事バトラーにするために手を尽くしておられたことは重々承知です。けれどそれは、あなたが大量の魔力を保有しているという、ただそれだけのためのこと。お嬢様もきっと、嫌悪感に苛さいなまれながら、あなたのようなクソ虫の懐柔を仕方なく続けていたに決まっています」

「あの、ちょっと……？」

「けれどあなたというゴミ虫は、お嬢様の寛容さにつけ込んで、卑劣な行いを毎日のように繰り返していたのでしょう？　毎日お嬢様の入浴を覗のぞき込んでいたに違いありません。毎日お嬢様の下着の匂いを嗅いでいたに決まっています。毎日お嬢様の寝室に忍び込んで寝顔を観察していなかったはずがありません。朱音お嬢様は完璧に美しく、究極に愛らしいので、あなたのような思考のほとんどが性欲で占められている生物ならば、そうなって当然でしょう。なんて羨ま──不ふ埒らちなんでしょう。許せません許せません許せません！」

　うわああああ……！

　駄目だ、誤解とかそういうレベルじゃなかった。

　この人にとっちゃ、朱音と一緒に住んでる男、って時点で断罪の対象なんだ。

　けど……それでも、このまま放ほうっておいたら、この人の中でオレのイメージがどんどん悪化していく。

　なんとか今のうちに改善しておかないと、この場で蔓つるに絞め殺されかねないぞ。

「あ、あのさ……オレは、朱あか音ね会長と一緒に住んでるけど、会長をどうこうしようっていう気はないからね」

　オレは、はっきりそう告げる。

　いおりは目を丸くして驚きよう愕がくした。

　信じられない、って顔だけど、なんとか言葉は通じたようだ。

　やれやれ、これで冤えん罪ざいは免れたか……

「──まさか、朱音お嬢様以外も狙っていたのですか」

　……あれー？

　言葉がなんかおかしな方向にネジ曲がっちゃってるよ？

「……ひょっとして、鷹たか宮みや姫ひめ乃のと鷲わし塚づかニノもすでにこのウジ虫の餌食に……なんて憐あわれな……同情を禁じえません」

「あの……ちょっと、いおりさん……？」

　なんかすごい勢いで、誤解が上塗りされてってる気がする。

「……美の化身と言ってよい朱音お嬢様の間近にいながら他の女性に目移りするなど信じがたいことですが……性的なことしか考えられないこのゴミならば、それも無理もないことでしょうか……ならば、試してみる価値はあるのかもしれません」

「へ？　……うわっ」

　いきなり。

　オレを縛り上げていた蔓が持ち上がって、オレの身体からだをソファの上に放り投げた。

　同時に、腕と脚の拘束が解かれる。

　なんだか分からないけど動けるようになった……わけじゃなかった。

　蔓の代わりに、ふたたびオレの上に馬乗りになったいおりが、動きを封じていた。

　や、足は動かせるんだけどね。

　両腕を押さえられ、胴を両脚でガッチリ挟み込まれちゃって、身動きは取れなかった。

　ボディガードだってことだし、体術でもマスターしてるんじゃないだろうか。

　まるっきり、抵抗できなかった。

「…………」

「……な、なに？」

　ジッと、無表情でオレを見てくるいおり。

　ちょっと、あの、このシチュエーションはマズい。

　ゴスロリちっくなメイドさんに乗っかられるとか、興奮しないほうがおかしいよね？

　しかし、さらに衝撃の展開がオレを待っていた。

　メイドさんは、オレの手首を掴つかんで持ち上げると、

「ちょ、ちょっと!?」

　自分の両胸に押し付けたのだ。

　ほにゃ、っとした柔らかい感触が、オレの手のひらに満ち溢れる。

　これは……！　すごい隠れ巨乳だ！

　もちろん朱あか音ねには敵かなうはずもない。

　けど、服の上から見て想像していた以上に、彼女の胸はボリューム豊かだった。

「って、ちょっ……それ、はっ、まず……いって！」

　押し付けたどころじゃなかった。

　いおりはオレの手を上から押さえると、自分の胸を、揉もみしだかせ始めた。

　とんでもない刺激が手からオレの脳をダイレクトアタック！　もうやめて！　シツジの理性はもうゼロだよ！

　いったいどうしちゃったのこのメイドさん!?

「──どうですか？」

　なんか、行動と合わない、異常に冷めた声のいおり。

　見れば、彼女の顔は、なんていうか、すっごい嫌そう。

　無表情のままなのに、オレのことを、まるで痴漢かなんかみたいに思ってるのがハッキリ分かるよ。不思議！

　そんな不快な表情のまま、メイドさんは、

「朱音お嬢様とは、比べ物にならない──いえ、比べることすら失礼なレベルですが、わたくしもそれほど問題のある容姿ではないと思います。といいますか、あなたのようなクズは女であればなんでも良いのでしょう？　でしたら──わたくしがお嬢様の代わりに、あなたのものになります」

「…………はぁ!?」

「だから、あなたの性欲の処理を引き受けようと言うのです。身体からだを捧ささげようと言うのです。頭のてっぺんから足の指先に至るまで、唇も手も胸も腹も尻も脚も処女も全部全部全部あなたに差し上げます」

「…………」

　想像してみて欲しい。

　こんなセリフを、ゴスロリちっくなメイドさんに。

　嫌悪感丸出しの顔で言われる気分を。

　……いや、特定の人には需要がありそうだな。

　でも、残念ながらオレにはそういう趣味はない。

　だから、全然嬉うれしくないのだった。

「ちょっと、ちょっと待って！」

「なんですかゴミ虫。まだ何か足りないとでも言うのですか。いいでしょう。お嬢様のためです。たとえどんな変態行為を要求されても、わたくしは拒んだりはいたしませんよ」

「そうじゃなくて！」

　オレはずっと胸に押し付けられていた手を、ようやく振り解ほどく。

　はぁ……なんとか意識を失わずに済んだぜ。

「オレはそんな変態じゃない！　性欲を持て余してもいない！」

　──かどうかは微妙なところだけど、こうでも言わないとこのメイドさんにまた誤解を与えかねない。

「朱あか音ね会長の身体からだを狙ってなんかいないよ。無理やり襲う気もないし、言いくるめてうまいことヤッちゃおうなんて考えてもいない。手を出す気はないんだ。だから──」

「…………」

「だからいおりさんが心配することは何もないし、ましてや代わりに身体を捧ささげるとか、そんなこともしなくていいんだよ。誓って、オレは会長に、手を出したりはしない」

「………………」

　いおりは。

　オレの言葉を黙って聞いて、そのまま考え込むように口を閉ざした。

　これでさすがに、疑いは晴れただろう。

　……と思ったら、

「──信じられません」

「へ……？」

「朱音お嬢様に手を出さない……魅惑されないなんて、そんな生物がこの世に存在するはずがありません。今のはハッタリでしょう。そうやってまずはわたくしを懐柔し、味方につけ、外堀を埋めて攻略する……そういう浅はかな計略なのでしょうそうでしょう」

「ち、違っ……オレは、本当に手を出したりしないって……」

「たとえその言葉が事実だとしても──」

　ギロリ、と。

　なんかもう、虚うつろとしか言いようのない目でこちらを見ながら、

「朱音お嬢様に魅惑されない。そのことがすでに万死に値する罪です」

　そう言って、オレの首に手を伸ばしてきた。

　──うわああああああああっ！

　もうどうすりゃいいのこの人！

　なんかもう、全然焦点が合ってないよ。こっち見てるはずなのに、オレのことが視界に入ってないっぽい。ひょっとしたら、朱音の幻覚が常にこのメイドさんには見えてるのかもしれない。

　なんていうか、魔女狩りってこんなノリだよね。

　イエスと答えても、ノーと答えても、どっちにしろ有罪！　みたいな。

　これならいっそ、さっきのお誘いに乗ってたほうが良かったじゃん！

　殺されるくらいなら、ゴミのように蔑まれながらメイドさんとエロいことするほうが何億倍もマシだよ。きっとそっちの道にも目覚めてみせるよ！

　グッと首に手をかけられる。

　抵抗するけど、いおりの腕はピクリとも動かなかった。

　ああ……この世界がギャルゲーだったら、一個前の選択肢まで戻れるのに……なんてしょうもないことを考えてしまうくらい意識が朦もう朧ろうとしてきた。

　ところに。



『いけません、朱あか音ね様。困ります！』



　扉の向こうから、そんな声が聞こえた。

「！」

　とたん、いおりの手の力が緩む。

　ああ、助かった……。

　オレはゲホゲホと咳せき込む。

　そんなオレにもう興味はないと言わんばかりに、いおりはさっさとソファから下りて、扉の方に向かっていった。

　……ホントこの人、朱音大好きだな。

　が、いおりがたどり着くより先に、扉が勢い良く開けられた。

　その向こう──この応接間と同じくらい豪華に装飾された廊下。

　そこには、黒いローブを纏まとった、修道僧みたいな男の人と。

　朱音会長が立っていた。



　　　　　●



「朱音お嬢様……？」

　いおりが、困惑気味に呟つぶやく。

　それも無理はないだろう。

　会長は、ライオンのたてがみみたいなレッドヘアをわずかに乱し。

　金色の瞳は鋭くて。

　その顔に、いつものような笑みはなかった。

　いつもの、女王様みたいな余裕が感じられなかった。

　会長は、いおりの呼びかけには答えなかった。

　オレのほうへ歩み寄りながら、

「シツジくん、契約テスタメントしましょう」

「会長……？」

　唐突すぎるその言葉に、オレはソファから起き上がりながら声を上げる。

　いや、会長はいっつもオレに向かってそう言ってくるけどさ。

　今こんなところで口にするのは、場違いにしか思えない。

　朱あか音ね会長の態度や表情がいつもと同じだったら、冗談だと思っただろうな。

　けど、朱音は真剣そのもの。

　っていうか、必死ささえ感じられる。

「何を仰おつしやっているのです、お嬢様」

　いおりが言ってくる。

「さきほどお伝えした言葉を忘れたのですか？　清せい十じゆう郎ろう様の──」

　と彼女は、扉のところで呆ぼう然ぜんと成り行きを見守っている男の人をチラリと見た。

　そしてなぜか、言葉を途切れさせた。

　彼はおそらく聖骸教団ホーリイ・コープスとやらの人間なんだろう。

　いおりは、教団の人間に、清十郎の言葉を聞かせたくないのか？



『いおりに協力し、仙せん堂どう志し津つ二じを捕らえよ。そしていおりとともに、新たな命あるまで聖骸教団に身を置くように』



　それが、さっき姫ひめ乃のの部屋でいおりが伝えていた、清十郎の朱音への命令だ。

　そして、いおりはさっきオレに、こうも言ってきた。



「いずれわたくしと朱音お嬢様と一緒に、鷹たか宮みや家へ移動することになります」



　そのことを、聖骸教団の人間に知られたくない。

　ってことは……鷹宮清十郎は、聖骸教団にいおりを貸し出して協力するフリをしておいて、隙すきを見てオレを鷹宮家に連れてこさせようとしてるってわけか。

　そしてその際、いおりをサポートさせるために朱音に命令を出したんだ。

　ようやく、今回の騒ぎの背景が見えてきたぞ。

　……って、それじゃますます、今の朱音の行動が謎だ。

「…………」

　オレは朱あか音ねを見る。

　彼女は、いおりの言いたいことが分かったらしく、

「わたしは、」と戸惑うような声で言った。

「──何も、問題のあることなんて、していないわ。ただ、お父様が前に命令されたとおり、シツジくんとの本契約をしておこうと、思っただけよ」

「会長──」

　オレは動揺を隠せない。

　朱音は、父親の命令でオレと本契約を結ぶことを、躊躇ためらってたんじゃないのか？

　どうしてここで、自分からそれをしようとしてくるんだ？

　オレと違って、いおりは朱音の意図が分かったらしい。

　迷いのない口調で、

「そんな都合のいい解釈をなさらないでください。清せい十じゆう郎ろう様が新たに命を発したということは、以前の命令は取り消されたということ。それは、お嬢様もお分かりでしょう？」

「……それは」

「清十郎様は、朱音お嬢様がこのゴミ虫と本契約を結ぶ必要はないと判断されたのです。それ以外の利用法を、あの方が選択なさったということです」

「くっ……」

　朱音は苦しそうに顔をうつむける。

　利用法。

　そんな言葉に、オレはゾッとする。

　もしこのまま鷹たか宮みや家に連れてかれたら、オレは一体どんな目に遭うっていうんだ？

「分かっている……分かっているわ……でも──」

　朱音はそう辛つらそうに呟つぶやき、オレのほうを見る。

　その目には、どこか許しを請うような色があった。

　……やめてくれよ。べつにあんたが悪いわけじゃないだろ？

　そこでオレは、朱音がこのタイミングでオレと本契約を結ぼうとした理由が分かった。

　会長は、オレが清十郎に「利用」される前に、自分の執事にしてしまおうとしたんだ。

　そうすれば、自分が主として、清十郎との間の緩衝材になれると……。

　つまり会長は、清十郎に逆らわない範囲で、少しでもオレの負担を軽くしてくれようとしたってわけだ。

　けど、

「お嬢様」

　いおりは、それを認める気はないようだった。

「もしお嬢様がご判断をお誤りになるようでしたら、わたくしもそれをお止めしなければなりません。わたくしとお嬢様が対立するようなことがあれば、それはいずれ清せい十じゆう郎ろう様の耳に入ることになります。それでも──構わないのですか」

「──！」

　ビクリ、と。

　朱あか音ねは身を竦めた。

　まるで飼い主に叱られた子犬みたいだ。

　オレは目を疑う。

　あの朱音会長が、元ボディガードのメイドさんの言葉で、こうまで畏縮するなんて。

　これじゃ、どっちがご主人様だか、分かったもんじゃない。

「お嬢様──するべきことを、誤らないで下さい」

「…………」

　その一言が、決定打だった。

　朱音はガックリと肩を落とす。

　急にやる気を喪失したように、小さく溜ため息いきをついた。

「会長……」

　オレの、そんなつぶやきにも反応しない。

　目を合わせても、くれなかった。

　いおりは、立ち尽くしていた聖骸教団ホーリイ・コープスの男の人に話しかけていた。

　会話の内容はよく聞こえないけれど、この部屋を朱音用に使わせて欲しい、というような相談をしているようだった。

　そして、オレの方を指さして、さらに色々と言っている。

　聖骸教団の団員は何やら、首を横に振ったり、困ったような仕草をしていたけれど、最終的にはいおりの説得に折れたみたいだった。

　そしてオレは──。
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「今日からしばらく、ここがあなたの部屋です」

「部屋って……牢ろう屋やじゃねーか！」

　鉄格子の外から言ってくるいおりに、オレはツッコんだ。

　ツッコミの声は、薄暗い地ち下か牢ろうに虚むなしく反響する。

　そう、地下牢である。

　ファンタジーや歴史物の映画でときどき見かけるような、石造りの牢ろう獄ごく。

　ランプの灯あかりがぼんやりとオレンジ色の光を放ち、鉄格子の影を石畳に落としている。

　いおりはオレをあの応接間から連行して、こんなところに放ほうり込んだってわけだ。

　しかも、腕に手錠までかけられた。

　植物の蔓つるとかじゃなくて、本物の金属の手錠だ。

　まったく、勘弁してほしい。

「食事は一日に三度、ちゃんと運ばせます。あなたのようなゴミ虫に食わせるのはもったいないですが、死なれては困りますからね」

　相変わらずオレを無視して、事務的に説明するいおり。

　そしてそのまま立ち去ろうとする。

「おい、待てよ！　朱あか音ね会長はどうなるんだ！」

「…………」

　朱音、という言葉に、いおりは足を止めた。

　くるりと振り返ると、

「あなたに答える義務などありませんが──まあ、いいでしょう。朱音お嬢様は、先ほどの部屋でしばらく過ごしていただくことになります」

「……そしたら、またさっきみたいに、オレと契約しようとするかもしれないぜ。いいのか？」

「問題ありません。あの部屋は物理的にも魔法的にも、封鎖することができますので」

「なっ……」

　どういうことだよ。

　それってつまり、扱いはだいぶ違うけど、オレと同じく、朱音を閉じ込めておくってことじゃないか。

「なんで……そんなことをする必要があるんだよ」

「お嬢様が誤った判断で行動してしまわないようにです」

「誤った判断？　そんなの、あんたに分かるのか？」

「──っ！」

　突然。

　いおりが鉄格子ごしに手を伸ばし、オレの襟首を掴つかんだ。

「だったら、あなたに何が分かると言うのですっ！」

　耳を打つ、そんな言葉。

　オレの鼓膜を引き裂こうとするかのように、それは悲痛な響きを帯びていた。

「ぐ……はっ……」

　いおりはすぐに、突き飛ばすようにオレを解放した。

　オレは手錠のせいで受け身も取れず、石畳の上に転がった。

「清せい十じゆう郎ろう様は、」と彼女は言う。

「あの方は、怖おそろしい方なのです。逆らえば、たとえ朱あか音ねお嬢様でも──」

「…………」

　余計なことを言った、というように、いおりは途中で口を閉ざした。

　けど、言いたいことは分かった。

　清せい十じゆう郎ろうは、実の弟である姫ひめ乃のの父さえも、自分が当主になるために貶おとしめた。

　そして姫乃を、鷹たか宮みや家から追い出したんだ。

「けど……会長は、あの人の娘だろ？」

「……それがなんだというのです」

　苛いら立だたしげに、いおりは言う。

　理解力の悪い生徒に、教師が痺しびれを切らすように。

　でも、仕方ないだろ。

　オレは鷹宮清十郎って人間には、会ったこともないんだぜ。

「なあ──教えてくれないか？　なんで朱音は、あんなに実の父親に怯おびえなきゃいけないんだ？　鷹宮清十郎は、どうしてそこまで、恐れられてるんだ？」

「…………」

　いおりは、相変わらずナメクジでも見るような目でオレを見てたけど、やがて、

「──いい話を教えて差し上げましょう」

　そう言って、唐突に語り始めた。

「朱音お嬢様が五歳のころです。鷹宮家に襲撃がありました。ごく小さな魔法使いの組織が、当時の鷹宮家当主──お嬢様のお祖じ父い様──を暗殺しようとしたのです」

「…………」

　オレは黙ってそれを聞いているしかない。

　暗殺とか、まるで別の世界の話みたいだ。

「練れん太た郎ろう──鷹宮姫乃の父親は当時不在で、清十郎様がご当主の警護の指揮に当たられました。朱音お嬢様のお母様も、清十郎様とともに、ご当主の居室の前で見張りをしておりました」

　朱音の母親か……。

　名前も知らないし、話も聞いたことはないけど、娘があの巨乳だ。本人もさぞ……なんて余計なことを考えてる間に話は進む。

「やがて襲撃が行われました。こちらは事前に情報を掴つかんで人員を揃そろえていた上、相手は弱小の組織です。当然目的は達せられず、襲撃者のほとんどが倒されました」

「…………」

「ですが、せめて少しでも成果をと思ったのでしょう。生き残りが逃走するさい、清十郎様に向けて術式符マークスを放ったのです」

　術式符マークス──自動で魔法を発動させる魔ま具ぐ。

「それは火系統と風系統を組み合わせたもので、強烈な爆発を巻き起こすものでした。もし起動していれば、清せい十じゆう郎ろう様も含め、その場にいた数十名が犠牲になっていたかもしれません。あるいはご当主も」

「けど……もしってことは、それは爆発しなかったんだな？」

「ええ──清十郎様が引き止めました」

　わずかに。

　いおりが奥歯を噛かみ締めたように見えた。

「清十郎様はまったく冷静そのもので、襲撃者が放ったその術式符を掴つかみ取ると、傍らにいた奥様──朱あか音ねお嬢様のお母様の口の中に押し込んだのです」

「……」

　…………は？

　なんだって……？

「奥様は聖骸教団ホーリイ・コープス出身の魔法使いでした。この教団の者はみな、入団時に、霊的保護として体内に防護のための術式を転写されるそうです。ヨーロッパには、相手の体内に魔力を送り込んで攻撃する『悪魔憑つき』という技術がありますので、それに対する備えなのでしょう……ともかく、鷹たか宮みや家のその場にいた人間で、内側からの攻撃に対して備えがあったのは、奥様だけだったのです」

　いおりが色々と説明しているが、それらはどんどんとオレの頭を素通りしていく。

　信じられない。

　そんなこと、できるものなのか？

　とっさに自分だけ逃げ出した、とかなら分かる。

　カッコ悪いとは思うけど、怖いと感じるのはある意味当然だ。オレだって同じ状況に置かれたら、周りの人間なんて構わず逃げようとするかもしれない。

　けど、その清十郎の行動は、どう考えても理性的だ。

　冷静に、一番被害の少ない行動を選択した結果だ。

　相手の感情などまるで考慮せず、ただやるべきことを実行した結果だ。

　いおりは話を続ける。

「もちろん、備えがあったとしても、身体からだの中で魔法による爆発があったのです。無事で済むはずはありません。奥様は意識不明の重体となり、病院へ搬送。その後、霊的な治療を行うため、聖骸教団の本部に運ばれました。未いまだに──目をお覚ましにはならない、ということです」

「…………」

　未だに──。

　つまり、十年以上も、意識を失ったまま、ってことか。

「……そのこと……朱あか音ね会長は……？」

「もちろん、ご存ぞん知じです。お嬢様はわたくしとともに、その光景を一部始終、ご覧になっていたのですから」

「──っ！」

　ぐらり、とめまいがした。

　……冗談じゃないぞ。

　五歳の女の子が、そんなものを見せられたら、どうなる？

　オレは、朱音の態度を思い出す。

『清せい十じゆう郎ろうの命令』

　その言葉だけで、自分のそれまでの考えなんか無視して、いおりに従う彼女の姿。

　そんなの当たり前だ。

　自分の妻を、娘の目の前で、平然と犠牲にする父親。

　そんな人間と子供の間に、家族の感情があるなんて思えない。

　あるのは、恐怖から来る服従心ぐらいだろう。

「…………あんたは、」

　オレは。

　身を起こして、言う。

　鉄格子の向こうのいおりを睨にらみつけて、

「そんな……そんな父親のところに、会長を連れ戻そうとしてんのかよ。それが、会長にとって、正しい判断だなんて、本当に思ってるのか？」

「…………」

「どうなんだよっ」

「あなたに……！　何が分かるのですっ！」

　ふたたび同じセリフを口にして。

　いおりは左手を差し出してきた。

　そこから、幾本もの蔓つるが鉄格子を通り抜け、

「──ぐぁ！」

　ムチのようにオレの身体からだを打ち付けた。

　またしてもオレは石畳に転がる。

「清十郎様が『戻れ』と命じられたなら、戻るしかないのです！　そうしなければ、それはあの方に逆らうということ……あの方に逆らえば、お嬢様といえど……だから！」

　地ち下か牢ろうに響くいおりの声は、今までで一番大きく、痛々しかった。

「だからわたくしは……たとえお嬢様にどう思われようとも──」

「…………」

　最後まで言い切ることなく、いおりは口を閉ざしてしまった。

　そしてメイドさんは、オレに一いち瞥べつをくれることすらせずに、地ち下か牢ろうから立ち去っていった。
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「……くそっ」

　オレは打った腰をさすりつつ、起き上がった。

　鉄格子をつかんで揺すってみるけど、ビクともしない。

　オレは溜ため息いきを吐きつつ、壁際に置かれたベッドに腰を下ろした。

　ベッドっていうか、台？

　木箱を適当に並べて作ったみたいな、固くてボロいベッドだ。

　ここで寝起きすんのかよ……。

　見回すと、別の壁際に洗面台、隅に和式のトイレがある。

「マジかよ……」

　思わずつぶやく。

　今時、刑務所だってもうちょっとマシな設備なんじゃないのか？　知らないけど。

　あのメイドさんのことだ。食事もマトモなものを持ってきてくれるかどうか怪しいぞ。

『ゴミ虫にはこの程度で充分です』とか言って、魚の骨しか与えられないかもしれん。

　手錠が身体からだの前側ではめられているのがせめてもの救いだ。

　これが後ろ手だったら、何もできないところだ。

　……とっとと脱出したいけど、どうすりゃいいんだろ。

　何かないかと、頑張ってポケットとかを探ってみたけど、牢ろう屋やから脱出するための道具なんて持ってるはずもない。オレは怪人二十面相じゃねえんだぞ。

　と。

「……ん？」

　がさり、と紙の感触。

　ポケットから取り出してみると、

「これは……」

　細長い紙。

　表面に、なんだかよく分からない文様やら文字やらがビッシリと書き込まれている。

　今朝（もう昨日かもしれない）ニノから渡された術式符マークスだ。

　確か、衝撃波を発動させる、とか言ってたな。

　じゃあ、ひょっとしたら……。

　しかし、これは護身用で、せいぜい相手を気絶させるくらいの威力だって話だった。

　これを使ったところで、どうにかなるとも思えん……。

「…………いや」

　オレは思い直す。

　どうせ、こんな何もない地ち下か牢ろうだ。

　いおりの胸の感触を思い出すことくらいしか、他にすることもない。

　試してみたって、損はないだろ。

「──よし」

　オレはひとり頷うなずいて、両手を上げ、術式符マークスを掲げる。

　両手を手錠でつながれてるので、片手でスタイリッシュに……とはいかないのが残念なところだ。陰陽師っぽく「急如律令オーダー！」とかやってみたかったのに。

　ニノが教えてくれた使用法を思い出す。

　呪文みたいのはいらないらしい。



　──イメージすればいい。魔力が術式符に書かれた魔法回路に流れ込み、そこに書かれた現象、つまり、衝撃波の発動が具現化する様をな。



　ニノは、そう言っていた。



　──基礎理論くらいは知ってたほうが効果が強いんだが、そんな時間もないしな。まあ気合でも入れとけ。



　まったく、適当なお師匠様だよな。

　そんなこと言うと「きみの師匠になった憶おぼえはないぞ！」って言われるだろうけど。

「…………っはぁ!!」

　腕を振り、声を張り上げる。

　手から、術式符へと、魔法が流れ込むイメージを！

「──っ！」

　その瞬間だ。

　術式符が光を放った。

　文様や文字が真っ白に輝き、一気に紙全体へと広がっていく。

「やった──」

　思わず上げたオレの声を、巨大な爆発音がかき消す。

　そして。

　閃せん光こうと、爆音と、衝撃が、地ち下か牢ろうに荒れ狂った。
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「……うぉお……いてえ……！」

　オレは呻うめきながら立ち上がった。

　吹っ飛んで、背中を思い切り壁にぶつけた。

　さすりたいけど、手錠のせいで手を後ろに回せない。

　ただ、爆発で怪け我がしたりはしなかった。

　術式符マークスに、発動した人間を防護する魔法でも組み込まれてたんだろう。

　そうじゃなきゃ、この惨状で無事に済むはずがない。

「冗談じゃないぞ、ニノのやつ。こんな魔法使わせるつもりだったのかよ……」

　オレは目の前の光景を見て、頭を抱えたくなった。

　確かに、鉄格子をふっ飛ばすことはできた。

　けど、それ以外も凄すごいことになってた。

　壁だった石が崩れ、向かいにあった鉄格子もひしゃげてる。

　それどころか、天井にまで大穴が開いていた。

　下手すりゃ生き埋めになってたぞ……。

　オレは、廃はい墟きよみたいになった石畳の山を乗り越える。

　そこに、上の部屋から落ちてきたものがあった。

　ソファやら机やらの家具。

　それに──気絶した朱あか音ねといおりだった。

　いおりが朱音をかばうような恰かつ好こうで、ふたりは倒れていた。

「…………」

　どうやら、この地下牢の上が、ちょうどさっきの部屋──朱音が閉じ込められることになった部屋──だったってわけか。

　これはツイてるかも。

　さらにラッキーなことに、いおりの手に鍵束が握られているのを発見。

　オレはそれのいくつかを試して、手錠を外した。

　ふー、やっと自由の身になれたぜ。

　朱音のもとに駆け寄って、呼びかける。

「会長。おい、会長」

　けど朱音は目を覚まさない。

　どうしようか、と思っていると。

『何事だ！』

『おい、なんだこの穴……？』

　そんな声が、上の応接室から聞こえてきた。

　ヤバい、爆発に気づかれた。

　迷ってる場合じゃないな。

　オレは朱あか音ねを背中に背負う。

　そして、崩れかけた地ち下か牢ろうから、脱出した。



    

  
    
      


６　執事と生徒会長と魔法契約テストタメント



　これは辛つらい。

　何がって、背中の感触ですよ。

　オレが一歩を踏み出すたびに、揺れてふにふにと押し付けられる神の感触。

　そのたびに背中から全身に、じんわりと癒いやしの波動が伝わっていくような気さえする。

　できることなら、もっとゆっくり歩いて、この感触をじっくりねっとり堪能したい！

　神乳に癒されたい！

　……けど、今はそんな状況じゃないのだった。



　聖骸教団ホーリイ・コープスの日本支部とか言うところは、外見はごく普通の教会だった。

　とても魔法使い組織のアジトだとか、地下に牢ろう屋やがあるだなんて思えない。

　ただし、これが街中に建っていれば、だ。

　オレは、朱音を抱えて地下牢から逃げ出し、手近の窓をこじ開けて外に飛び出して、唖あ然ぜんとした。

　一面の木だった。

　教会は、森の中に建っていたのだ。

　なんなの？　姫ひめ乃のの住んでた屋敷といい、魔法使いは森に住む決まりでもあるの？

　そう愚痴ってもしょうがない。

　オレは朱あか音ねを抱えて夜の森を駆け出した。



　そして一時間も走っただろうか。

　……ごめん、嘘うそ。

　多分まだ、十分ちょっとだと思う。

　けど、気分的にはもう一時間以上経たったような感じ。

　オレは、息を切らせてスピードを緩めた。

　しょうがないだろ、オレはマラソン選手じゃないんだよ。

　それに、この状況はキツすぎる。

　いつ追っ手が現れるかも分からないし、どれだけ進めば森を抜けられるかも不明。

　しかも周りは真っ暗闇ときてる。

　思わず逃げ出しちゃったけど、ちょっと早まったかも……。

　なんて思ってると。

「……ん」

　と、朱音が声を漏らした。

「なに……？　わたし、どうして……」

「起きたか、会長」

「……シツジくん？」

　不思議そうにオレの名を呼ぶ朱音。

「何があったの？　ここは、どこ……？　なんで──」

「待て待て。落ち着いてくれ」

　次々と疑問を口にする朱音に、オレは待ったをかける。

　さすがの生徒会長も、ちょっと混乱してるっぽい。

　ま、ムリもないよな。

　オレは朱音を背負ったまま言う。

「ここは……どこだか分からないけど、聖骸教団ホーリイ・コープスの教会の周りの森だ」

「……！」

　背中に、会長の驚く気配を感じつつ、オレはここまでの経緯を説明する。

　いおりに地ち下か牢ろうに連れて行かれたこと。

　ニノにもらった術式符マークスで牢を破壊したこと。

　気絶していた朱音を抱えて、教団を逃げ出したこと。

「まさか……護身用の術式符マークスでそんなことを……？」

　朱あか音ねが最初に喰くいついたのはそこだった。

　普通はあり得ないことだったんだろうか。

　しかし、朱音はすぐに話を移す。

「いいえ……それより、今は──シツジくん。すぐに教団へ引き返してちょうだい」

「──なんでだよ」

「それは……」

　彼女は、オレの背中でしばらく沈黙してしまってたけど、やがて、

「いいわ。だったら──ここで下ろしてちょうだい。この教団の敷地は街の真ん中にあるから、いずれ外に出られるわ。だから、シツジくんだけ逃げて」

「……何言ってんだ。逃げられるなら、このまま連れてくに決まってるだろ」

「シツジくん……」

　朱音は溜ため息いき混じりにオレの名前を呟つぶやいた。

　姫ひめ乃のなら「下ろせ下ろせ」って大騒ぎして頭をボカボカ殴ってきたかもしれない。

　会長が理性的で良かったぜ。

　……と思ったら、

「おわっ!?」

　いきなり首に腕を回されて、バランスを崩す。

　首をしめて脅すつもり……なのはいいんだけど、身体からだの距離が近づいたせいで胸がっ。

　ぎゅむーって押しつぶされて、背中全体に強烈な感触が！

　オレは、場違いに興奮してるのを悟られないように、深呼吸してから、

「──何するんだよ」

「止まってちょうだい。シツジくんがひとりで逃げるなら良し。どうしてもわたしと一緒に行動するというなら、聖骸教団ホーリイ・コープスに戻ってちょうだい」

「…………」

　二者択一かよ。

　……まったく、しょうがねえな。

「分かったよ」

　オレは立ち止まって、朱音を下ろした。

「ありがとう、シツジくん──ひゃぁっ!?」

　そして今度は、横抱きに抱え上げて、オレはふたたび歩き出す。

　これで首締められたりはしないだろ。

　抱きかかえられた朱音は「ひぁ」とか「ふぁ」とか声を上げて、いきなりおとなしくなってしまった。たぶん、顔は真っ赤だ。

　この人、自分から攻めるときは強気なのに、不意打ちでこういうことされると弱いんだよな。

　うん、なんていうか……すごく、可愛かわいい。

「…………」

　しかし……余裕ぶって抱えたはいいけど、けっこうキツいな……。

　朱あか音ねはオレとそう変わらない体格だ。おそらく体重も……。

　しかも、さっきと違って今度は、あの神の感触を味わうことができない。

　今思えばあれ、カンフル剤の役割を果たしてたんだな……。

　けど今度は、いずれ街に出られることがハッキリしたんだ。

　なんとか、持ちこたえる、ぞっ。

　と、気合を入れるオレの心を折ろうとでも言うように。

　花火みたいな音が、空に響いた。

「っ！」

　足を止めて、見上げる。

　白熱灯みたいな光球がいくつも空に浮かんでいた。

　それが、森を昼間みたいに照らし出す。

　あれも魔法か。

　そして。



『聞こえますか。脱走者の仙せん堂どう虫』



　スピーカー越しに拡大された、いおりの呼びかけが聞こえた。

　……オレの名前が新種の昆虫みたいになってるぞ。



『今すぐ朱音お嬢様を返しなさい。そうすれば、あまり苦しまないように殺して差し上げます。要求に従わなければ、殺してくれと言いたくなるくらい苦しませて差し上げます』



　ムチャクチャなこと言ってる……。

　と思ったら、スピーカーの向こうで何やら揉もめる声が聞こえる。

　その後、



『──訂正します。お嬢様と一緒に戻ってくれば、身の安全は保証します。……ちっ』



　……どうやら、聖骸教団ホーリイ・コープスの人に何か言われたみたいだな。

　そりゃ、オレを殺しちゃったらマズいだろう。

　最後の舌打ちが気になるけど……。

「シツジくん。もういいわ。下ろしてちょうだい」

　またそんなことを言ってくる朱あか音ねを無視して、オレはふたたび歩き出す。

　が。

「おわっ」

「ひゃん!?」

　足が空に浮いて、オレの身体からだは朱音と一緒に落下する。

「危ないっ」

　オレはとっさに朱音を抱きすくめる。

「シツジくんっ」

　声を上げる朱音を守るように、オレは自分の身を下に。

　やがてオレは地面に打ち付けられた。

　衝撃は、思ったほど大きくなかった。

　途中でぶつかった木の枝や葉がブレーキになったのかもしれない。

　落とし穴でも仕掛けてあったのかと思ったけど、違った。

　そこは、ちょっとした崖みたいになってて、オレたちはそこに落ちたようだった。

　草が繁しげってて気づかなかったんだな。

　オレは腰をさすりながら立ち上がる。

「大丈夫か、会長？」

「ええ──」

　腕の中で、朱音はコクコクと頷うなずく。

　オレは会長に手を貸しつつ、起き上がる。

　さて、急がないと。

　きっといおりが聖骸教団ホーリイ・コープスの人間と一緒に追いかけてきてるだろう。

「行こうぜ、会長」

　と。

　オレは呼びかけるが、彼女は動こうとしなかった。

　たった今、オレたちが落下した崖を見上げてる。

　こうして見ると、大した高さじゃなかったんだな。

　すごい距離を落ちたように感じたけど。登ろうと思えば登れる程度だ。

　──それはともかく。

「会長……？」

「ありがとう、シツジくん」

　オレの呼びかけに、朱あか音ねはいきなりお礼を言ってきた。

　そしてこちらを見た。

　笑顔で。

　どこか、何かを諦めたような、笑みで。

「会長……」

「それに──ごめんなさい。わたしのために、こんなことをしてくれて。こんな目に遭わせてしまって。でも、もういいの。やっぱりわたしは、いおりの所に戻るわ」

　やめろよ……。

「──それが、わたしがやるべきことなのよ。いおりの言うとおり。それが正しい判断。お父様に逆らって、シツジくんと一緒に逃げるなんて、間違っている」

「やめろって……」

「わたしは鷹たか宮みや家の人間だから。鷹宮家当主の決定に従うべきなのよ。だから、ここでシツジくんを逃しても、また狙うことになると思う。それは、ごめんなさい、だけど……」

　だけど、と繰り返して。

　朱音は何かを言いかけて、でも止やめた。

「──ありがとう、シツジくん。さっきのシツジくん、王子様みたいで、素敵だったわ」

「違うだろ！」

　背を向けて、立ち去ろうとする朱音に。

　オレは思わず大声を上げた。

　冗談じゃない。

　納得いくわけがねえだろ。

「会長……あんた、本当にそうしたいと思ってるのかよ」

「…………」

　朱音は、その言葉に振り向いた。

　笑みが歪ゆがんで、崩れる。

「……言ったでしょう？　わたしがするべき選択は、いおりの所へ戻ること──」

「そうじゃなくてっ！」

　ああ、くそっ！

　マジで分かってないのか、この生徒会長は。

　考えてみりゃ、生徒会室で仕事を手伝ったときもそうだった。

　朱音は、すごい判断力で、それぞれの役員に的確な指示を割り振っていた。

　誰が何をやるべきか。

　高校生とは思えないくらい、完璧に把握していた。

　きっと、幼い頃から教えこまれた、鷹宮家の令嬢としての能力なんだろう。

　それは別に悪いことじゃない。

　けど朱あか音ねは、それと引き換えに、押し殺しちゃってるんだ。

　自分の想おもいを。

「あんたは──朱音はどうしたいんだよ！」

「……っ」

　歪ゆがんだ笑顔が、一気に消え去る。

　朱音は、戸惑うようにオレから視線を逸そらした。

　いつもの、即断即決の生徒会長らしからぬ態度。

「わ、わたしは……」

　何かを言いかけて、でも。

　朱音は口ごもってしまう。

　くそっ……。

　朱音はすごく頭がいい。

　きっと、オレなんかより、十倍も、百倍も。

　だから、やるべきことがなんなのか、最適な選択がなんなのか、状況から即座に判断できるんだろう。

　けどさ。

　そのせいで、朱音は迷うことができなかったんじゃないのか。

　自分が何をしたいのか。

　どんなことを願っているのか。

　高校生なら悩んで当たり前な色々について、迷うヒマも、与えられなかったんじゃないのか？

　だから──

「わたしは、でも……お父様の命令が──」

　──だから、まだ、そんなことを……！

「ああ、もうっ！」

　オレはもどかしくて声を上げる。

　と、そこへ。



「仙せん堂どうクズ虫。この辺りにいるのは分かっています。早く出てきなさい」



　今度はスピーカー越しじゃない、いおりの声が聞こえた。

　崖の上からだ。

　もう、すぐそこまで追ってきたらしい。

「もう時間切れみたいね」

　朱あか音ねが言ってくる。

「さようなら、シツジくん」

「待てよ」

　オレは朱音の腕をつかむ。

　そしてポケットに入ってたそれを取り出した。

　うっかり持ってきちゃったけど、まさか使うことになるなんてな。

　手錠である。

　いおりが、牢でオレの腕につけた手錠。

　外したあと、特に何も考えないでポケットに突っ込んだんだけど。

　それを、朱音の手首にはめて、

「──え？」

　で、手近の木の枝の根元部分の上を通して反対の手首にもはめる。

　枝はちょっと高めで、しかも先のほうが上に伸びている。

　だから、つまり。

「ちょ、ちょっと、シツジくん……？」

　朱音は両腕を上にあげて拘束された状態になった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　ヤバい……。

　自分でやっといてなんだけど……めちゃくちゃエロいっ！

　腕と一緒に制服の布も持ち上がってるもんだから、グッと胸が強調されてる。

　ブレザーとブラウスも上に突っ張って、おへそがチラリと覗のぞいちゃったりもして。

　相手が抵抗できないのをいいことに、あんなことやこんなことをしたくなっちゃうじゃないかっ。

　……いや、あれですよ、あんなことって、脇腹をくすぐるとかですよ。

「──なんのつもりなの、シツジくん？」

　困惑と、それにちょっとだけ怒りを滲にじませた声で、朱あか音ねが言ってくる。

　なんだよ、そんな声だって出せるんじゃないかよ、あんたは。

　オレは、朱音に背を向けて、崖を見上げながら、

「こうでもしなきゃ、あんたはいおりさんの所に行っちゃう。自分が何をするべきかを判断して、それをさっさと行動に移しちゃうだろ」

「……それの何がいけないの？」

「いけなくはねえよ。ねえけどさ……でも、その判断、あんたの本心とはまったく無関係じゃねえか」

「わたしに、本心なんて……そんなの…………」

「ないわけないだろ。さっき応接室に乱入してきてオレと契約しようとしたのは、やるべき行動だったのか？　今あんたを抱えて逃げてたオレを、無理やりにでも振り払わなかったのは、それが最適な選択だったからか？　違うだろ。そうじゃないだろ」

「あれは……ちょっとした……そう、気の迷いだったのよ」

「だったら今までやってたオレに対する勧誘は、どうだよ？」

「な、なんの話？」

「こんな……オレをさらってくなんて方法があるなら、色仕掛けでオレに本契約を結ばせようとしてたのはなんだったんだよ？」

「それは……」

　オレが自主的に契約した事実が欲しかったってことなら分かる。

　けど、さらうなんて実力行使に出るんだったら、最初からそうすれば良かったんだ。

　でも、朱音はそうしなかった。

　オレたちと一緒に住んで、オレの勧誘を続けてた。

　なかには、ただ姫ひめ乃のと張り合ってるだけみたいな行動だってあった。

「あれも、命令されたからだってのか？　違うだろ」

「……それも……だから、」

　朱音は目を逸そらしながら、

「ちょっと……迷ってただけ」

　何を、なんて問い詰めることはしない。

　父親の命令を聞くかどうか？

　仙せん堂どう家に住み続けるかどうか？

　他にもいろんなものを、朱あか音ねは天てん秤びんにかけてたんだと思う。

　表面上は即断即決の生徒会長を続けてた。

　でも、実はずっと、迷い続けてた。

　だったらさ……。

「だったらそれが、」



「その『迷い』が、あんたの本心だってことじゃないのかよ」



「…………それは」

　言葉につまる朱音。

　すぐに返事は返ってこない。

　けど、それでいいんだ。

　オレは、目の前の崖に手をかける。

　大した高さじゃないし、あちこちにつかまる枝もある。登るのは簡単だろう。

「ねえ、何をする気なの!?」

「時間稼ぎ」

　オレはすでに崖を登りはじめながら、答える。

「だからその間に好きなだけ迷えよ、朱音。それで、最適以外の選択肢を見つけてくれ」

「シツジくん……」

　朱音のつぶやきを背に、オレは崖を登っていく。

　そうだ、オレは執事だ。

　王子様なんかじゃない。

　お嬢様を連れ去って、安全なお城まで連れてくことなんて、できないんだぜ。



　　　　　●



　さあ、スーパー恰かつ好こつけタイムはもう終わりだ。

　ここからは、オレの無力さが遺憾なく発揮される、超カッコ悪い時間です。

　できれば見ないでほしい。

「観念しましたか、ゴミ虫」

「…………」

　オレが崖を登り切ると、いおりが立っていた。

　ゴスロリちっくなメイド服。

　周囲の空気まで凍らせそうなほどに、冷たい怒りをたたえた瞳。

　こんなに怖いと思う無表情、初めて見た。

　彼女の背後には、僧服を着た人たちが控えていた。

　数十人ってレベルだ。とても数え切れない。

　あの教会にいた聖骸教団ホーリイ・コープスの人間を全員かき集めたんじゃないだろうか。

　やべえ……それはちょっと想定外。

　いおりの他に、いても数人だと思ってた。

　けど、ここで引き下がるわけにはいかない。

「朱あか音ねお嬢様はどこですか？」

「先に逃げたよ。もう、敷地の外に出ちゃったかもな」

「下らない嘘うそをつかないでください」

「嘘じゃねえよ──ぐぁっ！」

　いおりが左手を差し出したかと思うと、蔓つるが現れて、ムチみたいにオレを打ち据える。

　マジで痛い！　まったく容赦がないなこのメイドさんは！

　オレは地面にぶっ倒れる。

　それを、蔓が即座に縛り、持ち上げた。

　オレは抵抗する間もなく、いおりの目の前まで連れてこられる。

　いおりは静かにオレを見上げながら、

「お嬢様が、そんなことをなさるはずがありません。あなたがどこかに拘束して、出て来られないようにしているに決まっています。きっと、持ち去った手錠でも使っているに違いありません。そのような神をも恐れぬ行為、万死に値します」

　……ヤバい、大体合ってるぞ。

　けど、一ヶ所だけ、納得するわけにはいかないところもある。

　オレはいおりを睨にらみ返す。

　怖いけど。

「……朱音が、そんなことをするはずがないなんて、どうしてそう思うんだよ」

「なにを、このゴミ虫は──当然のことを」

「当然なんかじゃない。あんただって分かってるんだろ？」

「なにを……なにを言い出すのです？」

「父親に従うのが、朱音にとって一番いいだなんて、本当はそんなこと思ってないんじゃないのか？　他に方法がないから、それが最善の選択だなんて、自分に言い聞かせてるだけなんじゃないのかよ」

「……っ」

　いおりの無表情が、一瞬だけ崩れる。

　そこに畳み掛けるように、

「オレは、鷹たか宮みや清せい十じゆう郎ろうがどんなヤツなのか知らない。話を聞いたら、そりゃオレなんか相手にもならないような力を持ってるんだってことくらいは分かるさ。でも、だからって、朱あか音ねがそれに服従しなきゃいけない理由がどこにある!?」

「知ったようなことをっ……！」

「──！」

　これまでとまるで違う怒声が、いおりの口から飛び出した。

　同時に、彼女の周りの空気中から、蔓つるが無数に現れて、オレの身体からだを殴りつけてきた。

　痛い痛い！　しかもなんか硬い！　もうこれ蔓じゃなくて、木の幹と変わんないぞ！

「あなたに──！　あなたなんかに何がっ、なにもっ……なにも知らないあなたがっ！」

　もうマトモな文章になってない言葉を叫びながら。

　いおりはオレを攻撃する。

　周りで見ていた聖骸教団ホーリイ・コープスの人たちが、困惑気味に言ってくる。

　……もうちょっと早く──オレが最初に打たれたときに言って欲しかったぜ。

「いおり殿……それ以上は──」

「うるさいっ!!」

　ほら、もう手遅れだ……。

　冷静な口調なんかとうに消え去って。

　凍るような無表情も剥はがれ落ちて。

　いおりはオレを打ち据えてくる。

　身体を縛る蔓が緩んだかと思うと、腹に蹴りが入った。

　地面にひっくり返ったところに、いおりが乗っかってきて、ビンタ、グーパンチ……。

　ってちょっとちょっと、やりすぎじゃね!?

「このっ！　このゴミ虫！　バカ！　お嬢様を返せ！　朱音お嬢様を──！」

　いおりは、オレへの罵声と、朱音の名前を繰り返しながら、何度も何度もオレを殴る。

　オレはなんとか腕でそれをガードしてるけど、彼女にはもうそんなことはどうでもいいみたいだ。

　周りでは、僧服の男たちが、対応を決めかねてる。

　……この人たちはオレの味方ってわけじゃない。

　いおりが落ち着けば、オレを拘束するよう命じるだろうし、崖の下にいる朱音だって、すぐに発見されるだろう。

　そうなったら、オレの時間稼ぎなんてなんの意味もない。

　ホント、無力にもほどがあるぞ、オレ。

　朱あか音ねやいおりに偉そうなこと言っておいて、これじゃ説得力ゼロだ──。

「？」

　と。

　不意に、いおりの連撃が止やんだ。

　ガードした腕の隙すき間まから見れば、メイドさんは怪け訝げんそうな顔で空を見上げていた。

　彼女だけじゃない。

　周りの人たちも、不可解な表情を浮かべて、上を見ている。

　なんだよ？　隕いん石せきでも降ってくるのか？

　なんて思っていると、



「私の執シツ事ジを乱暴に扱わないでちょうだい」



　そんな声とともに。

　空から女の子がふたり、降ってきた。

　優雅にひるがえる金色のゆるふわウェーブ。ミニマムサイズの身体からだと、人形みたいに細い手脚のお嬢様。

　オレの主。

　鷹たか宮みや姫ひめ乃のが、オレの目の前に降り立った。

　もうひとりは、言うまでもなくニノだ。

　オーバーオールに、だるだるの白衣姿で、姫乃の隣に立っていた。

「鷹宮姫乃っ」

　警戒の声とともに、いおりがオレの上からよけた。

　跳ぶようにして、一気に距離を空ける。

　それでもオレは、しばらく唖あ然ぜんとして起き上がれなかった。

「……姫乃？　お前、なんで」

「なんて顔してるのよ、このボケシツジ」

　姫乃はそう言ってくるけど、そりゃ仕方ないだろ。

　こんな間近にいるのに、まだ、ふたりが幻覚なんじゃないかって疑いが消えない。

　オレはヨロヨロと立ち上がりながら、

「お前……風邪は？　それに、今飛んできたよな？　何あれ？」

「あーもう、いっぺんに訊きいてこないでよ、タンキなシツジねっ」

　短気って……お前が言うか。

　姫ひめ乃のは油断なく周りの教団員やいおりを見据えながら、

「風邪はだいたい治ったわ。飛んできたのは、先生の持ってた術式符マークスを使ったの」

　術式符ってそんなこともできるのか。

　それとも、ニノがすごいのか……？

　オレの視線に気づいたのか、ニノが言ってくる。

「前に、遊びで作ったものが残っててね。まさか役に立つ機会があるとは思わなかった」

　遊びでそんなもん作るなよ。

　空飛ぶ術式符作って、大爆発を起こす術式符作って。

　組み合わせたらミサイルができるじゃねえか。

　危険すぎるぞこの幼女。

　うちの地下の研究室は早々に閉鎖すべきかもしれない。

「そんなことより」

　と姫乃は言う。

「なによ、この状況は。バカシツジ、あんた、てっきり地ち下か牢ろうにでも閉じ込められてると思ったのに」

「ああ。さっきまでは閉じ込められてたさ。でも、色々あってな。自分で脱出した」

「へぇ。なかなかやるじゃない、シツジのくせに」

　ふふん、となぜか嬉うれしげに笑ってから、姫乃は小声で言ってくる。

「……朱あか音ねは？」

「……そこの崖の下にいる。まだ気づかれてはいない」

「そう」

　姫乃は小さく頷うなずくと、

「じゃあ、蹴散らすわよ」

「はぁ!?」

　物騒な単語を口にしながら、オレの手を握ってきた。

　左手で、オレの右手を。

　ふたりの魔ま法ほう紋もんが、重なり合う。

　ゼロ距離で触れ合った「門」は、オレの魔力を姫乃へと注ぎ込んだ。

　そして。

　金色の光が魔法紋を中心に放たれて、森を照らす。

　周りの団員たちが、今さらのように「侵入者だ！」とか「取り押さえろ！」とか騒ぎながら、魔法を放とうと構える。

　けど、当然すでに手遅れだ。



「──吹っ飛べぇ！」



　旋風が吹き荒れる。

　オレと姫ひめ乃の、それにすぐ横にいるニノを台風の目のようにして。

　悲鳴や怒号が響き渡るが、それも風の轟ごう音おんにかき消される。

　そして。

　強風一過のあとに残ったのは、死し屍し累るい々るいの山だった。

　いや、誰も死んでないけどね……たぶん。

　聖骸教団ホーリイ・コープスの皆さんは、一人残らずぶっ倒れて、気絶してるようだった。

　何人かは、うめき声を上げたりしてるけど、起き上がる気配はない。

　──否いな。

　ひとりだけ。

　いち早く回避行動を取っていたのか、無事な人がいた。

　少し離れた木の陰から出てきて、こちらへ向かってくるのは、

「いおりさん……」

「ゴミ虫に名を呼ぶ許可を出した憶おぼえはありません」

　ゴスロリちっくなメイドさんは、すでに元の無表情を取り戻している。

　パッツリと切りそろえた緑色の前髪の下、黒インクを流し込んだような両眼が、オレたちを睨にらみつけていた。

　問答無用って感じだ。

　まずは力ずくででも止めないと、話し合いもできそうにない。

「おい姫乃、大丈夫か──姫乃っ!?」

　呼びかけると同時。

　握っていた手の重さが急に増して、オレはそちらを見た。

　姫乃が、グッタリとして地面に座り込んでいる。

「おい、やっぱお前……」

「うん……まだちょっと調子が…………」

　そんなふうに言う姫乃の顔は、また熱が上がったみたいに赤くて、うっすらと汗が浮いている。

「だから無理をするなと言ったんだ」

　と呆あきれた声のニノ。

「どうするんだよ。ニノ、お前まだ術式符マークス持ってないのか？　あの、爆発引き起こすやつとか」

　オレが問うと、彼女はなぜか不可解そうな顔をして、

「？　いや、姫ひめ乃のが急せかすので、他に用意するヒマがなかった。──そうだな、ポケットにドラ焼きが入っているが、これで買収してみるか？」

「それで買収されるのはお前くらいだよ！」

　どこの猫型ロボットだ。

　術式符マークス用意するヒマはなかったのに、なんでドラ焼きはあるんだよ。

　そんなツッコミを口に出す余裕もない。

　メイドさんがオレたちに迫ってくる。

　今にも魔法を放ち、蔓つるでオレたちを拘束するだろう。

　どうする？

　もう手はないのか。

　なにか──。

　そこへ、



「待って、いおり」



　声がした。

　オレたちは全員、そちらを振り向く。

　獅し子しのたてがみみたいに見事なロングのレッドヘア。

　黄金色の瞳でこちらを見据え。

　高校生とは思えないグラマラス・ボディを魅せつけるように。

　鷹たか宮みや朱あか音ねが、そこに立っていた。



　　　　　●



「会長……あんたどうやって……？」

　オレは思わずそう訊きいてた。

　だってこの人、手錠つけたままなんだぜ。

　朱音会長は苦笑して、

「枝を燃やしたのよ。崖は、頑張って登ってきたわ」

「頑張ってって……」

　確かに、見れば制服が土で汚れてるけど。

　……オレも、あの枝を魔法で燃やして拘束を解くくらいはすると思ってた。

　でもそのあとここに来るとしても、崖を迂う回かいするだろうから、もっと時間がかかると思ってた。

　まさか両手を拘束された状態で登ってくるなんてな……。

「……このバカ牛っ」

　オレの足下で。

　座り込んだままの姫ひめ乃のが、苦しそうな声で呟つぶやいた。

　朱あか音ねは、複雑な表情を浮かべて、

「姫乃……来て、くれたのね」

「…………」

　姫乃は、ちょっと驚いたような顔をして。

　それから、なんか照れるみたいに顔を背けて鼻を鳴らす。

「ふんっ。べつにあんたのためじゃないわよ、この赤牛女っ。私の執事バトラーを取り返しに来ただけ」

　おい。その言い方、オレがすごい恥ずかしいんだけど。

「それと……」

　と姫乃は、何やらモニョモニョと口を動かしてから、

「さっき、部屋から出てくときに言ってたこと、全然聞こえなかったから、ちゃんと聞きにきたのよっ。あとでもう一回、言いなさい！」

　バカ牛が謝るなんて貴重なんだから、と付け足すように姫乃は言った。

　こんな状況だっていうのに、オレは思わず苦笑する。

　……お前が聞きたいのは、本当はもっと別の言葉なんじゃないのかね。

　それはともかく。

　姫乃の言葉に朱音は、

「ええ……家に戻ったら、いくらでも聞かせてあげるわ」

「会長──」

　オレは思わず呼びかける。

「それじゃ──決めたのか？　どうするのか」

「ええ」

　朱音は、ゆっくりと頷うなずいた。

　迷いなく、ではなくて。

　迷いも、自分の気持ちも、すべてを飲み込むように、ゆっくりと。

　そして彼女は、オレたちの横に立って、メイドさんに対たい峙じした。

「ごめんなさい、いおり」

「そんな……お嬢様……」

「──わたしは、シツジくんたちと一緒にいるわ。お父様の命令ではなくて、わたし自身がそうしたいと思うから」

「なぜです！　どうしてそんなクズ野郎のゴミ虫なんかに……！」

　信じられない、というように首を左右に振るいおり。

　対する朱あか音ねは、彼女をまっすぐに見て、

「なぜ、か……。そうね。前のわたしならお父様に従うことを選んだでしょうね。なにしろ、そっちのほうが絶対に安全で、正しい選択だもの」

「でしたら……なぜ！」

「簡単なことよ、いおり。今まで気づかなかったのがバカみたいに簡単。だって……」

　と、朱音はすごく真まっ直すぐな笑みを浮かべて、



「そのほうが、ずっと楽しいのだもの」



　そう言った。

　……いいと思うぜ。

　全然最適なんかじゃない、

　でも、最高に納得できる理由じゃないか。

「うそ……うそです……考えなおして下さい、お嬢様……！」

　朱音の言葉にかぶせるように、いおりは声を上げる。

　まるで幼い子供みたいだった。

　けれど、朱音の答えは変わらない。

「考えたわ。そして迷った。きっと生まれて初めて迷って、そして得た答えよ」

「──お嬢様ああぁあ！」

　いおりが叫んだ。

　そして彼女の魔法が発動する。

　無数の蔓つるが虚空から生み出され、オレたちに襲いかかる。

　朱音が右手から生み出した炎の壁が、その進撃を阻む。

「これは……マズいかもな」

「？　どういう意味だ？」

　ポツリとつぶやくニノに、オレは問いかける。

　ニノは周りを見回しながら、

「桜さくらいおりは、土系統の変異種で、植物を使う──どう考えてもこの場所、彼女に有利なフィールドじゃないか」

「え？　でもあの蔓って、べつに周りの木を操ったりしてるわけじゃないんだろ？」

　魔法で生み出されるものは、魔力を具現化したもののはずだ。

「それでも有利な場というのはあるんだよ、少年。魔法は、自分の頭の中のイメージを魔力で再現する技術だ。誰だって、目の前に海があったほうが、大量の水をイメージしやすいだろう？」

「なるほど……」

　なんて話してる間に。

「──うわっ」

「危ない、シツジくん！」

　いおりと反対側からも、蔓つるが現れて、襲いかかってきた。

　朱あか音ねがギリギリでそちらにも炎の壁を生み出して防いでくれる。

　……けど、これじゃ防戦一方だ。

　朱音といおり、どっちが力尽きるかの持久戦になりそう。

　なんて思ってると、朱音が言ってくる。

「シツジくん……わたし、できれば早めにいおりを止めたいの」

「どういうことだ？」

「──前にね、鷹たか宮みや家をべつの組織の魔法使いが襲ったことがあったんだけど」

「！」

　ピンときた。

　それって、さっきいおりも話してた襲撃のことじゃないのか？

「その魔法使いは、火系統と風系統を組み合わせて大爆発を起こす術式符マークスを放ってきた。それはなんとか不発で済んだんだけど……」

「…………」

　実際には、清せい十じゆう郎ろうが妻──朱音の母親の口の中に押しこむことで被害を防いだ。

　けど、オレは口を挟まずに朱音の話を聞く。

「そのとき、いおりはとっさにわたしを庇かばってくれたの。自分の魔力を限界まで使って、蔓でわたしを覆おおって、ね。そのあと、彼女は三日眠り続けたわ。一時は命も危なかったくらい」

　さっきのいおりによれば、それは朱音が五歳のころの話だ。

　いおりだって同じか、ちょっと下くらいだろう。

　そんなときに、命をかけて、彼女は朱音を護まもろうとした……。

「…………」

　どうしていおりが、そこまで朱音を想おもっているのかオレは知らない。

　けど……。

　それでも、彼女の想いが本物だってことくらいは分かる。

　今もいおりは、朱音を想おもって──想いすぎて、魔法を放っている。

　同じようにまた、命が危なくなるまでそれを続けてしまうかもしれない。

「だから、」と朱あか音ねは言う。「お願い、シツジくん」

「……ん？」

「本契約を結んで、わたしに、いおりを助けるための力をちょうだい」

「…………分かったよ」

　オレは頷うなずく。

　構わないさ。

　オレの身体からだには、自分では使いもしない魔力が余ってるんだ。

　それを必要なやつがいるっていうなら。

　ご主人様がもうひとり増えるくらいなんでもない。

　それに──。

　それにこれは、朱音が迷って、自分で行き着いた答えなんだろうから。



「なるぜ、朱音。あんたの執事バトラーに」



「…………ありがとう」

　これまで見てきたどんな笑みとも違う、

　本当に嬉うれしそうな笑顔で。

　朱音はそう言った。

「お嬢様──!?」

　いおりが、悲鳴を上げる。

「考えなおして下さい！　お父様に──清せい十じゆう郎ろう様に逆らえば、鷹たか宮みや家、それに聖骸教団ホーリイ・コープスまでも敵に回すことになるんですよ！」

「…………」

　朱音は、オレたちに視線を向ける。

　ちょっとだけ、迷うように。

　ま、そりゃそうか。

　朱音がこっちにつけば、オレたちは鷹宮清十郎と完全に対立することになる。

　前の朱音だったら、そんな選択は絶対しなかっただろうな。

　けど……。

　今の朱音はそうじゃない。

　最適じゃない道を見つけて、どちらに進むか迷うことが、ちゃんとできる。

　好きなだけ迷えばいいさ。

　オレはあんたみたいに優秀でもなんでもないけど。

　迷うあんたを、ちょっとだけ後押しするくらいは、できるんだから。

「好きにやれよ。執オ事レは主の行く道を付いてくだけだ」

「シツジくん……」

　姫ひめ乃のが、苦しそうな声で言ってくる。

「やればいいじゃない。どうせ私は、清せい十じゆう郎ろうとは初めから敵対してるんだし」

　ニノも笑みを浮かべて……ってこいつこんな状況でドラ焼き喰くってやがる！

　いくらやることないからって！

「ふむ……気にするな。ワタシはもともとどこにも所属していないからな。弟子のサポートくらいはちゃんとしてやるぞ」

「姫乃……先生…………」

　朱あか音ねは、オレたちひとりひとりに頷うなずくと、ふたたびいおりの方を見た。

「ごめんね、いおり」

「お嬢様……」

「わたしは、わたしが進みたい道を、選ぶわ」

「──ああああぁあっ！」

　嘆きの声が、いおりの口から迸ほとばしった。

　──次の瞬間だ。

「っ!?」

　オレたちの足元の地面から、無数の蔓つるが飛び出してきた。

　近すぎて、朱音の炎は使えない。

　蔓はあっという間に増殖して、

「きゃっ」

「ひゃあ！」

「んむっ!?」

　朱音と姫乃とニノを縛り上げてしまった。

　三人とも両手両足を拘束され、宙に持ち上げられてしまう。たぶんアレじゃ、魔法も術式符マークスも使えないだろう。

　くそっ、さっきは「縛るなら朱音会長だろ！」とか思ってたけど、まさか本当にそうなるなんて……。

　一方オレも、足首を蔓でぐるぐる巻きにされて、逆さに吊つるされる。

　おい！　なんでオレだけこんな、猟で仕し留とめられた動物みたいな扱いなんだよ！

　姫乃たちに巻き付く蔓は、力が強いのか、三人の服をビリビリと引き裂いてしまう。

「ひゃっ！　ちょっと、エロシツジ！　なにこの状況でニヤけてるのよ！」

「え!?　そそそそんなことねえよっ！」

　オレは慌てて否定するけど、ひょっとしたら無意識に笑っちゃってたかもしれない。

　仕方ないだろ！

　見た目的に、なんかすごくエロいショットなんだもん！

　目の前で、女の子三人が縛り上げられて、服を破かれてる。

　しかも、ポーズもなんか危険な感じだ。

　姫ひめ乃のはこっちにおしりを突き出すような恰かつ好こうだし、ニノは両足持ち上げられて、破れたオーバーオールの隙すき間まから何かが見えそう。

　朱あか音ねにいたっては、胸を強調するみたいに縛られて、ふにふに触られてる。

「いお、り……だめよっ、こんな、やめ……っ！」

　身をよじってそんな声を上げる朱音。

　どっちかって言うとくすぐったいっぽいんだけど、それにしたってこのシチュエーションはマズい。主にオレの理性にとって。

　おい、あのメイドさん、わざとやってるんじゃないだろうな……？

　と、オレはいおりの方を見る。



「──あああああぁぁぁああぁっ!!」



　……そんな呑のん気きな様子じゃなかった。

　ヤバいぞ。あれ、完全に暴走中って感じじゃないか。

　薄い緑色の光に包まれ、焦点の合わない目でオレたちのほうを睨にらみながら、いおりはどんどん蔓つるを生み出していく。

　蔓はオレたちに群がり、拘束を強化してくる。

　そして、朱音だけがいおりのほうへと連れて行かれる。

　このままじゃ──っ！

「こっのぉ！」

　オレは、手近に寄ってきた蔓を掴つかんだ。

　蔓は怒ったように暴れて、先端でオレを殴ってくる。

　痛いてえ！　でも離すわけにはいかない。

　オレは無理やりそれをたぐり寄せるように引っ張って、自分の身体からだを移動させる。

「朱音ぇ！」

「シツジくんっ!?」

　朱音を拘束している蔓の一本を捕まえることができた。

　それを引き寄せて、少しでも朱音を近づける。

　朱音の方は、両手両足を縛られちゃってて、身動きが取れないみたいだ。

　いおり──あんたのやりたいことは、こんなことなのか？

　お嬢様を縛って、選択肢を奪って、絶対に迷う余地を与えない──そんなことなのか？

　違うだろ。

　あんたは、そんなこと望んじゃいないはずだ。

　もっと、自分のやりたいことを自由にやってる朱あか音ねがいて、そんな彼女と一緒にいる──そんな関係を望んでる。そんなふうに思うんだけどな、オレは。

　それに、朱音だって同じだと思うぜ。

　だから──。

「朱音ぇえええ!!」

　オレは必死で手を伸ばす。

　蔓つるがオレの頭やら身体からだやらをメチャクチャに殴ってくるけど、構うもんか。

　朱音を縛る蔓を引き剥はがして。

　オレから守るように覆おおわれた身体を自由にする。

「うわっ！」

　オレの足首を縛る蔓がグイッと動いて、オレを引き離そうとする。

　けど。

「シツジくん！」

　朱音が、自由になった手で、オレの腕を掴つかんだ。

　そのまま朱音は、オレの身体を思いっきり引き寄せる。

　そして、しっかりと抱きしめた。

　オレの左二の腕の魔ま法ほう紋もんが、彼女の魔法紋と重なり合う。

　悪いけど、今だけはエロい描写はなしだ。

　魔力が流れ出て、朱音の身体へと伝わっていくのが分かった。

　朱音の全身が赤く光を放つ。

　その光の拡ひろがりとともに。

　一気に炎が巻き起こった。

　オレたちを拘束する蔓を飲み込み。

　あちらこちらに倒れている教団員たちも。

　その向こうで、泣き笑いのような表情を浮かべたメイドさんも。

　一息に飲み込んで、森の中を広がっていく。

　その炎は。

　いつものような、迷いなく全てを焼きつくす劫ごう火かとは違った。

　熱くないんだ。

　ただ、穏やかに包み込んで気持ちを鎮めてくれるような。

　そんな、魔法の炎だった。

　無数に湧き出していた蔓つるが消えていく。

　まるで浄化されるみたいに。

　朱あか音ねの炎にくるまれて、消えていった。
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　──やがて。

　炎自身も、静かに消えた。

　何も焦がすことなく、燃やすことなく。

　ただ、この場に満ちていた、荒ぶるような争いの空気だけを消し去って。

　そして。

「……いおり」

　地面に下りた朱音は、その名を呼ぶ。

　だけど、彼女の姿はそこになかった。

「…………」

　小さく溜ため息いきをつく朱音。

　ひょっとしたら、とオレは思う。

　朱音は、いおりも一緒に来てくれることを願っていたのかもしれない。

　清せい十じゆう郎ろうのもとを去って、ふたたび自分のメイドさんになってくれることを。

　けど、いおりはまだ、そうすることはできなかった。

　選ぶべき『最適な』道を選ぶしかなかった。

　けど……。

　たぶん──あのメイドさんも、ちゃんと選べるんじゃないかと思う。

　選ぶべき道じゃなくて。

　自分が選びたい道を。

　だって、あの人はあんなに朱音のことを大事に想おもっている。

　だから執事のオレよりずっと、朱音をご主人様にするのが似合ってるよ。

　きっとな。



    

  
    
      


エピローグ



「なんだこりゃぁ!?」



　ニノに連れられて、仙せん堂どう家の地下に造られた彼女の部屋に入って。

　オレはまずそう叫んでいた。

　窓もない、薄暗い地下室。

　明かりといえば、ゆらゆらと灯ともるろうそくの炎だけだ。

　棚には怪しげな薬品や、不気味な生き物の標本が並んでいる。

　かと思えば床には、ファンの音を響かせながら稼働するコンピュータが幾つもある。

　床に散らばる、古びた魔ま導どう書。

　その隙すき間まを縫うように這はいまわるコードの群れ。

　オレには、ひとつとしてそれらの価値が分からないけれど、ここがまさに「現代の魔法使い」の実験室だということは、なんとなく実感できた。

　この光景を見て、ここが普通の民家の地下室だなんて指摘できるやつはいないだろう。

　ニノは、いきなり叫び声を上げたオレに怪け訝げんそうな視線を向け、

「どうした、少年？　女性の部屋に入るのが初めてというわけでもないだろうに」

「ここを女性の部屋だと認識する自信はオレにはねえよ！」

　そうツッコみつつ、オレは恐る恐る部屋に足を踏み入れる。

　入らないことには、診察もできないんだろうし……。



　昨日の夜から今日の朝方にかけての騒ぎは、なんとか一件落着した。

　いおりを撃退したあと、オレたち──オレと姫ひめ乃の、朱あか音ね、ニノの四人──は、聖骸教団ホーリイ・コープスの敷地の森を出て、タクシーで家まで帰ってきた。

　ニノが姫乃と一緒に飛んでくるのに使った、あの術式符マークスがもう残ってなかったからだけど、正直、使うことにならなくてよかったと思う。あんな人間大砲みたいな真似、オレはしたくないぜ。

　オレが聖骸教団の建物の床をぶち抜いたり、姫乃が教団員を大勢ノックアウトしたりと色々やらかしちゃってるんだけど、その辺は大丈夫だろうとニノは言ってた。

『そもそも、家を襲撃して少年を攫さらうというのが問題だしね。向こうが何か言ってくるなら、こっちもそれに対して正式に抗議できる。そうすれば、不利なのはあちらだからね。教団としちゃ、このまま沈黙して、何もなかったことにするんじゃないのかな』

　とのこと。

　政治的判断というか、大人の事情というか。

　なんだかなぁ……。

　まあ、大事にならないで済むなら、それで良しとするか。

　それよりも、問題は。

　オレがあのとき、術式符マークスを使ったときのことで──。



「うーん……」

　オレの診察をしつつ、術式符を使ったときの状況を詳しく聞いてから。

　ニノは難しい顔で考え込んでしまった。

　ちなみに、そうしながら、手に持ったようかんを食べる手は止まらない。

　ようかんを切らないでかじって食うやつ、初めて見た……。

「なんだよ。そんなにおかしいのか？」

「ああ。おかしいね」

　オレの問いに、ニノはアッサリと頷うなずいた。

「あの術式符は、手近の対象を気絶させる程度の威力しか出せない。間違っても、建物を破壊するほどの衝撃なんか、起こるはずがないんだ」

「でも、実際──」

　オレは思い出す。

　地ち下か牢ろうに閉じ込められたとき。

　両手であの術式符をつかみ、魔力を流し込んだ。

　そうしたら、閃せん光こうと、爆音と、衝撃が起こって、鉄格子が吹っ飛んでいた。

　間違いない。

「──オレが逃げ出せたのは、術式符のおかげだぜ」

「ふむ……」

　ニノはふたたび考え込む。

　食べきったようかんの包み紙を捨てて、二本目を開封し出す。

　……見てるだけで、胸焼けしそうだ。

「色々と考えられる可能性はあるが……一番有り得そうなのは……」

「有り得そうなのは？」

「きみの魔力が特殊である、ということだ、少年」

「…………」

「術式符が異常な発動をしてしまったということは、それしか考えられないのさ。ワタシが作成した術式にミスがあるはずはないしね」

「すげえ自信だな」

「天才だからね」

　そんな言葉を、彼女は不敵な笑みを浮かべて、ごくあっさりと口にする。

「あの術式符マークスが大爆発を起こすなんてね、一足す一の答えを一億と書き間違えるみたいなレベルのミスでもなければあり得ないのさ」

「……そりゃ、天才じゃなくても、間違えなさそうだ」

「だろう？　だとすればあとは、術式に流れた魔力のほうが異質だった、と仮定せざるを得ないよ」

　ニノは。

　ようかんをガブリとかじって、

「キミは、ただ魔力が多いだけの人間ではないのかもしれないな、少年」

　そう言うのだった。
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　そんな、不安にしかならないような診察を終えて。

　オレは地上に戻ってきた。

　ニノは、まだ何かやることがあるみたいで、地下に残ってた。

　ふう、よかった。

　突然壁からゴーレムが現れて襲われるんじゃないかと、ビクビクしてたんだぜ。

　窓を見れば、外はもう薄暗い。

　今日は月曜日。

　けど、さすがに学校は休んだ。

　姫ひめ乃のは風邪をぶり返しちゃったし、オレもほぼ徹夜状態だったしな。

　もっとも、朱あか音ねは午後には、生徒会の仕事をしに出ていったけど。

　あんなことがあったってのに、どんだけパワフルなんだ、あの生徒会長は。

　オレは姫乃の部屋へ向かった。

　ノックしてから扉を開ける。

「あ、シツジ……」

「なんだ。起きてて大丈夫なのか？」

　ベッドの上に座って、ケータイをいじっていた姫乃が、顔を上げる。

「明日には治るわよ。またどこかのマヌケシツジがさらわれて、それを助けに行ったりしない限りね」

「お前は……」

　オレは溜ため息いきを吐く。

　そんな軽口をきけるくらいなら、確かに大丈夫だ。

　顔色も随分良くなったし。

　一日寝て回復したんだろう。

「夕飯、これから作るけど、何か食べたいものあるか。まだおかゆのほうがいいか？」

「おかゆは飽きたわ。お肉が食べたいわね。トンカツとか」

「病み上がりにそんなもん食べたら胃もたれるぞ……」

　呆あきれてそう言うと、姫ひめ乃のは口を尖とがらせる。

「なによ。だったら最初から訊きかなきゃいいでしょ」

「分かった分かった。トンカツですね。かしこまりました、お嬢様」

　オレが馬鹿丁寧にお辞儀をしてみせると、姫乃は満足そうに頷うなずいた。

　と。

　そこでオレは、本棚の上に置いてあるぬいぐるみに気づく。

　いおりの襲撃の際に、手と脚が取れちゃった、黒猫のぬいぐるみ。

「…………」

　そのパーツそれぞれに、なんか……修繕しようとして上う手まく行かなかったみたいな、余分な糸がたくさんついてるように見えるのは、気のせいだろうか。

　こいつ……寝てるかと思ったら、こっそり裁縫してたのか。

「──どうかした、シツジ？」

「あ、いや、なんでもないよ」

　オレはぬいぐるみから視線を逸そらす。

　そんなことをしてたなんてオレに知られたら、このお嬢様はまた照れ隠しで魔法とか放ちかねないからな。

　オレはごまかすように、

「あーそういや、朱あか音ねからは、聞きたかったこと聞けたのか？」

「ふんっ」

　姫乃は鼻を鳴らす。

「あの牛女が、そんなこと素直に言うわけないでしょ。だから、ほら」

　と、姫乃は顔をちょっと赤く染めながら、ケータイの画面を見せてきた。

　オレはそれを見て、思わず笑みをこぼす。

　差出人は鷹たか宮みや朱音。

　件名は「ごめんなさい」。

　そして本文は──



　──ありがとう。



　　　　　●



　さて。

　お嬢様にトンカツをご所望されてしまったので、材料の豚肩ロースを買いに行く。

　すっかり顔なじみのスーパーの店員さんから割引シールを手に入れて、大量の肉（なにしろ四人分だ）を入手しての、帰り道。

「あ、会長……」

「あら、シツジくん」

　朱あか音ねと行き合った。

「今日は早いんだな」

「ええ。ようやく校舎改築関係の事務が終わったわ。明日からは通常業務ね」

「そうか。それはお疲れ様」

「ふふ。ありがとう──それは？」

　と、会長はオレの手のビニール袋を見てくる。

　オレは中身を見せてやりながら、

「姫ひめ乃のがトンカツ食わせろって騒ぐからさ」

「まったくあの子は……大丈夫なの？　そんなに食べて」

「ああ。もうほとんど治ってるっぽいよ。明日には学校行けるだろ」

「そう──」

　朱音はそう言って、歩いて行く。

　彼女は口にはしなかったけど、オレには、



　──よかった。



　そんなふうに言ったように聞こえた。

　さっき、姫乃に送られたメールを見たせいだろうかね。

　ホント、不器用だよな。あんたも、姫乃も。

　あのメールについてここで話題にしたら面白そうだと思ったけど、さすがにそれは自重しておく。

　代わりに、もうちょっと大事なことを訊きいてみる。

「なあ会長……あれから、親父おやじさんからなんか言ってきたりしたか？」

　鷹たか宮みや清せい十じゆう郎ろう。

　彼が、このまま引き下がるとは思えない。

　オレのこともそうだし、結果的に裏切ったような形になった朱あか音ねのことも、放ほうってはおかないだろう。

　けど、朱音は首を横に振って、

「今のところは何もないわね。まあ、まだ一日も経たってないのだし、これからどうなるかは分からないけれど」

「そうか……」

「でも、もしお父様がわたしを処分しようと思ったら、すでに何らかのアクションがあるはずよ。それを考えれば、今すぐどうこうということは、ないでしょうね」

　それを聞いてオレはホッとする。

「シツジくんのおかげよ」

「へ？」

「あなたが迷うことを教えてくれたから、わたしは今こうやって、過ごせるのよ。学校に行って、生徒会長をやって、シツジくんと過ごして──あのときわたしは、そんな当たり前のことを、捨てる選択をしてしまうところだった。それ以外に道があるんだって教えてくれたのは、シツジくん、あなたよ」

「い、いや、オレは何もしてないって。会長が、自分で気づいたんだよ」

　改めてこんなふうに言われると照れるな。

　オレは、ごまかすように言葉を続ける。

「で、でも、良かったんじゃないか？　これで好きでもないオレに、執事になれって迫ったりしなくて済むんだし」

「…………あら」

　オレがそう言うと、朱音会長はなぜか、とても心外そうな表情を浮かべて、

「誰が、シツジくんのこと、好きじゃないなんて言ったのかしら？」

「……え？」

　オレはギョッとして彼女の方を見る。

　え？　なに？　今なんて言ったのこの人……？

　夕日に、オレンジ色に染まった下り坂。

　オレを、少し高いところから見下ろす朱音は、とても綺き麗れいで。

　燃えるような赤い髪を風が揺らして、朱音はわずかに目を細める。

「──好きかも、しれないわよ？」

「な、何言ってるんだよ。そんな……そんなきっかけなんて──」

「お姫様抱っこされたときとか」

「う……」

「手を伸ばして、名前を叫んでくれたときとか」

「うぅ……」

　ウソだろ、そんな……。

　でも、ひょっとしたら……!?

「あるいは、」くるり、と朱あか音ねの表情が一転する。「最初に胸を触られたとき、とか」

「へ…………」

　いきなりのそんな言葉に、オレはマヌケな声を発する。

　朱音はイタズラっぽい笑みを浮かべながらオレの横に立つと、オレの腕を取って抱きしめてくる。

「うふふ。どう？　ドキドキした、シツジくん？」

「なんだよ……からかうなよなぁ」

　ちょっと……いやわりと、本気にしちゃったじゃないか。

　けど、まあ、そうだよな。

　そんな都合のいい話、あるわけがないよな。
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　で、朱音と二人で家の近くまで戻ってくると。

　なんだか、家のほうが騒がしい。

　誰かが、何かの作業をしてるみたいだ。

　荷物を運び込んだり、何かを組み立てたり。

　まるで、引っ越しの作業みたいな──。

「──っ！」

　なんかいやーな予感がして、オレは家へ走る。

　予感はバッチリ当たってた。

　家の前に、引っ越し業者のトラックが横付けされていて、お兄さんたちがせっせと荷物を運んでいた。

　で、運ぶ先は……庭の奥にある物置だった。

　いや、すでに物置じゃなくなってる。

　元々はチャリやら庭仕事用の道具が入れてあった物置が撤去されていて、それよりちょっと大きめの、小奇麗な小屋が建てられていた。

　いつの間に……。

　そして、その前に立って引っ越し業者にあれこれ指示を出しているメイドさんがいた。

「…………いおり」

　思わず名を呟つぶやいたオレに、ゴスロリちっくなメイドさんはこちらを見て、

「──名を呼ぶなと何度言えば分かるのです、このゴミ虫。そのゴキブリの触角みたいなアホ毛を引っこ抜きますよ」

「ゴキブリって……」

　ヒドい。

　一本しかないんだから、だいぶシルエット違うだろ。

　じゃなくて……。

「なんの騒ぎだよ、これは」

「聖骸教団ホーリイ・コープスから命じられまして」

「？」

「仙せん堂どう志し津つ二じと、その一団を監視するように、と」

「…………」

　なんかオレ、犯罪組織の首領みたいなポジションにされてない？

　マジで勘弁してほしい。

「って、監視で、ここまで大々的に荷物運び込まなくても良くないか？」

「クソ虫のアホ毛野郎が、朱あか音ねお嬢様を脅して性的に弄んだりしないよう監視する必要もあります。ですから、終始密着して、監視いたします」

「それ、明らかにあんたの私情だよな！　聖骸教団関係ないよな！」

「──うるさい。黙りなさい」

「…………」

　じろりと睨にらみつけられて、オレは口を閉ざすしかない。

　……情けないとか言うな。怖いんだよ、このメイドさんは。

「ともあれ、」といおりは玄関の方へ歩き出す。

「まずは、家の中を拝見させていただきます」

「へ？」

「当然でしょう？　朱音お嬢様が住まわれている家が、どのような状況なのか、確かめねばなりません。どうせ、あなたのような者が管理しているのでは、どこもかしこも不備だらけでしょうから」

「ひでえ……」

　そこまでひどくはないと思うぞ。

　そりゃ、本職のメイドさんに比べたら、至らないだろうけどさ。

　いおりは、もうオレに用などないとばかりに玄関へ向かう。

　それにしても……。

「……ふっ」

　オレは、思わず笑みを漏らした。

　なんだよ。

　あんただって、しっかり選べてるじゃないか。

　同居人がさらに増えるのは大変だけど、何しろ今度はメイドさんだ。

　執事の仕事がずいぶん楽になるだろう。

　少なくとも、ブラを干してて姫ひめ乃のに吹っ飛ばされなくて済むぜ。

　いおりのお陰で時間が空いたら、何をしようか。

　……とりあえずは、あの黒猫のぬいぐるみの、取れてしまった手と脚を直すとか。

　そんな、あまり執事っぽくないことをするのも、いいかもしれない。



　そんなことを考えながら、オレも玄関に向かう。

　合流した朱あか音ねが、苦笑しながら言ってくる。

「うちのメイドが、迷惑かけるわね」

「……いや」

　はっきりと否定しきれないのが辛つらいところだけど。

　……まあ、今度は朱音もいるんだし、オレへの風当たりも少しは弱まると期待したい。

「ところで……ねえ、シツジくん」

「なんだ──んぐっ!?」



　──キスされた。



　なんの予感も予告もなく。

　まったくの不意打ち。

　びっくりしすぎて、感触も何もまるで認識できないうちに。

　すぐに朱音の唇は離れていった。

「な……ななな、ええええええ!?」

　混乱しすぎて意味のない言葉しか発せないオレに。

　朱音は「やっちゃった」みたいな、ちょっと照れるような笑みを浮かべて。

「さっきの。嘘うそじゃないのよ」

　そう言うと、オレを置いて玄関に駆け込んでいってしまった。

「…………」

　オレは、金縛りにでもあったみたいに、しばらくその場から動けなかった。

　唇の感触が、思い出したように、オレに襲いかかってきた。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　おいしいですよね。モッツァレラ。もきゅもきゅとした、あの独特の食感がたまりません。ピザの具でモッツァレラチーズが乗ってるとテンションが上ります。あと、カットしたトマトと一緒に並べてドレッシングをかけて、サラダにして食べるのもいいですよね。調理が面倒くせえ！　ってときはそのまま食べても結構いけます。

　あ、関係ないですけど、イタリアでは超ナイスバディの女性のことを俗語でモッツァレラって言うらしいですよ。

　ところで皆さん、モッツァレラチーズって好きですか？　（にっこり）



　あらためまして。

　はじめての方はじめまして。お久しぶりの方お久しぶりです。三み門かど鉄てつ狼ろうです。

　第２巻！　無事お届けすることができました。発売日がクリスマスですね。１巻と一緒に購入して誰かにプレゼントするといいと思うよ！　なんなら裏表紙の折り返しに三門の他のシリーズ一覧もあるから、それも一緒に（以下略）



　今回はモッツァレラ会長──じゃなくて、朱あか音ねのお話でした。

　前回姫ひめ乃のと契約したってのに、シツジくんが自分好みの巨乳の先輩とイチャイチャイチャイチャ……姫乃ともしっかり仲良くやってるし……最後には朱音とあんなことまで……うらやま爆ぜろ！

　そんな感じで爆散したシツジくんですが（してない）、決めるところは決めてくれてた──はず、です。まだ読んでないという方は、どうぞその辺も見てやってください。あ、本屋さんでここ読んでる人は、買っていってじっくり読むのがいいと思うよ！　今すぐレジへゴー！



　ここからはスーパー謝辞タイム！

　担当編集の神かみ長なが様。いつもありがとうございます！　三み門かどがアレげなネタを提案するのを、ちゃんと軌道修正してくれることに感謝です！　おかげさまで、なんとか話がラブコメとして進んでおります。最近ワガママが多い気がします、すみませんすみません……次もよろしくお願いしますね！

　イラストレーターの鷹たか乃のゆき様。最高のモッツァレラ表紙です！　小さいの好きな三門も思わず大きいの好きになるレベル。カラーイラスト、モノクロイラスト、本当は一枚一枚ピックアップしてお礼を言いたいくらいですがスペースが足りない！　ありがとうございました！　次もよろしくです！

　その他、編集部の皆様、装丁の担当様、校正の担当様、営業の皆様、書店の方々……この作品が形になって読者の手に届くまでの間に携わって下さったすべての方々にも、まとめてで恐縮ですが感謝を！

　そしてそして、この本を選んでくれた読者の皆様！

　ずっと三門の本を読んでくれているあなたも、１巻に引き続き『しつしつ』（←今さらの略称）に付き合ってくれたあなたも、はたまた表紙の朱音会長に惹かれて２巻から買ってしまったあなたも、本当にありがとうございます！

　この物語を読んで、なにか「モッツァレラ！」と思えることがあったなら嬉しいです。



　それでは今回はこの辺で。

　次回はシツジくんのお話になる予定です。

　またお会いできましたら幸い！　ではでは！



三門鉄てつ狼ろう



    

  
    
      


　著者

　三門鉄狼（みかど・てつろう）

　　北海道札幌市に生息するサッカオオカミ。

　　狼だけど草食系です。



　イラスト

　鷹乃ゆき（たかの・ゆき）

　　埼玉県出身のイラストレーター。

　　代表作は「Ｄ．Ｃ．Ⅲ」「Princess Party」原画など。

　　好きなものはパスタです！

　　トマトクリームパスタ最高です。
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